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一章　部長の大おお道ち反がえし彩あや華か







　東京都箱内市、箱内市立高校の片かた隅すみ、とある部室。

　その一室に、女子生徒の甲かん高だかい声が響ひびき渡わたった。

「ある日突とつ然ぜん異世界から女の子が出現して、同居スタートしただとおお！」




「いや、まあ」

　狭せまい部屋の中、響き渡るその声を両りよう掌てのひらでガードしつつ、火ひ魅み亨とおるは口を開いた。

「一言で言うと、その通りなんですけどね」

「何その心ときめく話！」

　声の主は叫さけびの余よ韻いんも消えぬうちに、ずいと顔を突つき出だしてくる。

「マジか亨くん！」

「マジです」

　亨は頷うなずいて、そして一拍ぱく置いて言葉を続ける。

「昨日から」

　昨日。正確には昨日、新年度早々の四月九日午後六時から同居を始めている。

　今は四月十日の午後五時だから……きっかり二十三時間前から、だ。

「おれ、二十三時間前から、その『異世界から来た女の子』と同居してます」

　というか、強ごう引いんに押おしかけてきやがったんだけど。亨は思い出した。「一いつ緒しよに魔ま族ぞくと戦うのよ。準備して！」とか何とか言いつつ、ふと気付いたら居い座すわってやがった。

「因ちなみに天界から来たそうです」

「なるほど天使か！」

　物分かりがいいなあ。

「そうです。昨日からおれ、天使さんと同居してます」

「マジかああああああああ」

　叫んだ女子生徒は天を仰あおぎ、左手を顔面の上に載のせて嘆なげく。

「なんで亨の所にだけそんな面白おもしろそうな事があああああああ」

「あの部長。声がでかいですってばさっきから」

　亨はわざと声のテンションを下げ、低い声を出した。

「なんでウチに落ちてこないのよその子はー！」

「だから部長、ちょっと落ち着いて下さいってば」

　何しろ自分たちが居るのは、ごく平へい凡ぼんな高校のどこにでもある部室長屋の一室。部屋は狭く隣となりとの壁かべは薄うすく、あまり騒さわぐと近所迷めい惑わくだ。

「これが落ち着いていられるか！」

　しかし部長は、そんな事を考える余よ裕ゆうは無いようだ。まあ無理もないが。

「どういう事？　何がどうしてそうなったのか話しなさい火魅部員！」

　叫びとともにばん！　と膝ひざを叩たたき、座すわっていたパイプ椅い子すから勢いよく立ち上がる。

「あの」

　亨は座ったまま、パイプ椅子ごと後ずさった。

「この部長に！　この箱内高校文化発表部部長、大道反彩華に全すべてを話しなさい！」

「その」

　部長は立ったまま、こちらが後ずさった分容よう赦しやなく近寄ってくる。

「早く、話したまえ」

　近寄って、こちらの目前に無防備に顔面を近づけてくる。

「どうしたヒラ部員」

　目前、触ふれ合あってしまいそうな距きよ離りまで、何の遠えん慮りよも無く近寄ってくる女子生徒。

　これが、箱内高校文化発表部部長、大道反彩華十六歳さいだ。亨は今いま更さら確かく認にんした。

　長い髪かみを愛あい想そなく後ろで括くくり、味も素っ気も無い真っ黒縁ぶちのメガネをかけ、その顔には少しそばかすが浮ういている。そのメガネは五歳の時からずっとかけており、外した姿を見た事のある者はこの高校の生徒の中では殆ほとんどいない。

「ヒラ部員って誰だれの事ですか」

「お前の事だよ火魅部員」

　だが。メガネ越ごしの視線を至近距離で受けつつ、火魅亨は続けて思う。

　この人は、このメガネを外すと意外にも瞳ひとみは大きく顔の形はよく、きっと大本の素材は悪くない……というか学年で言っても多分かなり上位のランクに位置する才能を持つはずだ。今のところ多分（当の本人を含ふくめて）誰だれ一人ひとりその事に気づいてはいないが。

「この部は、おれと部長の二人しかいないじゃないですか」

　そして。この人は。亨は密ひそかに視線を下げた。この人、地味な外見に似合わずスタイルはいい。はっきり言うとかなりグラマーだ。味も素っ気もない白ブラウスの箱内高校の制服を着ていてすらその身体は非常に良く目立つ。そう、実際こうして前かがみ前のめりになられると、多分本人は意識していないそれが非常によく分かると言うか、健全な男子高校生としては、ちょっと色々と妄もう想そうしてしまう光景ですなあ。

「おい。火魅部員」

　部長は、その姿勢のまま不ふ審しんそうに言った。

「人を目の前にして俯うつむくな。どこを見てるしっかりせえ」

「部長の胸とその関連部位を凝ぎよう視ししてました」

　なんて事は勿もち論ろん口に出さず腹の奥おくに飲み込み、亨は無言で視線を戻もどす。

「折せつ角かくそんなデカいネタ持ってきたんだ。部の共有財産とするべきだろうが」

「いやあ部長のデカいネタも高校生とは思えませんなあ」

　などという事は勿論口に出さず胸の奥に飲み込み、亨は無言で頷いた。

「何な故ぜ頷うなずく？」

「いえ」

　……とまあ、この人はこんな感じの高校二年生なんだが。亨は首を振ふりつつ思った。

　それなりの格好とお洒落しやれをすれば、かなりのモノになる筈はずの人なんだが。

　しかし当の本人は、そんな事を意識するつもりはさらさら無いらしい。

「その情報を基もとに、私が素す晴ばらしい作品を、珠しゆ玉ぎよくの物語を作る！」

　この人の興味は、男とかオシャレとかよりもっと別、特とく殊しゆな場所にある。

「そして今年の夏コミで大規模頒はん布ぷ！　気合入れるよー！」

　無意味に力ちから瘤こぶを作り、力強く断言した。

「というワケで！」

　ばっ、とこっちを向いた。後ろで括った髪が元気に肩かたで跳はねる。

「取材させろ！　明日の文化創造の為ために！」

「また本出すんですかあ」

　一歩引いて、わざと呆あきれた声を出してみる。

「創作文芸誌なら去年の冬、先せん輩ぱい達たちと一緒に出したじゃないですか」

　言って、思い出す。四ヶか月げつ前、まさにこの部室で作った創作同人小説集。去年の冬コミに部でサークル参加して頒布し、まあソコソコ売れてとりあえず世に出た。

「アレは、去年のだ。もう、過去のだよ」

　部長は、断言するように言う。

「先輩達は先月、三月の末で卒業したろ。今年は私達なんだよ」

「その通りですけど」

「で、今年の部長は私なんだよ」

「……って言ったって」

　目を逸そらし、部室の中を見回すフリ。

　部室の中は、がらんとしている。人がいない。

　そう広くない部室の備品は、パイプ椅子と机がいくつかと、十年以上前の型の古びたデスクトップパソコンが一台。あとは掃そう除じ用のボロボロ箒ぼうきが一本だけ。その他ほか、壁にはゲームの雑誌や漫まん画がの単行本やアニメの設定資料集など諸もろ々もろの書しよ籍せきがぎっしりの本ほん棚だなが並べられ、片隅にはフィギュアや限定ＤＶＤキャラクターＴシャツやその他様々のグッズがガッツリ詰つめ込まれたダンボールが堆うずたかく積み上げられている。

　そして、しかし、人はいない。

「部員はもう、おれ達二人だけだし」

　去年度いっぱいで三年生は卒業してしまい、一気に人がいなくなってしまった。

「二人いれば充じゆう分ぶん！」

　部長の声が、部室に響く。

「ウチの部を何だと思ってる！　言ってみろ火魅部員！」

「文化発表部……ですけど」

　名前の通り、自分達で色々な文化創作を創つくってそれを発表する部活。

　と言っても、その活動の殆どは既き存そん作品の鑑かん賞しようと吸収、つまり色々なアニメやゲームや漫画などを皆みなで見て好き勝手な事を言い合おうという部活だ。今、本棚やダンボールに突っ込まれているのは、先輩達が卒業とともに残していった様々なアイテム。

「日々文化創造に励はげむ、その目の前に！」

　様々なアイテムを背景に、部長は天下に宣言するような声で名乗りを上げる。

「その目の前に、そんな美味おいしい現在進行体験談が転がってきたんだから！」

　ああ話が戻ってきた。目を逸らしつつ、密ひそかに溜ため息いき。

　部長はそのままびしっ！　と指を突き出して、こちらの鼻先に突きつけた。

「取材させなさい」

「取材って」

「体験に勝まさる言葉なし！」

　それはなんか、自分自身の存在意義を否定してる気がするんですが。

「という訳で」

　こちらを指差したままにっと笑い（可愛かわいい八や重え歯ばがこぼれた）、また顔を近づけてくる。

「詳しよう細さいを教えろ。火魅部員」

「何の詳細でしたっけ」

「その『ある日異世界から出現しそのまま同居することになった女の子』の詳細だよ！」

　澱よどみなく言い切りやがった。

「確か、天界から来た天使さんだったよな。で、魔族と戦うんだっけか」

　状じよう況きよう整理も完かん璧ぺきだ。なんという物分かりのよさ。

「…………」

　亨はわざと溜息をつき、手近なパイプ椅子に深々と座り込んだ。

「どうした、おい火魅部員。覇は気きがないぞ」

「……その、ええと」

　なんかもう、そろそろ現実逃とう避ひ妄もう想そうのタネも切れてきた。

「これ話すと、おれの正気が疑われると思うんですけど」

「疑うべきは正気でなく常識だ。立場上そのくらいの心得はある」

「立派ですねえ」

「当然だろうが」

「本当ですか？　常識疑う覚かく悟ごあるんですか？」

「当たり前だ」

「例えばおれが今この場で常識ハズレな性せい癖へきを暴ばく露ろしても引かないですか？」

「性癖？　ああ日常の何でもない習性の事だな。確か辞書にそう載っていた」

　いやあこの人相変わらず何にも分かってないなあ。

「で、性癖がどうしたって？」

「いえ別にいいです」

　亨はそっぽを向いた。

「……じゃあ、話を戻しますけど」

「ふむふむ」

「説明の途と中ちゆうで、医者とか呼ばんといてくださいよ」

「説明の途中でいちいち医者呼んでたら話が進まないだろ。テキパキ進めるんだよ」

「いい方針です」

　じゃあ覚悟を決めよう。いや、別に特とく殊しゆ性せい癖へきのカミングアウトはしませんよ。

「ええと、ですね」

　火魅亨は、口を開いた。

「実は、昨日の夕方……」

「昨日の夕方！」

　大声で復唱しつつ、さっきまで座っていたパイプ椅子をがりがりがりがりがりと音を立てて引きずってこちらの目の前に移動させ、どす、と音を立ててその上に座り込む。

「昨日の夕方、何があったの！」

　だから、そんな無防備に接近してくるなっつうの。

「……あのなあ、彩華」

「彩華って呼ぶな。ここは部室だぞ火魅部員」

「あの部長」

「何だ」

「そんなに近寄ったら喋しやべりにくいです」

「よかろう」

　おもむろに、すっと顔を離はなす。

「では続けろ。火魅部員」

「……昨日の夕方、ですね」

　もう、とっとと話してしまおう。

「おれ昨日の下校の途中、箱内河か川せん敷しき近くで『世界の卵ユグドラシル』を……」

「『世界』！　いい言葉だ、夢が広がる！」

「……天界の秘宝『世界の卵ユグドラシル』を、たまたま拾って」

「『たまたま拾った』！　いい行こう為いだ、可能性が広がる！」

「その瞬しゆん間かん、『世界の卵ユグドラシル』は、おれの身体と一体化したらしくて」

「『一体化！』いい言葉だ、否いや応おうない！」

　なんかムカついてきた。

「……で、天使さんによると、『世界の卵ユグドラシル』には、世界を作り直す為の膨ぼう大だいなｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒが封ふう印いんされていたらしくて、」

「っとお。なんか聞き捨てならない単語が！」

「それは本来、人間界にあっちゃいけないモノらしいんですよ」

「なんか設定が入り組んできた！」

「人間界に落ちた膨大なｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒ……ええと略してＭＰと呼びますが。これは天使の対たい抗こう勢力、魔族にとっても大変魅み力りよく的てきらしくて」

「ちょっと待って火魅部員！　メモ取るから！」

　叫び、長い髪を靡なびかせんばかりの勢いでパイプ椅子から立ち上がる。

「その『世界の卵ユグドラシル』を狙ねらって、まずは第一魔族ルキッフと名乗る謎なぞの影かげが」

「ちょっと待ってってば！　ルキッフ？　魔族ルキッフな！　いい名前だ！」

　後ろ姿で叫びつつ、立ち上がったそのまま勢いを殺さず部室の片隅へと走る。

「今、先輩にもらった『取材用ノート』出すから！　ちょっと待って！」

　そして、本棚の前でブレーキをかけるかのようにズザッと停止。

「ええっと……確か、この辺に」

　ブツブツ呟つぶやきつつ、本棚を探し始める。

「確か先輩……この辺に突っ込んでたよね、あれ」

　本棚の中は「参考資料」でいっぱいだ。廃はい刊かんになってもう手に入らないアニメ雑誌、『究極天使ラヴリィアイ、いよいよ発進！　本放送スタート！』と書かれた記念発行誌の初回限定版、そして、四ヶ月前の冬コミに皆で作った同人誌。

「くそ、ないな……こっちかな」

　今度は下のダンボールを探さぐり始めた。こっちに入っているのはグッズの類たぐい。『究極天使ラヴリィアイ・完全版！』のＤＶＤとその初回特典フィルムブック、同じくシナリオ集、数量限定で作られた超ちようレアモノのヒロインフィギュア。多分そのときは貴重だったに違ちがいない様々なものが、無造作に何の統一も無く突っ込まれている。

「むー。もうちょっと整理しとけっての先輩ども」

　ぶつぶつごそごそしながら、前まえ屈かがみになって下のダンボールを覗のぞき込む。

「何にも考えずに、全部突っ込んで置いて行くんだもんなあ……」

　前屈みに上半身を下ろし、まるで無防備に下半身を突き出しているみたいな姿勢。

「あの、部長」

　亨は、思わず声をかけた。

「何だよー火魅部員」

　箱内高校のスカートの丈たけは、ちょっと公立高校とは思えないほど短い。

「部長は前と後ろどっちが好きですか？」

「何が？」

「おれはどっちかっつーと後ろですね」

「は？」

「『？　そこで何を……？』とか言ってもらえるとモアベターです」

「そこで何を言ってるんだ」

「いえ、別に」

「今探し物してるんだから、意味分からん事言うなよー」

「意味分かってない子に色々やるのは好きです」

　などという事は勿論口に出さず唇くちびるの奥に飲み込み、亨は無言で目を逸らした。

「ええっと……畜ちく生しよう。昨日確かこの辺で見たような気がしたんだけどなあ」

　積み上げられている本とグッズは、全て先輩たちが残していったものだ。

　逸らした視線の先で、思い出す。

　三人の先輩は、色々な物をここに置きざりにして、そして卒業してしまった。

　あの世界は、あのにぎやかで輝かがやくような世界は、永遠に続くと思っていたのに。

　――思っていたのに。

　火魅亨は、思い出す。

　思っていたのに、終わってしまった。

　楽しかった世界はすっかり寂さびしくなってしまって、そして自分たちはここにいる。

「あ。下校中って言っても、ですね」

　亨は、口を開いた。

「おれ、昨日は帰りに夕食の材料を買いに行ってまして」

　考えるのを止め、思い出すのを中止し、ただ口を動かした。

「待ってってば！」

　元気な声が即そく座ざに返ってきた。

「本格的な取材は、何も知らない状態での最初インパクトが珠玉なのよ！

　準備が出来るまではネタバレ禁止！　何一つ喋らないで！」

「はいはい」

「分かればよろしい」

　ダンボールをかき分けながら、心底嬉うれしそうな声。何も迷っていないような声。

「うふふふー」

　鼻歌まで歌い始めた。

「この取材を基もとにすれば物もの凄すごい話が書けるよー。すげー展開が思いつくよー。傑けつ作さくの予感よー。今度の文芸誌は全力出だすよー。夏コミは気合入れるよー。腕うでが鳴るわー」

　二年生になっても。後ろ姿を見つつ、亨は密かに思った。

　二年生になっても、この人は変わらない。世界が変わっても、この人は変わらない。

「……なあ、彩華」

「部長と呼べっての。……まあいいわ。今キミは取材対象様なんだから、ちょっとくらい尊大な態度許してあげる。ふふふ天界よ魔ま族ぞくよ世界の滅めつ亡ぼうよー」

「…………ああどうも」

「で？　何？　なんか用？」

「お前、いつまでこんな事してるつもりなんだよ」

　なんて事は、勿論口に出せる筈もなく。

　火魅亨は、天を向いた。

「……いや、別に」

「ハッキリしない男ねー。まあいいわ。

　……ふふ『第一魔族』って言うんだから第二・第三の魔族はいるよねきっと」

　なあ、彩華。亨は、心の中だけで呟く。

　お前は、いつまで、そのままでいるんだよ。

「ふふふ世界の命運よー合体で勝利よーふふふふきっと盛り上がるようふふふふ」

　いつまで、こんな事を続けるんだよ。

　そんな事を続けて、そして、どうするって言うんだよ。

「部長」

　火魅亨は、再び口を開いた。

「何だ」

「……その、」

　ろくでもない言葉を、実際に口に出そうとしたその瞬間、




「何やってんの火魅亨！　こんな所で！」

『異世界からの天使』の鋭するどい声が、部室の中に響ひびき渡わたった。







二章　光のセフィエル







「何やってんの火魅亨！　こんな所で！」

　部室の入口から響いてきた声に、亨は反射的にそっちを向いた。

「ちょっと私が目を離したら、フラフラして」

　市立箱内高等学校、どこにでもある普ふ通つうの高校の、何の変へん哲てつもない部室入口。

　何の特とく徴ちようもないごく平へい凡ぼんな学校校舎の一角、ありふれたスチール製の扉とびらの前に、

「学校が終わったんならとっとと帰ってきなさい！　信じらんないわ、全く！」

『異世界から来た天使さん』が、立っていた。

「出た」

　亨は、機械的に口を動かした。

「なんで嫌いやな顔してんのよ、アンタ」

　部室の入り口で仁に王おう立ったまま、不ふ機き嫌げんな顔を浮うかべる少女。

　その外見を一目見れば、まあ天使と呼ぶ男もいるかもしれない。輝くような長い赤あか髪がみ、「若い」と「幼い」の、ちょうど具合のいい中間点にあるかのようなそのツヤツヤの白い肌はだにはニキビやデキモノの欠片かけらすらなく、鼻は低く目鼻立ちはくっきりとしていて、ムスっとした不機嫌な顔すら絵になる。負けん気の強そうな瞳ひとみと基本的に生意気そうな顔立ちは外見年ねん齢れい以上の強きよう烈れつな意思を感じさせ、その身体はどちらかと言うとスレンダー気味ではっきり言うと凹おう凸とつに欠け、つまりそう部長とは正反対、そして――







[image: ]







「アンタと合体しないと、私、魔族と戦えないんだから！」

　そして、その背中には、天使の翼つばさが生えている。

「アンタがフラフラしてる時に第二の魔族が出現したら、どうするつもりなのよ！」

　翼といっても、羽う毛もうでは無い。

　きらきらと輝く水すい晶しようのような硬こう質しつの翼が、少女の背中から広がっている。

　色は、透すき通とおる銀色。銀の宝石のような氷の芸術品のような翼が、少女の背中を中心に放射状に、まさに天使の翼のごとく広がっている。

　それはどうやら実体のない幻げん影えいみたいなものらしく、その一部は部室の壁かべに当たりそのままの形ですり抜ぬけている。そもそもこの少女は背中からそんなものを生やしているというのに、今普通に服を着ている。薄うす黄色のシャツに半はん袖そでのジャケット、チェックのスカート、昨日散々騒さわいだ末に購こう入にゆうしてきた、本人曰いわく『全然センスのない人間界の服』。背中の翼はそれをすり抜け、少女の背中で夢む幻げんのように大きく広がって輝いている。

　透とう明めいな銀の輝きを背せ負おう、赤髪の少女。

「魔族どもは、アンタを狙ってるんだから」

　その左耳には、翼と同色、銀色のイヤリングが細い鎖くさりに吊つるされ揺ゆれている。

「アンタの中の『世界の卵ユグドラシル』を、狙ってるんだから」

　イヤリングの形は十じゆう字じ架か。銀色十字架のイヤリングが、少女の左耳で揺れている。

「アンタから『世界の卵ユグドラシル』を、強ごう奪だつしていくつもりなんだから」

　十字架イヤリングは、なぜか左耳だけについている。右耳にはついていない。

「その辺、ちゃんと自覚持ちなさいよ！」

　右耳では、鎖だけが揺れている。イヤリングの本体が無い。

　付いていたイヤリングを後から引きちぎったかのように、鎖だけが揺れている。

「だからお前」

　亨は、少女に向かって口を開いた。

「今朝も言ったけどおれは高校生で、だから学校へ……」

　少女に向かって反論しようとして、傍かたわらにいる部長の事を思い出す。

　言葉を止め、部長の方を見る。

「…………」

　絶句してやがる。

　当たり前か。息をつき、その姿をそっと見下ろす。

「ねえ、部長」

「…………お……」

　部長は硬こう直ちよく状態で、少女を見つめている。

「部長、ちょっと」

　亨はそれに顔を近づけ、そっと声をかけた。

「部長、ほらしっかりして」

　そりゃまあ、いきなりこんな変なヤツが出てきたらパニックにもなるよな。

「何ですか部長。言いたい事があるんなら思い切って言ってください」

「おぉ………………」

　椅い子すに座すわり込んだ部長は、目を見開いたまま口を半開きにし、静かに息を吐はき出した。

「何してんの、この人」

　翼を生やした少女は、冷れい酷こくに部長を指差した。

「黙だまってろ」

　亨はその指先を右みぎ掌てのひらで防ぎ、更さらに部長に声をかける。

「さあ部長。いや彩華。思い切って言ってやれこのヘンテコ女に」

「誰だれがヘンテコ女よ」

　翼を背負った少女は、更に不機嫌な声を出した。言葉とともに背中の翼がピコピコと輝く。どうやら本人の感情と翼の光は連動しているらしい。

「お前以外の誰がヘンテコなんだよ」

　真っ当な少女は背中から翼を生やしたりしません。

「お……おお…………」

　部長はやっと瞬まばたきをし、言葉らしいものを吐いた。

　さあいいぞ彩華。亨は心の中で念じる。さあ言ってやれそこの十六歳さい女子高生。

　十六年間真ま面じ目めに真っ当に生きてきた高校二年生の女子として、この目の前の存在に対して何か言うべき事があるだろ。さあ言ってやれ。『何やってんの？　何その背中の変なのは？　天使？　何それバカじゃないの？』と冷たく言い放ってやれ。さあ！

「お……」

　部長は目を見開いたまま、やっと意味のある言葉を吐いた。

「すげえ……本物だ……」

　やっぱりそっちかあああああああ。

「かっこいい……」

　両手を胸の前で組み合わせ、眼球に星を入れんばかりに見開いて翼少女を見上げる。

「本物だ…………」

「ねえ、部長」

　それでいいんですか。この目の前の存在に対し、言うべき事はそれだけでいいんですか。

「おお…………本物だ……」

　聞いてない。

「マジもんだ……」

　もう少し葛かつ藤とうしろよこの人は。くそ。亨は舌打ちをした。部長は対抗戦力にならねえ。まあ最初から分かってましたけど！　仕方ない。覚悟を決めました。自分一人でやります。一人で、この目の前の現実と戦います。この場でマトモなのはおれ一人だ。

「だからお前な、」

　亨は、翼少女に向かって口を開いた。

「……ええと」

「白しら瀬せ優ゆう輝きよ」

　翼少女は、当然のように自分の名前を言った。

「私の名は、白瀬優輝。……まあ、天界での名前とは違う、『人間界での私』の名前だけど。とりあえずこの身体が稼か動どうしている今後数十年の間、私は白瀬優輝だから」

「ちなみに天界名は何ですか白瀬優輝さん」

「セフィエルだけど」

「エル付けりゃ天使っぽいだろとか安易なんだよ」

「……あのね、天界で『セフィエル』が発生したのは人類有史以前の事で」

「黙れセフィエル」

「白瀬優輝だってば」

「じゃあ白瀬優輝、あのな」

　白瀬優輝。こっちはまあ、綺き麗れいな名前ではある。

「あのな、今朝も言ったけどおれは高校生なんだよ。毎日学校行くんだよ」

「学校は分かってるわよ！」

　叫さけびとともに、背中の翼が更に光を増し派手な光を放つ。

　演歌歌手の演出みたいだ。心の中に浮かんだ適切すぎる喩たとえを喉のど元もとで飲み込む。

「終わったら、とっとと帰ってきなさい！　なんでこんな所に来てるのよ！」

「あのな、だからそれも言っておいただろうが。ここは部室で」

「ブシツ？　ブシツって何？」

「知らんのかよ」

「知る訳ないでしょ」

「なんで知らないんだ。セフィエルさんは数千年生きてるんだろ」

「いやまあ白瀬優輝とは殆ほとんど別人格だからね……って、そんな事はどうでもいいわ」

　翼のついた少女白瀬優輝は、ふん、と息を吐いた。

「学校については、私もこっちに来る必要があるかもね。明日あたりに何とかするわ」

　うわ。ひょっとして転校とかしてくる気かこの人。今日の明日で転入なんて出来るのかよ天使の癖くせに。いや出来るんだろうなあ。何しろ天使だし。

「今日はとりあえず、アンタにはまだまだ説明しとかなきゃならない事が山ほどあるんだから！　ほら、帰るよ！　ぐずぐずしてんじゃないわよ！」

　そのままずかずかと部室に入り込み、その腕でこちらの襟えり首くびをわしっと掴つかむ。

「ほら！」

　ずるずるずる。まるで荷物を引きずるような按あん配ばい。

「すいません部長」

　引きずられながら、亨は声を出した。

「今日は帰ります。また明日」

「おお……」

　上の空だ。

「……亨くんが天使に引っ張られていく……」

　死ぬみたいに言うな。




「すげー!!」

　五分後、部室からの声は、校門にまで響いてきた。




　箱内市は東京の片かた隅すみ、埼さい玉たま県けんとの県境にある町だ。

　一応位置的には東京都という事になっているが、その景観はいわゆる「大都会東京」から連想される一いつ般ぱん的てきなものとはかけ離れている。箱内駅前は流石さすがにそれなりに発展しているものの、そこから十分も歩けば普通に田舎いなか家屋が並び田んぼや畑がちらほら目に付き始め農作業着姿のオッサンがうろつき『町内のお知らせ』などというプリントが張られた掲けい示じ板ばんなどが道みち端ばたに立てられ下手すると地平線すら見える。

　箱内高校はそんな町にあり、そして亨の家はそこから歩いて二十分くらい。

　とはいえ――夕方の町を引きずられるように歩きながら、亨は何となく思う。

　とはいえ、大たい抵ていの日は帰り道に夕食の材料やその他た日用品などを買う事になるので、家に着くのはそんなに早い訳ではない。

　こんな生活を始めたのは、中三の冬からだ。下校の光景を見つつ思い出す。

　この先にある一いつ軒けん家やで生まれ育ち、そして中三の冬ふゆ頃ごろからほぼずっと一人暮らし。

　もうずっと一人でいいやと開き直り、そして最近やっとその生活にも慣れてきた……

　……筈はずだったのが。

「何ボーっとしてんの？」

　天使少女こと白瀬優輝は、相変わらず不機嫌な顔で振ふり返かえり言う。

「アンタ、人の話聞く気あんの？」

「勿もち論ろんだ！」

　亨は頷うなずいた。

「勿論だよ！」

　勿論、聞く気はあまり無い。

「ちゃんと聞きなさいよ！」

　翼がまたぴかぴか光る。近くの畑で農作業をしているオッサンが振り返る。

　オッサンは手を止めて暫しばらくこっちを見て……そして、また視線を戻もどし作業を再開した。

　この翼は通常、普通の人間の目には見えないらしい。亨は昨日の説明を思い出した。

　この翼を目に出来るのは、同属またはそれに類する存在だけだそうな。

「とにかく、昨日も説明したと思うけど」

　少女は両手を腰こしに当て、仁王立ちになって宣言した。

「私、暫くアンタの家に厄やつ介かいになるから。事態がこうなっちゃった以上、それしか方法は無いわ。離はなれの一部屋が私のって事で。ちゃんと掃そう除じしといたから安心して」

　何をどう安心しろと。

「食事の好すき嫌きらいはあんまり無いから、その辺は気にしないで」

「メシ食うのかよお前」

　天使って、そこら辺の霞かすみとか食うんじゃないのかよ。それか光合成とか。

「『セフィエル』は、そんな事しないんだけどね。人間界に来て『白瀬優輝』になった以上、この身体や思考構造は人間とほぼ同じになっちゃうのよ。当然でしょ」

　何がどう『当然』なのかさっぱり分からん。

「食費と部屋代は気にしないで。お金くらい用意できるから」

「天界の通貨って、日本円に換かん金きんできるのか」

「天界に通貨なんてないわよ。私の現世干かん渉しよう力で作るの」

　魔ま法ほうを唱えると虚こ空くうから金がザラザラ降ふってくるのかなあ。便利だ。

「通帳の金額を書かき換かえるだけよ」

「なんだそうか」

　深く考えるのはもうそろそろ諦あきらめようかなと思う。

「ついでにおれの預金も増やしてくれないか？」

「無理」

「いや、数字の右にゼロをほんの十個くらい追加してくれるだけでいいんだけど」

　二年前、父が出て行く時に置いてった通帳。

「無理って言ってるでしょ」

「じゃあ百歩譲ゆずって、ただの石ころを黄金に変えるとかでいいよ」

「アンタ現代科学を何だと思ってんの！」

「ゴメンちょっと今、聞き慣れない単語出たんだけど。現代科学って何だっけ？」

「干渉力はｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒを消費するの。そんな大規模な世界改変が出来るわけ無いでしょ。正直、数字や戸こ籍せきの書き換えですら物凄く疲つかれるのよ」

「何がｍｅｄｄｌｅなんとかｐｏｗｅｒだ。ＭＰって言えその方が分かりやすい」

「人の力をゲームの呪じゆ文もんみたいに言わないでよ！」

　似たようなものじゃないか。ＭＰを消費して魔法を使う。そのまんまだ。

「じゃあもう、一万歩譲るとして」

「一万歩譲って？」

「気弱ロリっ娘こ使い魔とか出してくれ」

「何に使うのそれ？」

「そりゃ勿論、『――表現自じ粛しゆくにより文章一部削さく除じよ済――』に使うんだけど」

「……」

「壊こわしたらゴメンちゃんと弁べん償しようする。一体につき五十円くらいでいいか？」

「…………」

　あっ。マジで引かれた。マジ引きはちょっと傷つくから勘かん弁べんして欲ほしいなあ。

「……………………」

　うわちょっとどうですかこの汚お物ぶつを見るような瞳。だから半分冗じよう談だんだっつうのに。

「黙ってたけどおれ実はグラマーな娘が好みで」

「なるほど。つまり喧けん嘩か売ってるわけね」

　凹凸に欠ける身体を持つ天使さんは、背中の羽根を光らせつつ深く頷いた。

「アンタ、今の自分の状じよう況きよう分かってんの？」

　まだイマイチ理解してません。ていうか理解外です。

「これから、この町に魔族が攻せめてくるってのに！」

「はあ」

「情報では、とりあえずあと二体！」

　右手をピースの形にして、こちらの鼻先に突つきつける。

「『ルシファア』と『ベルセルメルゼル』が、こっちに向かってる！」

　出来ればもうちょっと呼びやすい名前の人がいいんだけどなあ。

「昨日のルキッフも、あれで倒たおした訳じゃない。ていうかあんなの挨あい拶さつ代わりよ。アイツ、全然本気出してなかったからね。今度来る時は、絶対本気出してくる！

　つまり、計三体！　今まさに三体の魔族が、アンタを狙ねらってる！」

　ピースを一本増やし、三本指にした。

「はあ……」

　亨は目を逸そらし、溜ため息いきをついた。

「なんで溜息？　やる気出しなさい！」

「……あのさあ」

　亨は突きつけられる三本の指を脇わきにどけ、少女の顔を見た。

「何よ」

「せめて、去年に来てくれりゃよかったのに」

「…………は？　何言ってんの？」

　少女の顔が、険しくなった。

「去年ならそりゃあおれも、天使とか魔族とか世界滅亡とかにワクワクもしたさ」

　去年までは、あの部室は夢の国だったんだから。

「なんで全部終わってから来るんだよ。タイミング悪いんだよお前」




　パァン！




　平手打ちされた。







三章　獣けもののルシファア







　四月十二日。

「そういう訳で、以上がこの文学作品を読解した後の『正しい感想』だ」

　箱内高校二年一組担任、寒かん村そん貴たか洋ひろ先生は、黒板からチョークを離しつつ言った。

「唯ゆい一いつ無む二にの『正しい感想』だからな。各自一字余さずノートに書き写しておくように」

「何ですか『正しい感想』って」

　クラスの中から声が上がった。

「もうすぐ自由感想文の課題を出すからな」

　寒村先生は手についたチョークの粉を払はらいつつ、ごく当然のように言った。

「その時は全員、一言一句違たがえずこの『正解感想』を記入するように。因ちなみに意訳は認めない。原文と五文字以上の相そう違いがあった場合は再提出とし全文書き直しだ」

「自由はどうした、おい」

「子供の勝手な感想など大人は求めていない。それが大人だ覚えとけ」

「じゃあなんで自由感想文なんか書かせるんだよ」

「それが教育だ文句あるか」

　なんて教師だ。亨はノートの上にシャーペンを走らせつつ思った。

「詰つめ込み教育は子供たちの情操に悪あく影えい響きようだそうですが」

「素す晴ばらしい青少年の主張だ」

　再びクラスから上がった声に、寒村先生は重々しく頷いた。

「将来選挙権を取ったら、ぜひその主張を世に問いたまえ」

　頷いて、そして何一つ聞いてない。

「因みにこれは中間テストでも出るからな。五点にはなるぞありがたく思え」

「点数換かん算さんですかあ」

「当たり前だそれ以外になんの役に立つんだこんなもん」

　この先生の過去に、一体何があったのだろう。亨は思った。

「何が国語だ何が文学だ何が芸術だ全部点数稼かせぎじゃねえかクソが」

　寒村貴洋二十五歳、かつて文学少年だったらしいその青春に何があったのだろう。

「ねえ」

　隣となりの席から女子の声がした。亨は手を動かしつつ、目だけでそっちを見る。

「人間界の授業って、こんな感じなの？」

　声の主は、白瀬優輝。昨日からの転校生。

「こんな感じだよ」

　書写終しゆう了りよう。亨はシャーペンを置き、顔を声の主の方に向けた。今日の優輝の服装は、箱内高校の女子制服。昨日転校してきたばかりの癖に、早くも馴な染じんで似合っている。

「さて次の課題は、当時若者たちの話題になったこの文学作品の公式な文学的解かい釈しやくだ。当とう該がい作品は長い青春群像劇の末にあえて続巻を発売無期限延期にするという驚きよう愕がくの展開を実行する事により『終わりなき永遠の青春』の輝かがやきとその罪を読者に問いかける意図がありそれは一巻時点のテーマとも関係する物語根幹の」

「いえ先生それは大規模な商業展開の末に作者がエンドレスな夏休みに」

「うるさい黙れお前らの意見なんか聞いてないオレが聞くのは文部科学省教育要よう綱こうだけだ」

　何があった寒村貴洋二十五歳。その多感な青春時代に一体何があった。

「まあそんな事はいいわ。ちょっと、話聞いて」

　優輝は一いつ瞬しゆんで興味をなくし、シャーペンを放ほうり出だしてこちらの袖そでを引っ張る。

「おい。こんなトコで人の服とか触さわるな」

「なんで」

　袖から手を放さず、きょとんとした顔で訊たずね返してくる。

「あのなあ」

　教室でそんな事してたら、クラスの皆みなに誤解されるんだよ。

　口に出して言うと恥はずかしいので、やっぱり言うのはやめておく。

「……いや、いい。話って何だよ」

「何よ。なんか言いかけたでしょ。言いなさいよ」

「いいからとっとと話をしろ」

　ああもう。こんな事言い合ってたら余計誤解されるじゃないか。

「じゃあ、こっちから話するけど」

　優輝は、いきなり真面目な顔になった。

「二体目が、近くにいるわ」

「何の二体目だよ」

　大体の察しはついたが、わざと聞き返す。

「二体目の魔ま族ぞくが、近くまで来てる。三時間以内に会かい敵てきするわ」

　高校の制服着て魔族とか言うと、更に物もの凄すごい違い和わ感かん。

「ルキッフと同じ、三角派アデイシヤスよ。三角派アデイシヤスはデカい派は閥ばつだからね。駒こまだけは多い」

「アディダスっていい靴くつ作るよなあ」

「やる気が何一つ感じられない！」

「だからお前なあ」

　亨はシャーペンを再び動かしつつ、言い返す。

「おれは別にスニーカーに喧嘩売るつもりはないんだよ」

「スニーカーの会社じゃなくてアディシャス！　なんでそんな不自然に間ま違ちがうの？」

「お前スニーカー舐なめんなよスニーカーが怒おこったらきっとマジ怖こわいぞ知らんけど」

「なんでスニーカーを引っ張るの？　なんか怒られる心当たりでもあるの？」

「多分気付かれないとは思うけど怒られたら全力で謝あやまるからな」

「なんで卑ひ屈くつなの？　スニーカーから窺うかがい知しれぬ大きな力が迫せまってくるの？」

「お前が天てん魔まバトルしたいってんなら勝手だけど、おれを巻き込むな」

「私、アンタと合体しないと戦えないって言ったでしょ！」

「ていうかそもそも今は授業中なんだよ静かにしろ」

「アンタ事件の渦か中ちゆうにいるのよ！　なんでやる気出さないの？」

「なんでやる気出さなきゃならないんだよ。あと繰くり返すけど今は授業中なんだよ」

「私の魔炉セフイラが……右イヤリングが壊れちゃったから次善策よ。仕方ないでしょっ」

「こらそこの転校生。今は授業中だ騒ぐな」

　ほら先生に怒られた。

「……ったく、」

　優輝は反省の色なく、口を尖とがらせる。

「あの彩華はあんなにやる気あるのに、なんでこの男は……」

「あ」

　言われて思い出した。そっと振り返り、後ろの席に座る『その人物』の方を見る。

「うわ」

　思った通り。文化発表部部長大道反彩華は、キラキラした瞳ひとみでこっちを見つめていた。

　そりゃもう恋こいする乙女おとめのようにこちらの後ろ姿をうっとりと眺ながめてキラキラキラと。

「やっぱり」

「どうしたの？」

　優輝は、怪け訝げんそうな声を出した。

「いやその」

　亨は前に視線を戻した。後頭部に視線を感じる……

「何か問題でも？　魔族とのバトルに影えい響きようするからとっとと言ってよ」

『魔族とのバトル』の単語とともに、後頭部に感じる視線が三割増しくらいになった。

「ああああああああもうおおおおお」

「何唸うなってんのよ」

「やっぱり……全部説明しないと、ダメですか……」




　放課後は、とりあえず部室へ行く。これはもう一年生の時からの習慣だ。

　二年生になった今も一応、この習慣はまだ残っている。まだ、今のところは。

　いつものスチール製のドアを開け、そして三人それぞれパイプ椅子に座り込む。

「さて」

　じゃあ、説明するか。亨は部長を見つつ、無意味に呟つぶやいた。

　真まっ直すぐ純じゆん粋すいのキラキラ目から心持ち目を逸らし、少し選んで言葉を吐はく。

「部長にはまず、いくつか受け入れてもらわなきゃならない事実がありまして」

「ふむふむ！」

『取材用ノート』（今朝やっと発見したらしい）を膝ひざの上に準備し、授業中よりはるかに気合の入った態度。
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「一昨日もここで言いましたけど、この人は天界から来た天使だそうでして、」

「ほうほう！」

「で、そっちの関係で三日前からウチの家で下宿してます」

「へえへえ！」

「昨日転校してきたのも、その同じ都合だそうです」

「ふむふむ！」

「転校については、ＭＰを消費する現世干渉力で小規模な世界改変を行い、学がく籍せきを……」

　言葉を途と中ちゆうで止める。

「……まあ、そういうモンだそうです。そういうモンだとして受け取ってください」

「なるほどなるほど！」

　大きく頷きつつ、『取材用ノート』に物凄い速さで何かをメモしてゆく。

「その都合ってのはつまり、天界から事故で転がり落ちてきた『世界の卵ユグドラシル』を、他勢力……つまり魔族ですが……の手から守り、最終的に回収するというものでして」

「そういう都合で天界から天使が遥はる々ばると！」

　もうちょっと葛藤があってもいいと思うんだがなあ。

「道理で背中に天使の翼つばさが見える訳だわ！　これで確定よね」

「え」

　亨は、小さく言葉を吐いた。

「部長、見えるんですか？　これが？」

「これ」の言葉とともに、優輝の背中から生えるヘンテコ透とう明めいの異形を指差す。

　今日の天使の翼は、パイプ椅い子すの背部を突き抜ぬけて後部に伸のびている。

「見えるよ」

「おいなんでだよ」

　首をぐいっと曲げ、座すわる天使さんに対して文句をつける。

「転校してくるのは百歩譲るとして、翼は消しとけって言っただろうが」

「消してるってば！」

「嘘うそつけ現に見えてるじゃないか。ねえ見えますよね部長コイツのこれ」

「『コイツのこれ』って何よ！　これはね、天使セフィエルが天空を舞まう為ための」

「セフィエルがどうかは知らんけど、今は飛べないんだろ」

「今の私は人間なのよ。人間が空を飛べるわけないでしょ」

「なんでそこだけ常識的発想なんだよ」

「人を非常識の固まりみたいに」

「存在の根本が非常識だろうが。空も飛べない癖に翼なんかつけるな紛まぎらわしい」

「だから、この翼は……！」

「いいから黙だまってろ。真っ当な高校生は背中にこんなもんつけないんだよ」

「人を不良みたいに言わないでよ」

「腐くさったみかんなんか臭くさいんだよ窓から投げ捨てりゃいいんだよ」

「私はみかんじゃない！」

「みかんは人の役に立つけどお前は役に立つのかなあ」

「いやあ翼がキラキラしてるから授業中も黒板が見えづらくて」

「すいません部長。コラお前後ろの席の人々全員に迷めい惑わくかけてるじゃねえか謝って来い」

「ちゃんと消してるっての！　……あ、そう言えば」

「何だ？」

「なんか、普ふ通つうに消した状態では、子供とかにはたまに見えちゃうらしいけど」

「子供」

「うん」

　翼の生えた少女は、軽く頷いた

「五歳さいとかその辺の、純粋な心を持つ子供に限るけど」

「ああ」

　頷いて、そっと部長の方を見る。

「なるほど。そりゃあ見えるかもなあ」

「何がなるほどなんだ、火魅部員」

「いえ、何でもないです」

　クラスの連中の目には見えてないようだ。良かった良かった。

「そしてですね。ええと」

　気を取り直して、説明再開。細かい事をいちいち気にしていたら身が持たない。背中から翼を生やした少女の存在自体が果たして『細かい事』なのかどうかはちょっと議論が分かれそうだが、もう議論を尽つくす気力も無い。

「ええと、この天使……芸名を白瀬優輝さんと名乗る方の供述によるとですね」

「芸名って言った！　アンタ今芸名って言ったでしょ！」

「言ってねーよ少し黙ってろ」

「そう？　おかしーわね」

「天使や魔族が人間界に戸籍を作る際は、芸名を名乗るそうです」

「やっぱ芸名って言ってる！」

「ほうほう！」

　ばばばばばば、とノートにシャーペンを走らせる。

「優輝さんの供述によるとですね、これから、この町に魔族が……」

　更さらに言葉を続けようとした、その瞬しゆん間かん。




　ぱりん。




「え？」

　天使の翼が、鋭するどく音を立てた。警報音のようなカン高い音。

「おい、何だ今の音。どうしたどうした」

「来たわ」

　翼の持ち主はこちらの質問を無視し、真しん剣けんな表情でパイプ椅子から立ち上がった。

「何が来たんだ？」

「二体目の魔族が、来たわ」

　立ち上がって部室の隅すみ、光の届かない片隅に、鋭い視線を向ける。

　その視線の先、

　そこに、一ひと抱かかえもあるような灰色のケモノが蹲うずくまっていた。




　部室の隅、机の下、光の当たらない場所に、魔族が蹲っている。

　一抱えもあるような身体、炯けい々けいと輝く赤い瞳、灰色の毛皮に覆おおわれた全身。

　一瞬、猫ねこかと思った。そのくらいの大きさはあった。でもネズミだった。

　げっ歯類の大きな牙きば、禍まが々まがしい前足、そして荒あら縄なわのように伸びる灰色の尻尾しつぽ。

　バケモノのようなネズミは顔を上げ、こっちを見た。

　目が合った。

　ネズミの両耳になぜかぶら下げられた二つの三角形のイヤリングが、黒く輝きを放つ。

「へえ……」

　優輝はネズミの視線を受け止め、目を細めて言った。

「やっぱり、二体目も三角派アデイシヤスか。頭数だけは多いのよね、アンタら」

「おいおいおいおい！　盛り上がってきたぞこりゃああああああ」

　この期ごに及およんでまだノートを取っている部長。

「でもこのレベルなら、ルキッフよりはるかに弱いわ！　ねえ亨！　すぐに合体して」

「ひ……」

　亨は立ち上がり、息を呑のんだ。

「どうしたの？」

　優輝はネズミを見み据すえたまま、横目で不ふ審しんな声を出す。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この程度のヤツは『金枝ミストル』すら実体化できない筈。この場で一気に」

「あ、ヤバい」

　部長はシャーペンの手を止め、呟いた。

「亨くんがヤバいぞ、っと」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ」

　ネズミから目を離さないまま、亨は心の限り叫さけんだ。

「なっなっなに！　どうしたの亨！　まさかコイツからの不可視遠えん隔かく攻こう撃げきとか」

「あー優輝ちゃん。こいつネズミダメなのよ」

「ぎゃあああああああああああああああネズミがあああああネズミいやあああああ」

「な、なんで？」

「五歳の時、保育園のお昼ひる寝ねの時間でネズミに耳を齧かじられかけてそれ以来」

「は？　なにそれ！　ちょっと待ちなさい亨！　コラ逃にげるな！　戦えー！」

「いやああああああああああああああ離してえええええええ」

　叫ぶ亨の視線の片隅で、ネズミがその全身に力を込める。その異常なほどに発達した後ろ足の筋肉がメリメリと盛り上がり、そして一気に地面を蹴けって、跳ちよう躍やく。

「イヤあああああああああああああああああ！」

　牙と爪つめを突き出し、超ちよう速そく度どで飛とび掛かかる、その恐おそるべき最初の一いち撃げき――

　それを避さけられたのは単なる幸運だ。たまたま頭を抱かかえて屈かがみこんだ、その間かん一いつ髪ぱつをネズミの爪が駆かけ抜けていく。一瞬で断たれた髪かみが二、三本、はらはらと宙を舞う。

　バケネズミはその勢いのまま空を切って、そして、

　がしゃん。

　その運動エネルギーの全すべてを使って、部の備品パソコンに突っ込んだ。

「ぎょわ」

　部長が立ち上がって叫んだ。膝の上の『取材用ノート』が、ばさりと落ちる。

「何すんのよ、このー」

　無残に砕くだけて煙けむりを吐くパソコンの本体から再びネズミが顔を出す。再びその赤い目がグワッと見開かれる。再びその耳についた三角形のイヤリングが黒く輝き、再びその全身に力がこもり、そして再びこちらに跳躍し――

「この――」

　軌き道どうの途中に、憤ふん怒ぬの部長がいた。

「バカネズミ！」

　叫びとともにフルスイングされた箒ほうきに見事ジャストミートされ、運動のベクトルを百八十度変えられそのままの勢いで吹ふっ飛び、べしゃ、とイヤに生々しい音を立てて壁かべに肉煎せん餅べいのように激げき突とつ。そして、コミカルなアニメのようにずるずるとずり落ちる。

「うわっ彩華っ凄すごいっ何今のスイングっ」

　優輝が歓かん声せいを上げた。

「いやまあ、小学校の時に地元の野球部で四番打者をやってて」

「へええすごいすごいすごい。ヤキュウブって確か男の子がいっぱい居るアレよね？」

「中学三年までやってたけどさ。やっぱ私は創作がやりたいなーって」

「うはー彩華ってひょっとしてスポーツとか万ばん能のうの人？　うわ意外ー」

「いやまあ」

「おいそこの女二人」

　亨はしゃがんで、両手で頭を押おさえたまま言った。

「姦かしましってる場合か。早くあれをどうにかしろ」

「物凄い卑屈な姿勢から、なんでそんな物凄い偉えらそうな台詞せりふ吐はくのアンタは」

「おれはネズミイヤなんだよ早く何とかしてええええ！」

　抗こう議ぎの声を上げつつ、恐きよう々きようと……ネズミが張り付いた壁の方を見直す。

　ネズミから、羽根が生えていた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああ」

　叫んで、慌あわてて目を逸らす。目を逸らしても一瞬の光景は脳のう裏りに刻まれてしまった。一抱えもあるでっかいネズミ、その両耳のイヤリングがやはり真っ黒に不気味に輝き、そしてその背中がめりめりめりめりと割れていく。そこから蝙蝠こうもりのような羽根が盛り上がるように生えてうわああああああ

「いやああああああああああああ」

　頭を抱えて叫ぶ。思い出すな忘れろいやああああめきめきめりめり。背後から、何かがどんどん成長しているような音が響ひびき始める。何が成長しているのかは考えたくない。

「いやああああああああああネズミがネズミが襲おそってくるうううう」

　叫ぶこちらに向かって、部長が近づいてきた。

「はいはい怖くない亨くん。彩華ちゃんがここにいるよー」

　ああ彩華ちゃんの身体は柔やわらかいよう。

「よしよし」

「うえーん」

「アンタら何やってんのよ！」

　誰だれか一人でいいから緊きん迫ぱくしろ。

「合体するわよ！　とっとと準備しなさい亨！」

「合体だとお！　聞き捨てならんな、どういう事だ白瀬部員！」

　いつの間にか優輝も部員に。

「必ひつ殺さつ技わざは合体しないと出ないのよ！」

「何そのイカス設定！　よし行け火魅部員！」

「いやあああああ見捨てないで彩華っネズミがいやああああああ」

「いいからこっち来なさい、ほら！」

　優輝はこちらの右みぎ腕うでを容よう赦しやなく掴つかみ、力任せに引っ張って戦場に連つれ戻もどす。

「合体するよ！　ほら急げ！　気合入れろ！」

「いやー！」

「前に言ったでしょ！　私は魔炉セフイラが壊こわされててＭＰが足りないの！　『金枝ミストル』を実体化すらできないのよ！　だからアンタの『世界の卵ユグドラシル』を代用に使う！」

「やだー！」

「目を瞑つぶるなー！　こら、前を見ろー！」

「だってネズミがっ目を開けたら視界にネズミがっ」

　すいません以後真ま面じ目めに生きます毎日真面目に勉強して真面目に進学して真面目に就職して最さい期ごは路ろ傍ぼうの石のように死にます二度と異世界とか天使とか魔族とかバトルとかに憧あこがれたりしません二度とそんなモンに関かかわりません河か川せん敷しきで変なもんに関わったりしません天界アイテムと一体化とかしませんだからお願い許してくださいやめてええええ

「何情けない事言ってんの！　しっかりしなさいこら！」

「がんばれ火魅部員ー。魔族に負けるなー。立ち向かえー」

　傍ぼう観かん者しやはいつでも無責任だ。

「アンタの体内の『世界の卵ユグドラシル』から溢あふれ出でるＭＰを私の中に充じゆう填てんするの！　それを使って私が戦う！　ほら目を開けて三秒以内に開けないとその顔面にスマートな裏うら拳けん食くらわすからね！　ネズミと裏うら拳けんどっちがいいか選べ！　言っとくけど軟なん骨こついくから！」

「う……」

　裏拳はちょっと勘かん弁べん。

　亨は恐々と薄うす目めを開けた。優輝はこちらに背を向け、ネズミと向かい合っている。

「ほら前に教えたでしょ、私の身体に接せつ触しよくして！　そこからＭＰが流れ込むから」

「は、はあ」

　細目を開けたまま、その後ろ姿に手を伸ばす。いまだ鳴なり響くめきめきめきめきという音の方向を見ないように注意しつつ、右手指で、そっとその首筋に触ふれる。

「……！　ひゃあああああああぁぅ！」

　触れられた優輝は素すっ頓とん狂きような声を上げ、飛び上がった。

「なんで首筋触るのよバカ！　私そこ弱いんだから止めてよ！」

　振ふり返かえり、顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「だってなあ」

　深く接触するほど、接せつ触しよく箇か所しよが多いほどＭＰ供給は多くなる。それは分かっているのだが。その、女の子と『接触』するとなると、やはりその部位は限られてくる訳で。

「じゃあ、えっと」

　首筋から手を放し、今度はその左二にの腕うでを掴む。

「あ！　……ぅ」

「お前二の腕もだめなのかよ」

「うっさいわね人をエロ魔ま人じんみたいに言わないでよ！　大丈夫だから早くしなさい！」

　言われるまま、掴んだ腕に力をこめる。

「……っ！　く……は、あぅ…………あっ」

「だから妙みような声出すなってなんかこうこっちまで妙な気分に」

「う、うるさいわね触れられて力が流れてくると感じちゃうのよ悪いか！」

　うわ開き直った。そうかそういう設定で開き直るのか。じゃあこっちにもちょっと考えがあるぞ。なんか今後色々と夢が広がりそうな設定ですなあああ。

　そんな、呑のん気きな事を考えているうちに。

　めきめきめき……ばさっばさっ。ネズミから聞こえてくる音が、変わってゆく。

「へえ……」

　優輝は後ろ姿で、不敵な言葉を吐いた。

「身体変化、もうじき完成って訳ね。ふん。でも遅おそかったわね！　アンタを倒たおす手段は、既すでに完成済み！　私はもう準備万ばん端たん……っ、あ、あきゃああああう！」

「あ、ごめん」

「なんでキメ台詞ぜりふの途中で力込めるのバカ！　空気よめ空気！」

　へえ。ＭＰ注入量はおれ自身の気合や力加減次し第だいですか。成なる程ほどなあ。て事は、おれ自身のテンションが上がればＭＰ注入量も上がるんだろうか。試ためしてみよう。

　優輝の腕を掴んだその手に、ちょっと力を込める。

「でも、遅かったわね！」

　あ、やり直してる。優輝さんキメ台詞をやり直してるぞ。

「アンタを倒す手段は、既に……っつ！　あっダメっ突とつ然ぜんそんな強く握にぎるのダメっ」

　あっこれ面白おもしろい。キメ台詞の邪じや魔まするのってすげえ面白いぞ。

「倒す手段は、既に、完……！　っ！　……あ、やっ……あ、爪っ」

　おいおい今はバトル中だぞ。天使と魔族がお互たがい必殺技を準備している緊迫期間じゃないか。そんな時になんでお前はそんな声上げてんだ。ん？

「つ……爪っ！　爪はやめてっ引ひっ掻かくのだめっかりかりってするのやめてっ」

　こらこらこっちを振り向むくなよちゃんと敵の方見てろよ。魔族が目の前で戦せん闘とう準備してるんだぜ目を離はなすと危ないぞ。ほらちゃんと真っ直ぐ前見てろって。

「し、手段はっ、既に、完成済み……みっ、み……ぃん」

　ほらしゃんと立てって。なんか足が小刻みに震ふるえてるぞ気合入れろよ？

「既に、完成……や、そんな、優やさしくなんて、優しく撫なでるなんて、反則っ……は、」

　途中で妙な声挟はさむなって。しっかりキメ台詞言えよ。ほら頑がん張ばって。

「私……私はもう、準備…………私はっ……！　あ……わ、私……もう……っっ！」

　ほら、魔族がもうすぐ変身完かん了りようしちゃうぞ。急がないと。もう少しだろ。

「私……あ……ダメっそれっだめっ絶対だめっ。や、や……あ！　ああ！　あ」

「にゃあって鳴け」

「――――え？」

「鳴かないと――」

「!!　あ！　そ……そんな！　……今、手の力緩ゆるめるなんて……今止めるなんて！」

「にゃあって鳴け」

「……に、にゃ…………」

「もっと」

「にゃ………にゃあ……ゃ、やっそんな力ちから一いつ杯ぱい握にぎらないでっあにゃああああ！」

「その調子」

「にゃっにゃあっにゃ……に、ううううううううう！　にゃあうううう！　にゃうう！　にゃあうううっに「こら火魅部員何をやってるバトルはどうしたバトルは」

　あっ部長。なんてタイミングで邪魔するんですかもうちょっとだったのに。

「にゃ……――――――にぅ　……は、あぅ………はぁ……うぅ」

　まあいいや続きは次の機会に。次回をお楽しみにっ。

「わ、私……私は…………私」

　ほら、キメ台詞も途中だろ。しっかりしろって天使さん。

「……私はっ、もう準備万端！」

　おお最後まで言い切った。頑張った頑張った。よく頑張った。

「じゃあ準備も整ったみたいだし、おれそろそろ逃げていいか」

「ダメ！」

　優輝は後ろ姿で、なんか色々なものを吹っ切きったような声を出した。

「そのままでいなさいアンタも戦うのよ火魅補給兵！」

　メンタル強えぇ。

「いつの間に役付きに」

「ほら、敵の方を見なさい！」

「え」

　反射的に、見てしまった。

　魔族の戦闘準備が、整っていた。

　ネズミの背中から、羽根が生えていた。コウモリの皮ひ膜まくのような禍々しい羽根。

「……ひ！」

　その異形を、こちらの息を呑む音を、全く気にする事なく、

「『金枝ミストル……』」

　優輝はその場を動かないまま、おちついた声を出した。

「おいタメとか要いらんから。必殺技使うなら早く」

「うっさい！　……『金枝ミストル・・空想創生アイン・ソフ・オール！』雷槍顕現トオル・ハンマー！」

　叫びとともに、光が満ちる。その背中の翼が、夢む幻げんの雷かみなりのように輝かがやく。

　そして、光が集まる。その右手に、雷らい撃げきのような光が集まる。

　その右掌に、光ひかり輝く槍やりが実体化した。

　柄つかは天界の神具のように馬ば鹿か馬ば鹿かしく長く、その穂先は天国の黄金のように無む邪じや気きに輝く。

　光と雷の槍――そうとしか表現できない、輝く槍。

「来なさい！」

　光の槍を構えつつ、天使が叫ぶ。

「この……下級魔族が！」

　光の天使に向かって、魔族が跳とんだ。ネズミにはありえない羽根を羽ばたかせ、生物にはありえない速度で突っ込んでくる、現実世界にはありえないバケモノ――

　一いつ瞬しゆん。

　天使の持つ、現実世界にはありえない光の槍先が、ネズミのイヤリングを貫つらぬいた。




　どしゃ。

　ネズミは力を失い、そのまま湿しめったボールのように床ゆかに落ちた。

　その羽根をばたつかせ、まるで踏ふまれた昆こん虫ちゆうのようにその場でもがく。

「このイヤリングは――」

　それを見つつ、神しん槍そうを持った天使は呟いた。

「――私達天使や魔族が、人間界に顕けん現げんする為の道具。右を魔炉セフイラ、左を魔路クリフア」

　床のネズミは、左のイヤリングを破壊された。

　左耳のイヤリングを無くしたネズミの身体が、その色を無くしてゆく。

「右のイヤリング魔炉セフイラは、ｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒの製造機。

　左のイヤリング魔路クリフアは、それを精製して現世干かん渉しようを発生させる機構」

　ネズミの身体が透すけ始める。はじめからこの世に存在しなかった幻げん影えいか煙のように、その輪りん郭かくがゆらゆらと消え始める。

「片方でも失うと、私達は人間界に存在できなくなるのよ」

　ネズミは、完全に消失した。さっまでそこにいたものが、残ざん骸がいすら残さず消しよう滅めつした。
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「本来は……ね」

　呟く天使のその左耳で、十じゆう字じ架かの形をしたイヤリングが揺ゆれている。

　右耳では、鎖くさりだけが揺れている。イヤリングの本体が無い。

「ふう。やっぱ魔炉セフイラなしで『金枝ミストル』具現化は疲つかれるわ……って」

　その手にあった光の槍が、まるで電気を消すようにふっと消えうせる。

「はあ……」

　亨は息をついた。いやあ流石さすがに目の前でそういうことをされると、こっちもちょっと毒気を抜かれてしまうというか。

「って」

　白瀬優輝は、また不ふ機き嫌げんな声を出だした。

「いつまでくっついてんの！　離れなさい！」

　そのまま、左の裏拳をこちらの顔面に突っ込んだ。

「のおおおおおお」

　思わず鼻を押さえて蹲うずくまる。よかった軟骨はイッてない。

「アンタ、人が真剣に戦ってんのに何してんのよ！」

「いやそれはその、自らの能力を試行確かく認にんしつつ戦略的な有利を」

「危あやうく別ジャンルが始まるトコだったじゃないのどうしてくれんのこのバカ！」

「別ジャンルってお前」

「今度やったら膝の皿割るからね覚かく悟ごしときなさい！」

　げええええさっきから人体的に物もの凄すごいリアルな刑けい罰ばつ言うぞこの人。本当に天使か。

「ええー」

　横合いから口を挟んできたのは、部長。

「何それー。折せつ角かく必ひつ殺さつ技わざ出だしたのにー。何それー」

　露ろ骨こつに口を尖とがらせ、不満そうな表情。

「なんで不満そうなんですか、部長」

「なんかさー。『合体して戦う』っていうから期待してたのにさー」

　口を尖らせたまま、拗すねたように言う。

「すんげー事務的じゃん。片方は強制されてだし片方は必要に迫せまられてだし」

「何か不満でも？」

　優輝は不機嫌なまま言った。

「もっとこうさあ、二人の絆きずなでがっちりパワーアップ！　みたいなさあ」

「ンな訳ないでしょ！」

　即そく座ざに否定。

「必要だからやってるだけよ！　私も出来ればこんなのに頼たよりたくないんだから！」

「……」

「あっ亨ちゃんが傷ついたっ」

「私の魔炉セフイラが壊れたから、コイツの『世界の卵ユグドラシル』を代用に使ってる。それだけよ」

「…………」

「あっ亨ちゃんが地味に沈しずんでるっ」

「必要が無きゃ、一人でやるわよ。仕方が無いから使っただけ！」

「………………」

「あっ亨ちゃん意外と打たれ弱いっ」

「『世界の卵ユグドラシル』は、巨きよ大だいなＭＰ生成機でもあるからね。使えるもの使ってるだけよ」

「……………………」

「あっ亨ちゃんがブラックホールに！」

「知るか！」







　闇やみの中、小さな黒い箱の前に、妖よう精せいが座っている。

　妖精は口を開き、言葉を吐はいた。

「ルシファアが、魔ま界かいへと帰き還かんしました」

　性別不ふ詳しようの幼い顔立ち、漆しつ黒こくの服装、背中に生えた昆虫のような翅はね。

「左耳の魔路クリフアを破壊され、人間界での存在を失いました」

　妖精は黒い箱の前で、座ったまま声を出す。

「とはいえ、紹しよう介かいとしては順当の出来かと存じます」

　妖精の両耳で、黒いイヤリングが揺れている。

「というワケで、残る魔族は、とりあえずあと二体」

　そのイヤリングは、形を変える。

　この世界の物質では無いかのように、その形をめまぐるしく変える。

「一体は、ベルセルメルゼル。星型派ツアーカブ、暗黒の魔族です」

　形の無いイヤリングをつけた黒い妖精は、闇の中、箱の前で、呟つぶやき続ける。

「ベルセルメルゼルも、本日中に目標と遭そう遇ぐうするでしょう。

　……貴方あなたの望むままに。我らが王よ」

　黒い箱の向こう、妖精の正面に座る『モノ』に向け、妖精は呟き続ける。

「我らが魔の王よ」

　妖精は一人、箱の前で呟き続ける。

「ルキッフも、じきに再び動き出すでしょう。彼かれは力です。力ある存在です。

　今度はこの世界を……貴方の世界を、丸ごと消してしまうかもしれません」

　黒い妖精は暫しばらく黙って、そして再び口を開いた。

「……いえ、貴方が嘆なげく事はありません。我らが王よ」

　黒い妖精は恭うやうやしく顔を上げつつ、箱の向こうにいる『モノ』に語りかける。

「あなたは、永遠に呪のろわれているのですから。我らが王よ」

　黒い妖精は、黒い箱の前で呟き続ける。

「我らは、黒い箱グリモアは、貴方を充みたす為に作られました……我らが王よ」

　黒い箱グリモアを挟んで、魔ま王おうと呼ばれたモノと、黒い妖精が座っている。

「さて、続けましょう。この物語を今しばらく続けましょう。我らが王よ。

　願わくば、暫くお付き合い下さいませ、我らが王よ」







四章　水のルキッフ







「ねえねえ部長！　そういや今日クラスの連中に聞いたんだけど」

「何よ優輝。ここは部室じゃないんだから彩華でいいっすよー」

「うん彩華。あのさ、彩華ってスポーツだけじゃなく勉強も凄いんだって？」

「いやあそんな、大した事ないっすよ」

「前の模試で、全国七位だったんだって？　うわスゲー」

「あ、いや大した事は」

「あのさー。それ言っていいのは精々百位からじゃない？　七位が大した事なかったら、日本の高校生はほぼ全員が大した事ない連中になっちゃうじゃないの」

「だって私あんまりモノ分かってないし。適当に空白埋うめただけっすよ」

　なんで女同士ってのはこんなにすぐに仲良くなるんだ。

　わいわいと会話する二人の横を歩きつつ、亨はしみじみ思った。

　ネズミ魔族を倒したという事で、今日の部活は早いがこれで終しゆう了りよう。三人で下校中だ。彩華と自分の家はすぐご近所、つまりこの三人の下校ルートはほぼ一いつ致ちする事になる。

「でもさ、部活やっててそれってやっぱり凄いよ」

「いや、まあ」

「確か、中学時代に野球からこっちの世界へ入ってきたんだっけ？」

「そうっすねー。ちょうどそのくらいっすね。まあ、それ以前からも自覚無くモヤモヤっとはしてたけど！　ほら、子供向けアニメ見て自分のオリジナルストーリー妄もう想そうしたり、『ぼくの考えた最強の超ちよう人じん』とか考えたりさ」

　小学校の時よく見せられたなあ。そういうの。亨は思い出す。

「きっかけつーか本格的に始めたのは、中学三年の頃ころっすねー。

　その頃にさ、ちょうどテレビで『究極天使ラヴリィアイ』の本放送が始まってさ。いやハマったハマった。ありえねーくらいハマった。あれが始まりっすね」

「『究極天使ラヴリィアイ』？　なんか聞いた事あるような……」

「あれ？　知ってんの？　ていうか天界でも放送されてたの？」

「あ、いや、放送はされてないけどさ」

　そりゃそうだ。

「今度ぜひ見てよ！　きっとスゲーから！」

　彩華はいつも通り、目を輝かせて言う。

「特に四話！　主人公が戦う覚悟を決めてヒロインを助けに行くシーン！　『これは、おれの世界のおれの物語だ！　他人の世界や他人の物語なんか、知った事か！』あああ私が求めていたのはこれだあああああって思ったわ！　そして満を持して『世界を救うんだよ！』のキメ台詞！　一気に惚ほれたわー」

「へー」

「で、その足でこの亨の家に駆け込んでさ、一話～四話を無む理り矢や理り全部見せてハマらせてさ！　ねえ亨、あの時は凄かったよね！」

「あ……まあ、ね」

　突とつ如じよ話を振られ、亨は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「うん。面白かったよ」

『究極天使ラヴリィアイ』。確かに面白かった。

　二年前、自分達が中学三年生の時、秋から春にかけて全二十六話放送されたアニメ。

　物凄く面白かった。一話から四話まで全部一気に見せてもらって、それからは一週間ごとに一話一話の本放送。瞬まばたきすら惜おしんでテレビに釘くぎ付づけになった。主人公とヒロインと、そして次に出てくる強大な敵とそいつが隠かくし持もつ広大な謎なぞに夢中になった。

　主人公が次々と限界を突とつ破ぱし、どんどん新しい世界に挑ちよう戦せんしていく様子は物凄く爽そう快かいだったし、世界の謎が明かされて世界が広がっていく過程は物凄くドキドキした。そして最終話、ついに最後の敵を突破し更さらなる世界へと旅立っていく主人公の後ろ姿を万ばん雷らいの拍はく手しゆで見送った。中学生である自分は、それが世界の全てだとすら思った。全二十六話のアニメ、それが世界の始まりから終わりまでの物語くらいに思っていた。

　放送終了後もその勢いは消えず、むしろそこから世間に広がり始めた。ＤＶＤやグッズは続けざまに発売され次回作の発表がなされ、まだまだ世界には先があった。

「で……その勢いで高校生になって、そして文化発表部に入ったのよね！」

「あ……まあ、な」

　イキイキと輝く彩華の視線に、亨はおずおずと頷いた。

　そして、高校一年生。文化発表部に入ると、三年生の先せん輩ぱいたちもそうだった。いや、自分たちよりはるかにハイレベルなファンだった。自分たちが買い損そこねたレアなグッズを当然のように持っていたし、自分たちには及およびもつかないような深い考察を完成させていた。

　物凄く嬉うれしかった。この世界は不ふ滅めつだ。いくらでも続いていく。そう思った。

「いや、箱内高校を選んでよかったっす！」

　彩華はキラキラした目で、回想するように言った。

「文化発表部に入ってよかった！　ねえ亨！」

　去年はな。亨は、心の中で付け足した。去年は。一年生の時は、楽しかった。

　毎日毎日、あの部室で先輩たちとそんな話ばかりしていた。夢の国だった。

「コミケも楽しかったし！」

　そう、コミケにも行った。略してコミケ、略さないとコミカルマーケット。年二回、お盆ぼんと年末の頃に、東京のとある湾わん岸がん施し設せつで行われるビッグなイベント。

　全国から数十万人が集まるその祭りの会場を、先輩たちは手て馴なれた様子で案内してくれ、そして自分たちで作った同人誌をベテランの手つきで頒はん布ぷしていた。頒布スペースには人が詰つめ掛かけ、その全員が夢の世界の住人だった。すぐに仲良くなった。そして日が暮れて打ち上げ、人は続々と増え、世界はどんどん広がっていった。

　この先も永遠に世界は広がっていき、輝き続けると思っていた。

　世界と仲間たちを信じて真まっ直すぐ進めば、世界はどんどん広がっていくと思っていた。

　そう、ちょうど『究極天使ラヴリィアイ』の世界そのままに。

　現実はアニメとは違ちがうだなんて、想像すらしなかった。

「で、夏の次は冬！　勿もち論ろん冬コミにも行ったよー！」

「いや、お前な」

　亨は口を挟んだ。

「彩華は冬コミ、途と中ちゆうで帰っちゃっただろうが」

　彩華は当日、家の都合で朝ちょっと顔を出しただけで家へ帰ってしまった。

「おー。あれは悲しかったっす」

「そうだろうな」

「惜しかった！　私も最後までいたかった！　亨は最後までいたのよね？」

「まあ……な」

　気のない返事をしつつ、目を逸そらして前を向く。思い出してしまいそうだ。

「そして今年！　これからの夏コミで、いよいよ私が部長！　またやる気出てきた！

　……正直、ちょっとばかり創作に煮に詰つまってたのよね。いや、助かった！　信じてた！　信じてたよ私！　いつか来てくれると信じてたよ！」

　そして彩華は、変わらずずっとこの調子のハイテンションだ。

「何を信じてたってんだよ」

　わざと、ブスッとした声を出してみる。

「何が、って、決まってるでしょ！」

　びしっ！　と優輝を指差し、満面の笑え顔がおを浮うかべる。

「異世界からの使者！　すげえよ異世界は本当にあったんだ父さん！」

「誰が父さんだ」

「天界は本当にあったんだ！」

「無きゃよかったのに」

「なんて事を言うんだ火魅部員！」

　部長の顔になった。

「折せつ角かく女の子が天から降ふってきたのに！　自覚が足らん！」

「いや、実際降ふってこられても困るんだよ」

「なんなら私が代わろうか？」

「いい考えだ。引き取ってくれ」

「出来る訳ないでしょ！」

　優輝がまた怒おこった。

「アンタ、人の話聞いてたの？　『世界の卵ユグドラシル』はね、既にアンタと一体化……」

　充じゆう分ぶん聞かされたけど、納なつ得とくはしたくない。

「『世界の卵ユグドラシル』って言うけどさ」

　言って足を止め、辺りを見回す。いつもの下校の風景だ。箱内川堤てい防ぼう上の歩道、進行方向の右に河川敷公園が広がり、その向こうで箱内川が静かに流れている。

「それって、大切な天界アイテムなんだろ？」

「そうよ。下手なヤツの手に渡わたると、世界に魔王が誕生してしまうかもしれない」

「魔王がどうかは知らんけどさ」

「そして魔王に付き従う忠実な道化クラウンが、世界を暗黒に染め上げるの」

「付き従う忠実なクラさんはどうか知らんけどさ」

「道化クラウンの呪いに、世界の誰も気付かない。当の魔王すら、気付かないの」

「呪いがどうか知らんけどさ」

「『世界の卵ユグドラシル』は、それほど危険な……」

「そんな大変なモンだったらもっと大切に、金庫とかに入れて仕し舞まっとけよ」

「普ふ段だんはそうしてるわよ」

　本当に金庫に入れてあるのかよ。

「ただ……その」

　優輝は、少し口ごもった。

「ただ？」

「その日は、金庫の大おお掃そう除じで」

　大掃除なんかすんな。天界だろ。

「で、とりあえず出してその辺に置いといたら」

　その辺に置いとくな。

「そのまま転がって、落っこってっちゃった」

「完全に人じん為いミスじゃねえか」

「丸いから勝手に転がってったのよ！」

　なんてテキトーな管理なんだ……

「で、回収の為ために一人派は遣けんか。リカバリーもテキトーだな」

「ぐぅ……！」

　回収に来た天使さんは、言葉に詰まった。

「どうせなら全員で一気に来ればいいだろ」

「天使と人間は、寿じゆ命みようのせいで体感時間がだいぶ違ってて……準備できたのは私しか」

「人間界時間に合わせろよ。その時くらい」

「数千年も生きてると、時間の感覚が人間界とはズレて……！」

「魔族はいきなり三体も寄よ越こしてきたんだろ」

「むう……！」

　また詰まった。

「そもそも、なあ」

　亨は河川敷を見回した。

「何も、こんなつまらん河川敷に落っことす事ないだろ。それこそコミケ会場とか秋葉原とか大おお阪さか日本橋でんでんタウンとかそういう所に落とせば万ばん事じ丸く収まって」

「何だと火魅部員！　何か重要な台詞だぞ！」

　部長の顔のまま、彩華が言った。

「今、何と言った？」

「コミケ会場とかに落とせば万事丸く収まって」

「いやその前」

「こんなつまらん河川敷に落っことす事ないだろ」

「なるほど！」

　部長の手に、いつの間にか例の『取材用ノート』が出現していた。

「ここが『世界の卵ユグドラシル』の、第一発見場所か！」

「あ……まあ、そうだよ」

「素す晴ばらしい！　つまりここで火魅部員は『世界の卵ユグドラシル』と接せつ触しよくした訳だな！」

「……そうですよ」

　足を再び動かしつつ、思い出す。

　三日前、ここで自分は、それと接触した。




　その日。高校二年生の新学期早々、四月九日夕方。

　ごつん。下校途中、箱内市の河川敷で、いきなり頭に激痛が走った。

「っ！」

　唐とう突とつな衝しよう撃げきにその場に蹲り、頭を押さえてしゃがみ込む。脳天にずきずきと痛み。

　しゃがみ込んだその足元に、白いヘンテコな石ころが転がっていた。

『我は世界の卵ユグドラシル』

　どこからともなく、声が聞こえた。

　背後から、誰かに石をぶつけられた？　そう思って立ち上がり、周りを見回す。

　周囲には、誰もいなかった。

『我は世界の卵ユグドラシル』

　視線を落とし、足元のヘンテコな石ころをまじまじと見つめる。

　声は、その石ころから響いていた。

　正確には、その石ころが命中した箇か所しよから、頭の中に声が響いていた。

『汝なんじはたった今、我と接触し一体化した。我の全すべては汝の中に。世界を、産み出せ』

　いきなり落ちてきて人の脳天を直ちよく撃げきし、そして偉えらそうに喋しやべってるコイツは何様だ。

『我は世界の卵ユグドラシル』

「はあそうですか」

　タンコブになっているかもしれない。無表情で石ころを拾う。

　そのまま、ソフトボール投げの要領で振りかぶる。

『我は世界の卵ユグドラシル』

　投とう擲てき。

　ぼちゃん、という音を立て、ヘンテコ石ころは川かわ面もに沈んだ。

　すっきりした。そう思った瞬しゆん間かん、

「間に合わなかったか……」

　横合いから、いきなり声をかけられた。

「ああ、何という事だ……今、このルキッフの目の前に信じがたい事実が」

　男の声だった。地の底から響くような、低い声。

「あ」

　投げた姿勢のまま、首だけで振り返かえる。

　男が、川の上に立っていた。

「え」

　人間が、水面の上に立っていた。

「非ひ業ごうな宿命といわざるを得ない」

　日本人離れした長身、憂うれいに歪ゆがんだ俳優のような美形、闇のような長ちよう髪はつ、その身を包つつむゆったりとしたローブのような黒衣。そして、両耳に黒色三角形のイヤリング。

　水に立つ男は、たった今そこに出現した暗黒のように、唐突にそこに立っていた。

「恐おそるべき運命に呪いあれ。我わが前の事実に我らが王の祝福あれ」

　水に立つ男は、舞ぶ台たい役者のように大げさに首を振りつつ、天に向かって嘆く。

「こんな少年が『世界の卵ユグドラシル』と接触し、その所有者となってしまったとは」

「あの」

「世界改変の鍵かぎを、その身に宿してしまったとは……ああ、なんという事だ」

「ちょっと」

「このルキッフの到とう着ちやくがあといま少し早ければ……だがそれは因果の定め、彼の意思、我らが王の意思、道化クラウンの作さく為い。……我らはただ運命を呪うしかない」

「えっと」

「彼が因で王が律。因果を遡さかのぼる事は出来はせぬ。彼は我らが王となり、そして我らが王の御ご意い思しのままに我らは在る。この場で魔王は誕生し、そして魔王の意思がなくては我は在りえぬ。故ゆえに我がここで彼に見まみえるのは因果の定め。何と嘆かわしい……」

　どう考えても、ヤバい人だった。

「あ、すいません」

　とりあえず、謝あやまっておく。

「あの、その『世界の卵ユグドラシル』さんですが」

　腰こしを引けつつ、水に立つ男の横の川面を指さす。

「先ほど、投げちゃいました」

　指さした先、川面は静かに流れている。世界は静かに続いている。

　そ知らぬ顔で、何もなかったかのように、世界は続いている。

「だから、ここには無いです」

　断じて無いです。おれはそんなモンに関係ないです。亨は心の中で繰くり返す。

　こんなヤバい感じの人と関わり合いになる筋合いは無いです。心の中で繰り返す。

　さっき、なんか『所有者となった』とか何とか聞こえたけど気のせいだきっと。

「なんという事だ……ああ」

　ルキッフさんは変わらず嘆き続ける。こっちを見ずに、天だけを仰あおいで。

「この手に『世界の卵ユグドラシル』が入ると思って来てみれば……ああ」

「だからですね、その世界のナントカさんは先ほど入じゆ水すいを」

「こんな少年を……我が手にかけねばならんとは」

「いやまあ、でかい川ですから発見は難しいかもしれないですが」

「こんな少年の生命を絶ち……その『世界の卵ユグドラシル』を奪うばう。そんな恐るべき事を」

「今からでも川底とかを浚さらえば見つかる可能性も」

「しかし、それが定めなのだろう。それが、道化クラウンが我に与あたえた役割……運命だ」

「じゃ、おれはこの辺で失礼しますんで」

「ああ……少年よ」

　うわ。こっち見た。

「『世界の卵ユグドラシル』をその身に宿し、世界改変の中心となった少年よ」

　ルキッフさんはこっちをガン見しつつ、やはり役者のように独演を続ける。

「その体内から『世界の卵ユグドラシル』を取り出す手段は、殺害の他に『もう一つの手段』が、あるのだが……男である我が身みには不可能。我が身においては少年を殺すよりないのだ。せめて我の技わざで死ねる事を光栄に、黄泉よみ路じを下りて忘ぼう我がの彼ひ岸がんへと渡るがいい」

「あの黄泉路って何ですか」

「我はただ、我が王の意思のままに『世界の卵ユグドラシル』を求めるのみ。

　かの暗黒のベルセルメルゼル、かの愚おろかしきルシファア、かの猛たけしきセフィエルがこの地に来きたる前に全てを終わらせねばならない――顕現せよ！　我が黒き冥めい府ふる使者」

「メイプルリーフ？　ああそうかルキッフさんカナダ人ですかどうりで名前がカタカナ」

「『金枝ミストル：・忘我水軍エール・ネフイリム』」

　ルキッフの黒いイヤリングが、輝いた。

　その右みぎ腕うでに、黒い闇のような剣けんが出現した。

　光を切きり抜ぬいたような、闇をこり固めたような、真っ黒の剣。芝しば居いじみた凶きよう器き。

　ひゅっ。ルキッフは黒い剣を振ふりかざし、こちらの目を見た。

　目は、本気だった。モノホンだった。

「お……」

　右手に黒い剣を持ったルキッフは、普ふ通つうの散歩のように水面を歩き感かん慨がいも無く上陸し、一瞬の躊ちゆう躇ちよもせず踏み込み、何の躊躇ためらいもなく黒い剣を振りかざし――

　その瞬間、
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「逃にげなさい！」

　かきん！　やけに爽さわやかな音とともに、

　横合いから突っ込んできた光の槍やりが、黒い剣を止めた。

「逃げなさい！　そこの一いつ般ぱん人じん！」

　声は、光の方角から聞こえた。

　亨は、そっちを見た。

「おお……なんと」

　不意に剣を弾はじかれたルキッフも、下がって体勢を整えつつ同じ方を見た。

「このような魔の地で……魔王生誕の地で」

　ひゅっ。一瞬一動作で黒い剣を元の位置に戻もどし、更に芝居がかった声で呟く。

「……天使に見まみえるとは」

「『世界の卵ユグドラシル』を回収に来て……」

　視線の先、光の槍を構えた天使は、両耳の十字架イヤリングを輝かせつつ叫さけんだ。

「アンタに会うとはね、ルキッフ！」

「え？」

　亨は、思わず口を挟はさんだ。

「あ、あの『世界の卵ユグドラシル』ってあの、まさか本気で」

「問答無用！」

　天使は、槍を構えたまま叫んだ。

「早く逃げなさい！　一般人！」

「あ、あのさ、さっきおれ、そこでそれらしいの拾って」

「相手にとって不足なし！　かかってきなさいこの三角魔族！」

「おお……このような場所で、我が運命の相手と」

「アンタと運命の関係になったつもりは無いっ！」

「だからその、おれの話をちょっと聞いて」

「おお……何も知らぬ天の使いよ。そして空くう虚きよなる少年よ」

　ルキッフは天使を見つめ、大げさに嘆いた。

「道化クラウンの黒き箱グリモアに存在を歪ゆがめられ尚なおそれに気付かぬ、哀あわれな者どもよ」

「あの、だからその」

「我らはここで見まみえるのもまた運命……道化クラウンの意思だというのなら」

　なんで人の話を聞かないんだ……こいつらは……

「どりゃああああああああああああああ！」

「ここより全てを始めるがいい！　それが王の宿命なれば！」







「素晴らしい！」

　三日前のバトルの舞台で、部長は叫んだ。

「なるほどなるほどそれが火魅部員と天てん魔まバトルの出会いかああああああああ」

　感動で叫びつつしかし手と足を止めず、河か川せん敷しきを歩きながら手元の『取材用ノート』に、バリバリバリバリと何かを記入していく。器用な人だ。

「それで？」

　手を止めて、顔を上げた。

「その後どうなったの？」

「その後って」

「その後よ！　優輝とルキッフの天魔バトルの行方は？」

「どうなったも何も」

　優輝は、恨うらみがましくこっちを見た。

「私は、これを破は壊かいされて」

『これ』とともに自分の右耳、鎖だけになってしまったイヤリングを示す。

「ルキッフもとりあえず一時退たい却きやく。ヤツは身体に傷を受けただけで両イヤリングは無事。じきに傷を治して、今度は能力を充分に生かして本気で襲おそってくるわ」

　物凄い不満そうだ。

「なんでおれが怒られるんだよ」

　向けられる恨みがましい視線に、亨は反はん撃げきした。

「そもそもお前らが、人の頭上にあんなモン命中させたんだろうが」

「それはそれよ。既すでに一体化してたなら、あの場でそう言ってくれればよかったのに」

「お前、何一つ人の話聞こうとしなかったじゃないか」

「もっと気合入れて伝えてよ！　そうすれば工く夫ふうしてルキッフも倒たおせたのに」

「あの時点でおれにそんなこと分かる訳ないだろ」

「アイツって、本気出すとヤバいのよ？　しかもアイツ、見境ないのよ？」

「そんなん知るか」

「この町丸ごと巻き込むくらい、平気でやる性格と力持ってるのよ」

「お前らの都合だろうが。お前らで何とかしろ」

「アンタも巻き込まれてるって言ってるでしょ」

「だから、そもそもそれが納得できないんだって言ってるだろ」

「ああ言えばこう言う」

「それはこっちの台詞せりふだ」

「ふん。……で、」

　優輝は鼻を鳴らして目を逸らし、彩華の方を見た。

「そういう訳で、私はその戦いでＭＰ製造機の魔炉セフイラをルキッフに壊されて、で、その代わりにコイツの『世界の卵ユグドラシル』から漏もれ出でてるＭＰを拾って、どうにか何とかこの存在を保ってる。物理的に近くにいないと、現世干かん渉しよう力の使用どころかこの身体自体が消えちゃうのよ。……ま、どっち道『世界の卵ユグドラシル』を回収するまでは天界に帰れないしね。同居しかなかったのよ」

「ほうほう素晴らしい！」

　ばばばばばばは、と音を立て、変わらず記入していく。

「つまり、今後もバトルは続いていく訳か！　亨ちゃんを巻き込んで！」

　つくづく、この人は元気だなあ……

「でもさ、彩華」

　亨はその姿に向け声をかけた。

「何だね火魅部員！」

　部長の顔をやめいっつうに。

「その取材ノートって、今度の新作に使うんだよな？」

「当然だ」

「でもさ」

　今日の部室を思い出す。バケネズミが出現した、あの部室。

「今日、パソコン壊れちゃっただろ」

　そのネズミが、パソコンを物理的に粉ふん砕さいしちゃったじゃないか。

　ネズミの体当たりを食くらって煙けむりを吐いてぶっ壊れた備品パソコン。あれはもう完かん璧ぺき大破だ。データサルベージとかそういう次元じゃないだろう。

　書いていた原げん稿こう、全部パァになっちゃっただろ。そこまで口に出すのはやめておく。

　どうやって、新作を仕上げるつもりなんだよ。

「ノートに下書きは残ってるよ」

　部長は『取材用ノート』を構えつつ、事も無げに言った。

「またイチから入力すればいいじゃん」

「あ、あのな、」

　亨は、思わず言葉を吐いた。

「イチから入力って、それ物凄くめんどくさい……」

「だから！」

　部長は、当然のように叫んだ。

「今度の新作には、気合入れるって言ってるじゃん。気合は伊達だてじゃないのよ！」

「あ……」

「『強大な敵を倒したその先に、新しい世界が広がる！』『究極天使ラヴリィアイ』の一話でそう言ってたでしょ！　亨も昔はその台詞気に入って、信じてたじゃん」

　亨は、目を逸らした。

「確かに、そう……だけど」

　なんでこの人は、そんなに何もかもを信じていられるんだ。

　なんでこの人は、そんなに全力が出せるんだ。

「なんかハッキリしないねーこの男は」

　優輝はじとっとした目でこちらを見、感想を言った。

「もっとパリッとしなさいよ。アンタ、根本が頼たよりないよ。男の子でしょ？」

「いや……まあ」

「また！　この男なんでこうシラケてるのかしら。だいたいね……」

　優輝が更に言いい募つのろうとした瞬間、




　しゃりーん。




　鈴すずを鳴らしたような音が、その翼つばさから響ひびいた。

「…………！」

　優輝は、口を閉じた。

「おい。今の音何だ」

　亨は考えるのを止め、口を開いた。

「なんだ今の音は」

　なんか、聞いた事のある雰ふん囲い気きの音だったけど。

　具体的には、今日の放課後。詳しよう細さいに言えば、ちょうどバケネズミが部室に出現した頃。

「ヤバい」

　優輝は、真ま面じ目めな顔になった。

「予想外に、奴やつらの動きが早……」

　その見上げる頭上で、闇やみが発生する。

　天に、闇が渦うずを巻く。青空に、黒い闇が渦を巻く。

　光が無い、ではない。『闇がある』。永遠のような暗くら闇やみ。暗黒が渦を巻き始める。ぐるぐると、何かを攪かく拌はんするように。この世の理ことわりを攪拌するような闇。

　闇の中に、シルエットが浮かび上あがる。ヒトの形の影かげ、黒く切り抜かれた影かげ絵えのような幻げん想そう。シルエットが徐じよ々じよに形と色を持ち始める。影絵が徐々に実体を持ち始める。

　シルエットが、現実化した。黒の闇から、魔が出現した。

　黒い渦の中心から、ずるり、と、『何か』が、出現した。

　黒の闇から、魔が出現した。

「ベ……！」

　出現した『それ』を見て、優輝は息を呑のんだ。

「……ベルセルメルゼル！」




　三体目の、魔族だった。







五章　暗黒のベルセルメルゼル







　頭上に、黒い渦が発生した。天から、魔族が降ってきた。

「ベ……」

　優輝は黒い渦を見上げつつ、鋭するどく呟いた。

「ベルセルメルゼル！」

　声から一拍ぱく置いて、亨はその視線の先を追う。

　その視界一いつ杯ぱいが、突とつ然ぜんまっ黒に漂ひよう黒こくされた。視界が、黒く塗ぬりつぶされた。

　見上げたその目の前すぐ至近距きよ離りに、黒い布があった。

「えっ」

　何を考える暇ひまもなく、

　ごふっ！

　黒い布につつまれた『モノ』が、衝撃とともに顔面に直撃してきた。




「きゃああああああああああ！」

「メ……メガネ……メガネが飛んだー！　メガネどこ行ったー」

　彩華と優輝の悲鳴が、遥はるか彼方かなたへと響いて消えてゆく。

　何か強きよう烈れつな衝撃によってなすすべなく吹ふき飛とばされたように、遠ざかってゆく。

「く……！」

　それを聞きながら、しかし亨はどうしようもなく息を吐はいた。

　身体の重心を失い立っていられなくなる。全身を包む一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感、そして少し遅おくれて背中に強烈な激げき突とつの痛み。今、おれの背中に激突してきた硬かたい物は何だ。地面だ。河川敷歩道のアスファルトだ。なんでそんなものがおれの背中なんかに激突してきたんだ。

　上から降ってきた『モノ』に顔面を直撃され、それでバランスを崩くずしてその場に転倒した。そう気付いたのは、激しく打ちつけた痛みを感じてからやっと数秒後だ。

　そのままの姿勢で痛みに耐たえつつ、どうにか状じよう況きようだけでも確かく認にんしようと目を開く。

「！」

　目を開こうとして、気付いた。

「前がっ」

　前が見えない。何かが目の前に覆おおいかぶさっている。黒い渦から出現し激突してきた『モノ』は、そのままこちらの顔面に押おし付つけられている。

「なん……だ、これ」

　声もうまく出せない。口も塞ふさがれている。顔の上に、何かが乗っかっている。

　無防備に仰あお向むけに倒れたこちらの顔面の上に、その『モノ』が覆いかぶさっている。

　そこまで思考が辿たどり着ついて、戦せん慄りつ。

「や、ヤバ……」

　必死で喉のどを動かす。声にならない。

　上から覆いかぶさり、目と口を封ふうじる『モノ』は、動かない。

「むー！」

　気付いた。両りよう腕うでは動く。両腕の上には何も乗っていない。両腕は封じられていない。

　やるしかない。闇の中で決断。今、自分の顔面の上に乗っかっている『モノ』。その正体は何なのか、どんな技でこちらの自由を奪っているのかは分からない。分からないがしかし、更に何か恐るべき事が起こる前に、どうにか動く両腕でなんとかするしかない。

「ふ……！」

　闇の中手て探さぐりの両手で、その『モノ』に触ふれる。

「きゃあ！」

　その『モノ』は、高い位置から、まるで幼い女の子のような鳴き声を上げた。

　生き物！　更なる驚きよう愕がく。今目の前にある『モノ』は、生物だ。

　何かの生物の一部が、おれの顔面の上に覆いかぶさっている。

　一刻も早く、これをどかさなくては。本能的に思う。

『モノ』に触れた指に思い切って力をこめ、その『モノ』を力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締しめる。

「あ、きゃ！　何、なにを……」

　意外と柔やわらかい！　握にぎり締めた両腕に、更に力をこめる。

「や、やめて……下さい……そんな……っ、そんな指をっ」

　滑なめらかですべすべとしてそれでいて指に張り付くような理想的な弾だん力りよくが！

　握り締めるだけでは芸が足りない。いったん手を放し、その輪りん郭かくをなぞってみる。

「あ、ちょっと、そこはくすぐった……あ、何、何この感覚……や、やめ」

　窪くぼみが！　素晴らしい弾力を持つ膨ふくらみの裾すそに理想的な形の窪みが！

　窪みの上で、指を動かしてみる。

「や……あはははっやめてっくすぐるのはやめてくださっ……いっ……い……あっ！」

　弱点だ！　黒くろ渦うずより出現せし恐るべき肉塊かいの一部についに弱点発見！

　指の数を増やし、順番に撫なでるように動かしてみる。

「だめ！　だめですっ嫌いやですっその感覚強くするのだめっやめてっあっ」

　不気味な鳴き声とともに、連動するかのように『モノ』が動く。こちらの顔面の上の柔らかい肉塊が不気味に蠢うごめく。肉塊を包む黒い布がさらさらと頬ほおを撫でる。やたらといい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。聞いている余よ裕ゆうも気にしている余裕も無い。

　更に手探りで指を動かし、その『モノ』の表皮にそって更に移動。

「！　……な…………何をっ……！　な……っ、あぅ！　あ、っあ！」

　指が何かに触れた。あっ二重構造です。この『モノ』の外皮は二重構造です。上着の生き地じのような感かん触しよくの表層構造の下にはツヤツヤとした玉の肌はだを髣ほう髴ふつとさせる本体があり、更にそれにまるでレースの下着っぽい感触の布がまとわりついています。なんか全ぜん般ぱん的てきにやたら心地ここちいい触さわり心地ごこちのような気がしますがこれは一体なんでしょう。

「……っ！　そんな、そんな所から……手を入れるなんてっ」

　さあどうやらその布は『モノ』の身体の上部と下部に巻き付いているようです。という訳で右手は上部を左手は下部を担当する事にします。因ちなみに下部の布はどうやら今現在顔面に押し付けられている布と同一のようですねさあ正体は何でしょう。

「あ……いや、その感覚の指で――を、――するなんて、嫌…………あっ」

　あ、ちょっと今、なんか指先に未知の何かが。

「う…………うえ……うええええええん」

　泣いた。

　その『モノ』は、無防備に泣いた。

　さながら、まるで今しがた酷ひどい痴ち漢かんにあった初心うぶな少女のように泣いた。

「？」

　次の瞬間。

　ばっ、と、いきなり視界が開けた。

「あ！」

　助かった！　目に入ってきた青空とともに確信する。助かった！　勝った！　卑ひ劣れつにも突とつ如じよ侵しん攻こうをしてきて恐るべくも顔面の上に覆いかぶさった未知なる異形の『モノ』は、さながら敗走する魔ま軍ぐんのようにその場所から泣きながら立ち去って……って。

　ばっ、と上半身を起こす。

「ひっく……うっ…………うえええ」

　すぐ近くで、泣き声が聞こえる。

「ひっ…………ひっく……」

　例えば、可か憐れんで清せい楚そな女の子が思いがけない望まぬ快感とそれによる耐たえられない羞しゆう恥ちに身を捩よじっているような泣き声。これは何というか、実にたまりませんなあ！

「いえ、別に」

　口に出だして呟つぶやき、上半身を起こした姿勢のまま、泣き声の方を見る。

　目の前に、女の子の顔があった。

　仰向けに倒れたこちらの腰辺りに、女の子がぺたんとお尻しりを下ろし跨またがって座すわっていた。

　いわゆる騎き乗じよう体勢ですね。よい子は真似まねしちゃいけません。

「あ……」

　亨は下から、おずおずと声をかけた。

「ひっ……！」

　上の女の子は、怯おびえたような涙なみだ目を返した。

「あの」

　すぐ近くにある女の子の顔に向け、瞬まばたきしつつ訊たずねる。

「キミ……は？」

「ひっく……うっ……」

　女の子は泣くのを気き丈じように耐え、その白魚のような手でけなげに涙を拭ふく。

「あの」

　ごくり、と唾つばを飲み、亨はもう一度訊ねた。

「君……誰だれ？」

「え……」

　女の子は、涙に濡ぬれたつぶらな瞳ひとみをこちらに向けた。

「えっと……」

　涙を堪こらえるように瞬きし、おずおずと口を開く。

「ごめんなさい……わたし……」

　そのまま気弱に視線を落とし、蚊かの鳴くような声で呟く。

「ベルセルメルゼル……」

　ひっく、と、泣きしゃっくり。

「星型フアーカブの魔族、です」

　零こぼれ落おちる一ひと滴しずくの涙が、その身を包む黒い上着に落ちた。

「ごめんなさい……」




「おっけえええええええええええええ！」

　メガネが来た。







[image: ]







「人型魔族きたあああああ！」

　荒あらい息とともに、テンションの高い叫び声ごえが聞こえてきた。

「やっと話が通じそうな魔族が出てきたあああああああああ」

　勿論、部長だった。メガネは見つかったらしい。

「ついに魔族側の取材対象きたあああああああ！」

　その懐ふところから暗器のように『取材用ノート』を取り出し、突とつ撃げきの勢いを殺さず土つち煙けむりを上げる勢いでアスファルトの地面にずざっ！　と正座する。

「では魔族さん」

　そのまま少女の口元にマイクを突つきつける。そんなもんどこからどうやって出した。

「インタビューです」

　右手でマイクを構えたまま、左手でメガネをクイッと上げる。

「ご協力いただけますね」

「は、はい……」

　女の子は、呑まれたように怯えた。

「あの」

　下から、亨は思わず声をかける。

　声をかけつつ、改めて、落ち着いて女の子の全身を観察。

　細い筆で描えがいたような優ゆう雅がな眉まゆ、つぶらな瞳、そして鼻筋の通った上品な顔立ち。清純にボブカットに切り揃そろえられた黒くろ髪かみはその上品なたたずまいによく似合っている。

　中学生のように低い背せ丈たけで、その全身は真っ黒で装そう飾しよく過多のいわゆるゴシックでロリータな服装に包まれている。だがその全身から醸かもし出される高貴さはむしろその奇き妙みような服装によって際限なく高められているよう。可愛かわいくて小さい子は何を着てもよく似合う。

　その小さな両耳には、黒い星型のイヤリングが鎖くさりに吊つるされ揺ゆれている。

「…………」

　こちらの腰辺りまでを覆うように大きく広がった長いスカート、その下は……

　亨は視線を落とし、先ほど顔面に命中した『黒い布切れ』の記き憶おくと、現情報を統合する。

　白い肌に黒い布。なんというか、とても似合う取り合わせですね。うん。

「インタビューそのいちー！」

「は、はいっ！」

　黒いぱんつの少女は、びくっ！　と身をこわばらせ、部長の方を見た。

「ええと、ベルセルメルゼルさん、ですよね？」

「は、はい……」

　あ。ちょっと上でそんな微び妙みように動かないでくれますか。あの。

「ではベルセルメルゼルさん、ここには一体何をしに？」

　あっさっきの感覚も色々と思い出してきました。おれの身体の一部が変化しそうです。

　やっぱりこの姿勢はヤバい。凄すごくヤバいです。だって腰がダイレクトだし。

「あの……」

　亨は、声を出した。

「その前に、どいてくれませんか」

「あ！」

　言われてやっと気付いた様子。

「ご……ごめんなさい！」

　頬を染めつつ慌あわてて立ち上がり、両手を揃えて真まっ直すぐ深々とお辞じ儀ぎ。

「ごめんなさい……」

　うわ。何この行ぎよう儀ぎのよさ。

　文句の付けようのない『いい子お辞儀』とともに、さらさらの黒髪が肩かたに流れる。

「あ、あのお……亨さん…………」

　頭を下げたまま、上うわ目め遣づかいにこっちを見た。

「大だい丈じよう夫ぶ……ですか……？」

　上目遣いで！

「その……ごめんなさい、突然……」

　どこまでも気弱に、遠えん慮りよがちに！

「はっ」

　亨は、再び女の子の全身を確認する。

　低い背丈、清楚な雰囲気、素す直なおな態度。そして……そのくせ、スタイルはいい。

　背は低いくせに、部長とタメを張るくらいに素晴らしい。

　これは……亨は、真しん剣けんな表情で考える。

　…………ダイヤの原石？　いやいやそんな矮わい小しような鉱物ではない。

　――かつて、伝説の錬れん金きん術じゆつ師したちがその生しよう涯がいを賭かけて欲ほつしたという……

　……賢けん者じやの石……？

　その原石だというのか、この子が？

「大丈夫さ！」

　飛び切りの笑え顔がおを浮かべ、亨は立ち上がった。

「ほ……」

　女の子は、ぱっ、と顔を上げた。

「本当ですか……？」

　心から安心したように、その顔をふわっと綻ほころばせる。

「うん、ばっちり大丈夫さ！」

「おい火魅部員、目がヤバい感じに」

「気にすることは無いよ！」

「えっ…………」

　ああっ男慣れしてないっ。頬を染めてるっ。白い頬が桜色に染まってるっ。

「大丈夫！　ところでおれは火魅亨、この近くの一いつ軒けん家やに一人暮らしだけど」

「え？　えっとお……」

　うわあああああああもじもじしてるうわああああああ

「わたしは、魔ま界かいから来た星型魔族ツアーカブ、ベルセルメルゼル……」

「いい名前だ！　すごく覚えやすい！」

「本当ですか……？」

「本当だとも！」

　おいおい何だこれこの展開は何だよ急展開じゃないかああああああああやっぱ天から落ちてくる女の子って最高だわああああすげえよ父さん異世界は本当にあったんだ神様ありがとおおおお「何やってんのアンタ」おおおおおおおおおおおお。

「はっ」

　亨は、雑音の発生源を見た。

　優輝が、ものすごい顔で立っていた。

「今、なんか雑音とか……？」

「黙だまってろ蚊か蜻蛉とんぼ」

「かとん……」

「まだいたのかよお前」

「彩華！　ねえ彩華！　ちょっとこの男なんか目つき変なんだけど！」

「ごめん優輝今スゲーアイデアが浮うかんだから書き留めてるからちょっと待って！」

「うわこの人見てすらいない！　ちょっと彩華アンタ幼おさな馴な染じみでしょ何か言う事は」

「亨は消えないけどこのアイデア書き留めないと消えちゃうからっ」

「うわ何この人アテにならない！　ヤバいっこの三人でマトモなのは私だけだっ」

「出しゃばんな脇わき役やく。今、物語的に非常に大事なシーンなんだから」

「脇役って言われた！　ねえ私脇役って言われたよ！」

「今が起承転結の起なんだよ。実はここでやっとプロローグエピソードなんだよ」

「なんか意味分からん単語で罵ば倒とうされた！」

「お前、実は最序盤の賑にぎやかし要員なんだよ。わきまえろ」

「こら正気に戻れ亨！　ははーんさては精神汚お染せん攻こう撃げきね！　やるじゃないそこの女！」

「は、はいっ」

　優輝に指差された女の子は、ビクッと身を強こわ張ばらせた。

　指差した天使はそれに向け、魔ま女じよ審しん判ぱんの裁判官のごとく宣言する。

「アンタ、魔族でしょ。イヤリングからすると星型派ツアーカブね」

「は……」

　少女は俯うつむいて、蚊の鳴くような声で頷うなずいた。

「はい……そうです」

「やっぱりね！」

　優輝は勝かち誇ほこったように胸を張る。

「第三魔族襲しゆう来らいか！　ここで会ったが百年目、さあ亨、手を……」

「いやあ野や蛮ばんだねえ優輝君は」

「こらー！」

「何でもバトルすれば解決するというものでは無いだろう」

「何これ。ちょっとそこの女！　精神汚お染せんは卑ひ怯きようよ正々堂々と戦いなさい！」

「精神汚染？　いえわたし、そんな事は……」

「いやいやキミは何も気にしなくていいんだ。全部あの天使が悪いんだよ」

「すいません……亨さん…………」

「いやいやキミが謝る必要はこれっぽっちも」

「あの、わたし……上司さんの命令で……

　ルキッフさんより早く『世界の卵ユグドラシル』を回収して来いって言われて……その」

　俯いて、涙目になった。

「…………ごめんなさい……」

　うわあああああ謝ってますこの子謝ってますううううう気弱ですううう。

「ご迷めい惑わくをおかけしてます……」

　ああああそういえば今までいなかったなあこういうキャラこれいいなあああ。

「……ひっく…………」

　泣いてるマジ涙零してるうううああああやっぱ足りなかったのはこれだよなああ。

「いやいやそんなことは無いよ！」

「亨！　こらそいつから離はなれなさい！　精神支配に打ち勝って！　こっち来い！」

「だからそのわたし、精神支配の技なんて……」

「くっそーなんて凶きよう悪あくな現世干渉力！　侮あなどっていたわベルセルメルゼル！」

「さあ。おれに出来る事があったら何でも言ってくれ」

「だから亨！　そいつは魔族だって言ってるでしょ天使の許もとへ戻れー！」

「なんか横から通行人の声が聞こえるけど気にしないで！」

「ついに通行人扱あつかい！」

「さあ、何でも言ってくれ」

「そう言ってもらえると…………」

　ベルセルメルゼルは俯いたまま、その華きや奢しやな右手を横に伸のばした。

「……嬉うれしいです」

　その右手に、黒いカマが出現した。

「…………さようなら。亨さん……」




　ひゅん。カマが、空気を切り裂さいた。

「あっ」







六章　日曜の白瀬優輝







　自分が夢を見ている事を自覚しつつも、なぜかその夢の中で普通に現実のように振ふる舞まってしまう事がたまにある。




「さて」

　机の上、頒はん布ぷスペースの上に積まれた売れ残り創作同人誌を前に、火魅亨は呟いた。

「冬コミも、無事に終わりましたね」

　この時点で、早くも気付いた。

　自分は今、夢を見ている。夢で一年生の頃ころを思い出している。

　三年生の先せん輩ぱいたちと一いつ緒しよに冬のコミケへ行った、あの日の事を思い出している。

「彩華も、最後まで残れればよかったのに」

　そう、あの時彩華は家の都合で、朝すぐに帰ってしまった。記憶の通り。

　夢だと自覚しながら、夢で昔を思い出している事に自分で気付きながらも、しかし記憶の中にあるその時の自分の行動をそのまま再現する。たまにこんな夢を見る。

「ああ」

　横にいる三年生の先輩は三人。山田先輩、鈴木先輩、佐藤先輩。

　四月、文化発表部入部の時に出会って、そして今までずっと一緒にいた先輩たちだ。

「終わったな。全部終わった」

　山田先輩は、軽く頷いた。

「あれ、『全部終わった』って何ですか先輩」

　三年生の先輩に向けて、亨は記憶のままの言葉を返した。

「また、八ヶか月げつ後には夏コミがあるじゃないですか」

　この世界は永遠だ。この世界は限りなく広がっていく。

　そう『究極天使ラヴリィアイ』の世界が、テーマが、最終回がそうだったように。

　一年生の亨は、何の疑いもなく、そう信じていた。

　愚おろかしくも。




「あ……そういや、一年にはまだ言ってなかったっけ」

　山田先輩は、机から売れ残りの同人誌を片付けつつ言った。

「オレらさ、この冬コミが最後なんだ」

「うん。山田の言う通り」

「え」

　鈴木先輩は、売れ残り同人誌をダンボールに詰つめながら頷いた。

「オレ達たち三人、もう辞やめるんだよ。卒業する」

「へ」

　会場に、閉会を告げるアナウンスが鳴なり響く。

　世界に、黄昏たそがれがやってきた。

　華はな々ばなしいポスターが剥はがされ、装そう飾しよくが取り外され、にぎやかな明かりが消えていく。

　壁かべのコンクリートが露あらわになり、寒々しいシャッターが姿を現す。

　黄昏の夕日に染まる世界の中で――

「オレさ、今年の秋に同じクラスの彼かの女じよできてさ」

　佐藤先輩は、パイプ椅い子すを机の上に置きつつ淡たん々たんと言った。

「で、さ。まあ……その、こういうのはそろそろ辞めてくれ、って言われてたんだ」

「オレは四月から、親父おやじの紹しよう介かいで役所の方に勤めるからさ」

　鈴木先輩は、最後の同人誌をダンボールに詰め、また頷いた。

「職場には堅かたいオヤジが多いから、控ひかえた方がいい……って先輩に言われてて」

「でさ、オレはこれから大学だろ」

　山田先輩は、ダンボールにガムテープで封をしつつ、呟いた。

「法学系だからさ、ちょっと一年から忙いそがしいんだ」

「まあ……そういう訳で、いい機会だし」

　佐藤先輩は、宅配便の送り状に住所を記入しつつ、平へい坦たんに言った。

「冬コミを最後の思い出にしよう、って事で」

　売れ残り同人誌をダンボール箱に詰め、箱をカートに載のせ、送り状を貼はり付け、

　三人で片付ける準備を整えつつ、三人の先輩は言った。

「だから、オレ達、もう辞めるんだよ」

　世界は、終わってゆく。

　売れ残りのダンボールと片付けられた机と椅子を残して、世界が終わっていく。

「だからさ、その」

　三年生の先輩たちは、目を逸そらしながら言った。

「部室に色々アイテムとか残ってるだろ。あれ、寄付って事でいいから」

「いらないなら捨ててもいいよ。売ってもいい」

「この同人誌も……まあ、また夏に参加するんなら売ってくれ」

「代金は別にいいよ。部費の一部にしていいからさ」

　終わっていく世界の中で――

　一年生の火魅亨は、ただ頷いた。

　何も言えずに、ただ頷いた。

「じゃあオレ、これから彼女とメシ食いに行くから。これで」

「おい羨うらやましいな佐藤。将来結けつ婚こんするつもりか？」

「まあな。鈴木、お前も頑がん張ばれよ。職場って出会い無いらしいぜ」

「おいおいキツい事言うなよ。同どう僚りようの堅い女の人と仲良くなるさ。ヤバいのは山田だ」

「それ言うなよ。ああオレも高校のうちに女慣れしときゃよかった」

「現実の女の子はアニメみたいに行かないからなあ」

「あ、彼女からメール来た……じゃあそういう事で。それじゃ、な」

「うん、そういう事で。元気でな」

「ん、それじゃあまた、縁えんがあったら」




　世界は、終わった。

　いつまでも続いていく筈はずの『究極天使ラヴリィアイ』の世界は、終わった。

　強大な敵とどんどんバトルする『究極天使ラヴリィアイ』は、終わった。

　世界の謎なぞを次々と明かしていく『究極天使ラヴリィアイ』は、終わった。




　そして、何も残らなかった。







　…………。

「ねえ」

　夢を終え目を覚ますと、至近距離に女の子の顔があった。

「もう朝よ。起きなさいよ」

「……」

　亨は不ふ機き嫌げんな顔を作り、二、三回瞬きをした。

　布ふ団とんに入った姿勢のまま眼球を動かし、棚たなの上にある時計を見る。

　四月十五日、日曜日。午前七時。

　日曜日、午前七時。

「おい」

　眼球を戻し、目の前の『ある日、天から落ちてきた女の子』に視線を戻す。

「何よ」

『天から落ちてきた女の子』白瀬優輝は、何の疑問も持たない声で返事した。

「何よ、じゃない」

　亨は半眼で言った。

「今日は日曜だ」

　なんで休みの日に、こんな早くから叩たたき起おこされなくちゃならないんだ。

「確かに日曜よね」

　優輝は、『カレンダーなら知ってるよ』という顔をした。

「昨日は土曜日だったんだから、当然じゃない」

　悪気は無い。だから厄やつ介かいだ。

「まだ寝ねる」

　布団の中でごそごそ動いて横を向き、優輝から目を逸らす。

「だめ！　起きなさい！」

　優輝は叫びとともに掛かけ布ぶ団とんを掴つかみ、力任せに引っ張った。

「日曜だからってダラダラ寝てちゃだめ！」

　うわあどうですか居い候そうろうの癖くせにこの強ごう引いんっぷり。

「ちゃんと毎日、決まった時間に起きるのよ！」

　ああそういえばコイツと同居して六日、これが初めての休日だなあ。

　気付かなかったけど、こういうポリシー持ってたのか。

「二に度ど寝ねは人生をダメにする！」

　同居して初めて分かる、すれ違ちがいの生活観。分かりたくなかった。

「さあ早く起きて！」

「おいやめろっ布団を引っ張るな掛け布団を取るな今は危険」

「何よー！」

　ばさっ。

　掛け布団が取れた。

「あ」

　優輝は布団を取ったその姿勢のまま固まった。

　こちらの下半身を凝ぎよう視しし、数十秒。

　その顔が、みるみる憤ふん怒ぬの赤色に染まる。

「朝っぱらから何考えてんのよこのバカ男！」

　だから布団を取るなって言ったのに。

「何だと男の朝はこうなんだよ元気な証しよう拠こなんだよお前天使の癖に知らんのかおらー！」

「知るわけないでしょこらっ近寄るなバカー！」

　日曜の朝から、なんでこんなに騒さわいでるんだ。




　起きた以上は仕方ない。そのまま台所へ向かい、朝食の支し度たくをする。

　炊すい飯はん器きに水と米を入れ、洗って『炊すい飯はん』のスイッチを押す。炊たき上がるまでの間に鍋なべに水を張ってコンロにかけ、そのままの動きで冷蔵庫を開けて昨日の残りのサラダと卵と豆とう腐ふを取り出す。サラダをテーブルに置き豆腐を切って鍋に投入、フライパンに油を敷いてその上に卵を割る。じゅうじゅうといういい音が台所に響く。

「はー」

　優輝は背後から、感心したように呟いた。

「慣れたもんねえ」

「まあな」

「ヘンタイの癖に」

「だから別にヘンタイじゃないって」

　言い返しつつ、白く染まってゆく目玉焼きの形を整える。

「……中学の終わりくらいから、一人暮らししてたから」

「なんで？」

　躊ちゆう躇ちよせず聞いてきた。さすが天使だ空気とか読まない。

「家庭の事情。色々あるんだよ最近は」

「へえ」

「そんな事より、お前さ」

　目玉焼き完成。

「お前は、料理とかしないのかよ」

「した事無いよ」

　あっさり返事。まあ天界在住だったんだってんならそうだろうなあ。

「ていうか、料理ってそんな風にやるのね。知らなかったわ」

　六日間ずっとこんな風に料理してたのに。意識してなかったのかひょっとして。

「ねえ」

「何だよ」







[image: ]







「……え、ええと亨、その」

　ぴーっ！

　炊飯器の炊き上あがり音が、優輝の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。

「あ、出来たぞほら」

　梅干の入ったタッパーを更さらに取り出して机の上に置き、朝食の支し度たく完かん了りよう。

「……で、」

　ご飯を茶ちや碗わんに盛りつつ、話しかける。

「さっき何か言いかけたか？」

「い、いや別に、もういいよ」

「何だよ。言いかけたんなら最後まで言えよ」

「え……ええと」

　暫しばらく考え、ふ、と思いついたように梅干タッパーを指差す。

「アンタ、梅干好き？」

「何をいきなりわけの分からん事を」

「いいから」

「……まあ、それなりに好き。それがどうした」

「他ほかには？」

「いや特に好すき嫌きらいは無いよ何でも食うよ……っていうか、それがどうした」

　なんでいきなりそんな話を。亨は優輝の顔をまじまじと見た。

「あ、いや別に、大して意味は無いんだけど」

　優輝は焦あせったように、こちらの視線を遮るように顔の前でぶんぶん手を振ふった。

「その、一回聞いてみたくて。はい以上っこの話終わりっ」

　訳が分からん。

　まあいつも訳が分からんか。思い直し、食しよく卓たくに座る。

「では、いただきます」

　優輝は食卓に座って行儀よく手を合わせ、さっきのやり取りを誤ご魔ま化かすように早さつ速そくご飯をかき込み始める。

「おかわり」

　早っ。

「お前、朝から健けん啖たんだなあ」

　亨は、ハシを掴んだまま声を出した。

「まあね」

　優輝は炊飯器から茶碗にお代わりを盛りつつ、軽く頷く。

「天界ではご飯食べないから、人間界のご飯は美味おいしくて」

「天界でのセフィエルさんはメシ食わないのか？」

「そうよ」

　炊飯器のフタを閉めつつ、白瀬優輝は頷いた。

「天界での私達は本来、ご飯も睡すい眠みんも何もいらないし死ぬ事もない。人間とは全く違う発想や生態なの。人間界に積極的に興味を持つ事も滅めつ多たにない」

「へえ」

「それが人間界に降りると、人間の発想と生態になるのよ。

　……そういう意味では、天界の『セフィエル』と人間界の『白瀬優輝』は、全くの別人格。記憶が連続しているだけの完全な別人と言っても、別におかしくはないね」

「…………そんなモンなのか」

　まあ、別にどうでもいいけど。亨は思いつつ味み噌そ汁しるをすすった。

　天界とやらには別に用は無いし、これから用事を作るつもりもない。

「さて、天界の話が出たところで」

　優輝は二杯はい目のご飯を机に置いて着席し、顔をこっちに向けた。

「いい機会よ。ご飯を食べながら今朝のミーティングをしましょう」

　日曜の朝から、なんかめんどくさそうな事言い出したぞ。

「何だよ。ミーティングって」

「これからのバトルについてのミーティングよ」

　ご飯にハシを突っ込みつつ、断言。

「当然でしょ」

　亨は、心の底でふう、とため息をついた。

「まずさ、三日前のベルセルメルゼルだけど」

「ああ」

　名前とともに、思い出す。

「ベルセルメルゼル……ね」

　その文字列とともに、三日前の感触が蘇よみがえる。

　こちらの顔面に肉にく薄はくする黒い上品な布切れ、両頬に押し付つけられる白く健康的な脚あし、腰こしに跨るちょうどいい重量、接せつ触しよくする形のいいお尻、仄ほのかに伝わってくる体温。

「おお……」

　見上げると、その幼さの中にも確かな将来の輝かがやきを感じさせる色白美白の顔と芸術的なまでにツヤツヤの黒髪、男に慣れない乙女おとめな雰ふん囲い気きを身に纏まとい、それらを踏ふまえたその上で更にその身体つきはあくまで大だい胆たんにアンバランスな魅み力りよくを醸し出す。優雅にしかし迫はく力りよくのある胸のサイズとそしてむっちりと肉がついてしかしきっちりと締しまった弾力のある美術品のような太ふと腿ももとそして「ねえ」

「はっ」

　我に返る。

「まだ、精神汚染の後こう遺い症しようが残ってる？」

「多分そうだと思います」

　亨は、無表情で頷いた。

「……アンタ、死にかけたのよ？　間かん一いつ髪ぱつだったのよ？　分かってんの？」

「まあ……一応」

　と言われても、危機発生もその回かい避ひも突然すぎて、正直実感は無い。

　あの直後、ベルセルメルゼルのカマがこっちに向かって迫せまってきたその直後、

　しかしそのカマはこちらに到とう達たつする寸前、空中でいきなり消えた。

　少女の右手に出現したカマは、出現後数秒も持たず消失した。

　全体重をそのカマにかけていた少女は、いきなりの作用点消失で見事にバランスを崩くずして鮮あざやかにすっ転び、そのまま、今まさにお父さんに怒おこられた少女のように「ふえ……」と頭を両手で押さえて起き上がり、そしてそこに「さあ魔族さん、今のお気持ちは？」と突きつけられる彩華の容よう赦しやの無いマイクにとうとう耐えられなくなり涙をこぼし、

　そして、あっさり逃にげた。

　必死に全力全身で走って逃げていった。

　途中、一回コケた。

　ぱんつが見えた。

「黒かった……」

「何が？」

「いえ何でもないです」

「…………」

　優輝は恐おそろしい顔のまま、ご飯を飲み込んだ。

「多分、ＭＰ切れね。『金枝ミストル』を実体化するためのＭＰが、寸前でなくなったのよ。

　……間一髪ギリギリの幸運だったけど、そのあと逃がしちゃったのは不幸だったわね」

「そうだな。捕とらえて情報を聞き出すべきだったな」

「！　やる気出してきた？　その調子よ」

「捕らえて適度な尋じん問もんをその身体と精神に」

「でも、深追いはこっちが不利だし、仕方ないか」

「なんの追いかけて背後から襲おそい掛かってあの細い身体を」

「死にたくなかったら真ま面じ目めになりなさい」

　ハシの先せん端たんが、喉のど元もとに突きつけられた。

「はい」

　ハシが戻もどった。

　そのまま、ブスッという凶悪な音とともに目玉焼きの中心に突き刺さされる。

　黄身が、血みたいに垂れて流れた。

「ふん」

　優輝はなんかとても不機嫌に鼻を鳴らし、白身を引きちぎって口に入れた。

「あいつは、また来るわ」

「また来るのか……そうか……」

「そうよ。アンタを殺しにね。ルキッフは三角派アデイシヤスでベルセルは星型派ツアーカブ、違う派は閥ばつに属ぞくしてるからあの両者が協力する事は無いでしょうけど……

　……でも、どちらにせよこれはもうちょっとした天てん魔ま大戦よ」

「戦争かよ」

「こっちのＭＰがアンタ頼だよりってのがキツいわねえ。

　……ま、戦争には状況がつきもの、いちいち不満言ってても仕方ないわ」

「戦争はいいが、犠ぎ牲せいになる一いつ般ぱん市民のことも少しは考えようぜ」

「そうね。一般市民が犠牲になる前に何とかしなきゃ」

「早くもここで一人犠牲になっていますが」

「え？　大変。どこで？」

「皮肉の通じる相手じゃなかった」

「何が？」

「いえ、別に」

　亨は無心でお茶を入れ、すすった。

「という訳でとりあえず、やれる事からどんどんやっていきましょう」

　優輝は、ご飯を食いつつ器用に喋しやべる。二杯目の癖に早い。

「さしあたり、ベルセルの能力分ぶん析せきよ。奴やつの現世干かん渉しよう力の性質を探さぐってみましょう」

「頑張れ。応おう援えんしてる」

「アンタも参加するのよ！　なんで他人事みたいに」

「なんで他人事じゃないんだよ。こうなった責任はお前らだろ」

「責任の所在はさて置いて」

　さて置くな。

「現実的には、二人協力して戦うのが唯ゆい一いつの策なのよ、分かる？」

「分かるけど」

「ほら、『究極天使ラヴリィアイ』の二話で、主人公が言ってたでしょ。『それしか道は無い、けどそれなら道はある。なら、全力でその道を行くだけだ！』って。カッコいい台詞せりふじゃないの。見習いなさいよアンタも」

「お前、あれ見たのかよ」

「うん。彩華にＤＶＤ借りて昨日三話まで見た。面白おもしろかった」

「あっそ」

「……アンタさあ」

　優輝は、ジトッとした目でこっちを見上げた。

「前も言ってたけどさ、なんでそんなにシラケてんの？　去年までは熱い魂たましい持ってたんでしょ？　彩華と一緒に部活も頑張ってたんでしょ？　今のアンタ、根本的に枯かれてる」

「……」

「……ま、いいわ」

　優輝は空になった茶碗を、こん、と机に置いた。

「じゃあ、一方的でもやるわよ、まずベルセルの能力だけど」

　ご飯を片付け、今度は目玉焼きに止とどめを刺しに向かう。

「ヤツの能力は、あの黒い大渦うずね。出現の時、空に出てきた黒い闇やみみたいなの」

「はあ」

「あれで人間界の任意二空間を擬ぎ似じ的てきに連結させ、両者の相対空間距離を実質ゼロにする事によりあたかも片方から片方へと平行空間移動を」「つまりワープか」

　…………。

「気安い翻ほん訳やく止やめてくれる？」

「分かりやすくていいだろうが」

　亨は、ずずずずずす、と、わざと音を立てて味噌汁をすすった。

「……どんな種類の技わざなのか、どのくらいの距離を移動できるのか。それは分からないけど……三日前、発動を実際にこの目で見て、その特とく徴ちようと弱点くらいは分かった」

「何だよ」

　義務と思ったので、一応聞いてみる。

「消費するＭＰが、半はん端ぱなく大きいのよ」

　優輝は得意気に答えた。

「そうか」

　亨は、深く頷いた。

「何よ」

「もうお前もＭＰって言い方に馴染んだな」

「アンタに合わせてんのよ！」

　怒った。

「①あのカマの実体化が数秒しか持たなかった。②その一いち撃げきをミスった後、再び黒渦を作るでもなく『足で走って』逃とう走そうした。③三日経たった現在まで再侵しん攻こうして来ない。

　以上の三つの事実から明白。アイツは酷ひどく燃費が悪い。あの黒渦を作るには大量のＭＰを消費するし、そしていったん作ったらそれを維い持じし続ける事も出来ないのよ。

　……つまりヤツは、空間移動直後は必然的にかなりのガス欠状態！」

　亨は茶碗を空にし、ハシを置いた。

「そして更に、最初に黒渦が出現してからヤツの身体が出現するまではかなりのタイムラグがある。以上の事実を考こう慮りよすると、必勝パターンはシンプルな一つ！」

　こっちはご飯一いつ杯ぱいだけで朝食終しゆう了りよう。朝からガンガン食う優輝はおかしい。

「黒渦が出現したら即そく座ざに私にＭＰ充じゆう電でん開始！　ヤツの身体実体化と同時に全力攻こう撃げき！　以上一撃でヤツのイヤリングを破壊し勝利！　これしかないわ！」

　食事中に立つな。食事中に右手で天を指差すな。

　…………。

　暫くの間を空け、優輝は再び口を開いた。

「言っとくけどね」

　立ったまま、思いっきりジト目で見下ろしてくる。

「普ふ通つうにやりなさいよ」

　両手を腰に当て、やけに尊大な態度。

「何をだよ」

　とっとと座れっつうのに。

「普通に物理接触して、そのまま普通に接せつ触しよく維い持じしてなさいって言ってんの！」

　なぜか顔を真っ赤にして、不自然な大声で言う。

「普通にしてれば、あんな事にはならないんだから！」

「あんな事……ああ」

　ルシファアの時の、あの状態ですか。確かにあれは困るな。部室の床ゆかとか汚よごれたし。

「普通にやりなさい。絶対だからね」

「はいはい」

　くすぐったり引ひっ掻かいたり弄いじったりしません。余裕のある時しかしません。

「ふん」

　優輝は思いっきり鼻息を吐はいて、どすっ、と再び座り込む。

　そして、そのまま無言で三杯目のお代わりをこちらの鼻先に突きつけた。

「色気より食い気か」

「うっさい！」

　茶碗を受け取り、炊飯器のご飯の残りを全部ぶち込みつつ、亨は思う。

　そもそも、おれは警護対象の筈だろ。なんでバトルに強制参加する事になってんだよ。

　天界とやらがとっとと援えん軍ぐんなり代わりのイヤリングなりを送ってくれれば、それで万ばん事じ解決じゃないか。人間と天使は体感時間が違うだか何だか知らないけど、もうちょっと急いでも罰ばちは当たらないだろうに。十年後にやっと援えん軍ぐん到とう着ちやくとか、そんなどうしようもないオチが待ってるんじゃないだろうな……

　…………。

　そこまで考えて、ふ、と思い当たる。

「ちょっと待て」

　ご飯満まん載さいの茶ちや碗わんを優輝に渡わたしつつ、言う。

「何よ？」

「今、気付いたんだけど」

「何よ？　最初から言ってるけどね、アンタの協力がないと……」

「いや、それは置いといてさ」

　そういえば、今までそんな事考え付かなかったけど。

　というか、努めて関かかわらないように、考えるのを放ほう棄きしてきたけど。

「これって、いつまでやるんだ？」

「『これ』、って何？」

「いや、だからさ」

　亨は炊飯器のフタを閉じつつ、口の中だけで呟いた。

「おれ、いつまで魔族に追われてなきゃいけないんだ？」

　その方法でベルセルメルゼルを倒たおして、その後ルキッフもどうにかして倒したとして、

　そして、その後どうするんだ？　根本的には何一つ解決してないぞ。

　また新しい魔族が、他の派閥のヤツなり同派閥の幹部なりが出てきてまた戦うのか？

「ああ」

　優輝は、ポン、と手を打った。

「そりゃ当然、」

　手を打って、平気な顔で言う。

「アンタが、火魅亨が死ぬまで数十年。つまり一生」

『なんでそんな当たり前の事を聞くのか分からない』という顔で、一言。

「ああなるほど」

　亨は、お茶を飲んだ。

「あ、でも大丈夫よ。心配しないで」

　優輝は三杯目のご飯を食べ終わり、空になった茶碗を机に置いた。

「私、一生アンタの傍そばにいてあげるから」

「ああなるほど」

　亨は、お茶を飲んだ。

「ぶばっ！」

　吐いた。




「だ……」

　お茶は、思いっきり気管に入った。

「だ…………お、……っ、は」

　言葉にならない。

「どうしたの？　大丈夫？　気をつけてよ」

　目の前の少女は、きょとんとした顔でこっちを見ていた。

「一生、って、……が…………げふ！」

　激しく咳せき込んで喉のどと舌を叱しつ咤たしつつ、その顔をまじまじと見返す。

「何？」

「お……お……」

　一生って。一生傍にいるって。

　それはつまり。

「えっとね、アンタがこれから数十年生きて、」

　優輝は、分かりの悪い生徒を前にした家庭教師のように、丁てい寧ねいに続ける。

「で、めでたく無事寿じゆ命みようで死んだら、私『白瀬優輝』はそこから『世界の卵ユグドラシル』を回収。

『白瀬優輝』の役目はそこで終わり。元の『セフィエル』に戻る。めでたしめでたし」

　お前百歳さいまでワシは九十九歳まで。それはそれはなんとも幸せそうな老後で、

　全然シャレになってない事に気づいて途中で止める。

「お……お、か、げふ」

　いい加減に喋らせろ。いい加減に気管から出て行けこのお茶はっ。

「まあちょっと時間がかかるけどさ、気にしないでよ。『白瀬優輝』は人間並みの寿命しかないけど、『セフィエル』はほぼ不変不ふ滅めつの存在だから。大丈夫よ」

　うわあこの人何にも分かってない。白瀬さん根本的に何にも分かってない。

「ほ」

　ごほっ！　という最後の咳せきとともに、やっとお茶が気管から出て行った。

「他に」

　ひゅー……と息を吸い込み、声を出す。

「他に方法は！」

「え」

「おれが死ぬ以外に、『世界の卵ユグドラシル』とおれを分離する方法はないのか？」

「なん……」

　優輝は、気け圧おされるように怯ひるんだ。

「なんでいきなりそんなやる気を！」

「いいから答えろ、おい」

　冗じよう談だんじゃない。一生って何だ一生って。五十歳や六十歳になっても天てん魔まバトルやれってか。弱じやつ冠かん十六歳にして、なんでそんなステキな人生を確定されなきゃならないんだ。いやその前に、『一生傍にいる』って何だよ。それはつまり、この目の前の少女と一生このままこうして生きていくという事で、それはつまり

「だから、おれと『世界の卵ユグドラシル』を分離する方法は」

　やばい。これはヤバい流れだ。本能で確信。こここの場面で踏ん張ばらないと、おれの人生においてとても重大な事がこの場で確定してしまう。ここで踏ん張らないとおれの一生がこの時点でかなり確定してしまう。これはまずいですよおおおおおおおおおお。

「え」

「方法は、他に方法は無いのかよ！」

「あ……」

　優輝は、なぜか目を逸らした。

「他の方法……って」

「そう言えば！」

　思い出した。そういえば以前、ルキッフとやらが言っていた。

『殺すのともう一つ、方法はあるが……男であるこの身には不可能』

「あるんだ！」

　道が見えた！

「そう、そういやあいつ、言ってたよな！」

　ああよかった人生確定せずにすみそうですよよかったああああああああああ。

　おれと『世界の卵ユグドラシル』を分離するには、死ぬとは他に『もう一つの方法』がある。

　それは、男には出来ない方法らしい……がコイツは、白瀬優輝は女だ。

「その方法は！」

　机越ごしに身を乗り出し、逸らされる優輝の目を追いかける。

「あ、」

　優輝は目を逸らしたまま、なぜか頬ほおを染めて小さく言った。

「ある……けど」

「やっぱり！」

　よかったあああああああああ！　思わず心の中でガッツポーズ。いや別にアレです。その何だ。なんせ、いかんせんおれはまだ十六歳の高校二年生な訳でありまして、その立場としてはこんな風にいきなり一生を決められるのはやはりどうかと思うのですよ。これからの人生でどんな出会いがあるかも分からないし！　ひょっとしたら幼おさな馴な染じみのあの子がひょっとしたらとかそういう選せん択たく肢しもあるかもしれない訳でして！　さあ天使さん落ちてきました。という訳で今後の人生全部確定しました。では以後数十年間お幸せに。ってそういうトントン拍びよう子し的なアレは、なんか違うと思うんですよ実に！

「じゃ、」

　うん、と頷き、断言する。

「それ、やろう。今」

「え」

　優輝は一いつ瞬しゆんこっちを見て、そして物もの凄すごくうろたえてまた目を逸らした。

「ほらやるぞ今すぐ。ちょうど今日は休みなんだし、今ここで」

「え」

「以後の事はとりあえず後で考えるとして、まずそれだけ済まそう。な」

「あの、アンタ、ええと」

　その顔が、なぜか真っ赤になった。

「……い、意味分かって言ってんの？」

「意味なんて知るか」

　なんで勿もつ体たいぶるんだ。早く内容を言え内容を。

「あ、えっと亨、あのさ、その『もう一つの方法』ってのは、さ」

「方法ってのは？」

　ずい、と迫る。

「わ」

　優輝は、焦ったように息を吐いた。

「わ、私その、まだ覚かく悟ごが」

「覚悟？」

「私はまだ高校生で」

「は？」

「まあ……人間界で数十年も一緒にいたらそういうのも仕方ない。そりゃセフィエルはそのつもりで来たわけだけどさ、けど実際白瀬優輝の身としては、その」

　あらぬ方向を見つつ、口の中でブツブツと言いい募つのる。

「何言ってんだお前」

　更に迫る。

「わ」

　優輝は、その分後ずさった。

「あ、えっとゴメン今話す。つ……つまり、その『もう一つの方法』ってのは」

　その口が、ある単語を呟つぶやこうとした、その瞬しゆん間かん、




　しゃりーん。




　聞き覚えのある、鈴すずを鳴らしたような音が、その翼つばさから響ひびいた。

　具体的には、三日前ベルセルメルゼルが出現した時のと同じ音が、響いた。







七章　世界の火魅亨







「！　来た！」

　優輝は、むしろ助かったとばかりに上を見上げ、叫さけんだ。

「ちょっと亨！　上見てよ上！」

「何が！」

「あの……上！　天てん井じよう！」

「いいから言え！　先にその『もう一つの方法』を！」

「いいから上を見なさいよ！」

「だから、それより先に……」

「うりゃ！」

　ごき。

　こちらの顔を無む理り矢や理り掴つかみ、力任せにねじった。

「上を見ろ！」

　あの世が見えそうになった。

　上が、天井が見えた。

　天井に、黒い渦が出現していた。

「ベルセルメルゼル！」

　こちらの首を不自然な方向へねじったまま、優輝は水を得た魚のように叫んだ。

「三日ぶりね！　使ったＭＰが、やっと回復したって訳か！」

　黒い渦が、その大きさを増してゆく。

「でも、遅おそかった！　遅かったわねベルセルメルゼル！」

　黒い渦の中に、黒いシルエットが浮かび上がる。

「さっきちょうど、アンタの対策は完成した！」

　黒いシルエットが浮かび上がる。低い背せ丈たけ、おかっぱの髪かみ、三日前と同じ姿――

「私はもう準備万ばん端たん！　短い付き合いだったわね、これで終わりよ！」

　――いや。

　亨は、黒い渦を見上げつつ思った。

　三日前と同じじゃ、ない。

「さあ亨！　手を出だして！　合体するわよ！　合体して戦うのよ！」

　黒い渦に映し出されるシルエットが、三日前と微び妙みように違う。

　三日前は、ベルセルが着ていたゴシックでロリータな服装のそれだった。

　今日は違う。何だか、身体のラインがそのままシルエットになっているような――

「どうしたの亨！　早く！　ベルセルメルゼルが実体化する前に、私にＭＰを……」

　可能性は？

　亨は、黒い渦を見上げつつ考える。

　考えられる可能性は？　昨日とシルエットが違う、その理由は？

「こら、何してんの、早く――」

　黒い渦の中、シルエットだった人ひと影かげが形を持ち始める。

　黒一色の影かげ絵えに、色がつき始める。白い肌はだ、黒いおかっぱ髪、そして――

　その身を包つつむ、紺こん色いろのスクール水着。

「は？」

　スクール水着？

「亨！　何してるの！　今は考える必要なんて無いの。出現即そく一いち撃げきでいいのよ！」

　ベルセルメルゼルが、出現した。

　スクール水着を着た少女が、上空に出現した。

　少女が、天から降ふってきた。

「お」

　少女は、そのまま墜つい落らくしてきた。

「ぐはっ！」

　何だか柔やわらかいものに顔面直ちよく撃げきされ、それと一緒に机の上から転がり落ちる。背中と後頭部に鋭するどい痛み、そして直後、上半身の上に重量感。三日前とまったく同じ姿勢。

「どうも……」

　頭上から、あの時と同じ声がした。

「ベルセルメルゼル…………です」

　スクール水着の少女は、こちらの身体に跨またがったまま、遠えん慮りよがちに名前を言った。




「いやあまたキミに会えるとはねえ」

　亨は即座に立ち上がり、スクール水着の少女の隣となりに座すわって語りかける。

「これはもう運命というヤツかもしれないね。とても嬉しいよ」

「ど、どうも……」

　少女は座ったまま、緊きん張ちようしたように俯いた。

「そう言ってくださると……」

　頬を染めて長いまつげで瞬まばたきし、おずおずと、そっと口を開く。

「……わたし……嬉しいです……」

　うわあどうですかこれ。どうですかこの表情。

「…………えへへ」

　うわ笑った。スクール水着着て笑った。なんと言うかこれはアレです。その童顔と、しかし紺色のスクール水着を中から押おし上げるその身体の調和はまさに、なんというかその実にけしからん光景です。ギリギリです。もう反則です。ていうかむしろ犯罪です。しかもただの犯罪ではなく児童福ふく祉し法ほうとか青少年健全育成条例とかそういう方面のシャレにならない系のに引っかかりそうです正直ギリギリです。

「えへへ……」

　スクール水着の少女は、悪戯いたずらっぽく笑う。

「おお……」

　正直ギリギリです。でもギリギリセーフです。ギリギリで生きてます自分！　あくまで合法ですそこらへん誤解しないように！　ていうかそもそもスクール水着って子供の運動着じゃないですか！　それを子供が着てどこが悪いんですか！　むしろ当然ですよ。その着用場所がたまたま室内であるというだけの話であって全く違い和わ感かんの無い状じよう況きようであり誰だれに何を言われる筋合いは無いじゃないですか！　繰くり返かえしますがあくまで合法です！　これはごく自然な光景ですから皆みな様さま誤解の無いように通報すんな！

「亨！　何してんの！　何ブツブツ言ってんの！」

　なんか遠くから声が聞こえますが、現状全く関係ないですね！

「そいつから離れなさい亨！　戦うのよバトル開始よ私と合体すんのよコラー！」

「ところでベルセルメルゼル君」

「こらこっち向けー亨！　こっちに手を伸のばせー！」

「突とつ然ぜんの来訪じゃないか。ちょっと驚おどろいてしまったよ」

「ちょっと亨！　なんでアンタ歯光ってんの？　どういう理論で歯が光るの？」

　今いいところなんだ。何だか知らんが静かにしろ。

「今日は何用で？」

「あ…………あのぉ……」

　ベルセルメルゼルは顔を赤らめたまま、その小さな口をおずおずと開いた。

「先日は……その、すいませんでした……」

「ん？　何か謝あやまられるような事があったのかなあ。すまない思い出せないよ」

「亨、私の顔を見ろー！」

「あ、あの……」

　可か憐れんな少女は、上うわ目め遣づかいでおずおずと呟く。

「…………すいませんでした……わたし」

　見ましたか涙なみだ目ですっ。スクール水着に涙目ですこれはもうひとたまりもない！

「今日は、そのお……」

　うわっ上目遣いだあああスクール水着の少女が上目遣いだあああああ

「わたし……やっぱり、殺すとかは、出来そうにないですし……」

　頬をかすかに染めてこっちを上目遣づかってますありがとおおおお世界よありがとおおお

「『もう一つの方法』を、達成して来いと、上司に言われて……」

「上司？　成なる程ほどさては三日前君に悪あく辣らつな命令を出したのもそいつだね？」

「…………あ。それは……」

「いやいやいいんだ。答えなくていい君にも立場があるだろうからね」

「おい亨！　ははーんシカトでしょ！　シカトでしょこれ！」

「でも、もうあんな辛つらい事はしなくていい。さあ一緒に『もう一つの方法』を」

「う……」

　ベルセルメルゼルは頬を染め、目を逸らして微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい……です……」

「いやいやいやいや」

「…………わたし……今日は、怒られると思って、ここに……」

「いやいやいやいや泣いてはいけないそう今泣いてはいけない」

「亨さん……」

「そうだ。その涙は全すべてが終わった時の為ためにとっておくんだ」

「亨さん…………優やさしいです……」

「おい亨。さてちょっとこっち向こうか痛い目見ないうちにこっち向こうか」

「なあに大した事じゃないさ。さあ一緒に『もう一つの方法』を」

「亨」

　横から、殺気がした。

「ん？」

　亨は、殺気の方を見た。

　殺気から飛来した光の槍やりが、顔面に命中した。




「あのお……」

　亨は台所で正座しつつ、目の前に立つ天使を見上げる。

「痛いん、ですけど……」

　台所に正座。しかも板の間。

　正座ですよ正座。自分ちの台所の板の間で、居い候そうろうに見下ろされて正座。

　どういうシチュエーションですかこれは。なんでこんな理り不ふ尽じんな目に遭あうんですか。

「なんか言った？」

　目の前に仁に王おう立つ女の子白瀬優輝は、永久氷河のような形相でこちらを見下ろした。

「いえ……別に」

　亨は、冷ひや汗あせだっぷりしつつ目を逸らした。

「ひーん」

　隣で同じく正座するベルセルメルゼルが、悲痛な悲鳴を上げる。

「痛いです……」

　そりゃあ、スクール水着の生足で板の間はキツいだろうなあ。

「おい、これ可哀かわい想そうだろ」

　亨は目の前の仁王を見上げ、抗こう議ぎした。

「捕ほ虜りよの虐ぎやく待たいは紳しん士し協きよう定ていに違い反はんするぞ」

「……亨さん…………優しいです……」

「紳しん士しとして捕虜にニーソックス一式の支給を要求する。太ふと腿もも半ばまで覆おおうやつ」

「死ぬか？　今ここでこの槍で死ぬか？　私、仕事もう終わっていいか？」

「すいません」

　謝った。

「いやあ……そのお……」

　遠慮しいしい、おずおずと口を開く。

「その……ほら、……話し合いも必要かなー……と、思いまして……」

「へえ」

　優輝は、にっこり笑った。

　そしてその手の槍を掲かかげ、その穂ほ先さきをとん、とこちらの右みぎ肩かたに載のせる。

「あの、優輝さん、これは……」

「言い忘れてたけど」

　優輝は、にっこり笑った。

「『金枝ミストル』って、それぞれの干渉力発動の触しよく媒ばいになるものなの」

「はあ」

「因ちなみに私の力は雷かみなりと光」

「なるほど」

「つまりこうすると」

　槍が光った。

　槍が、ばちばちばちばちばちという剣けん呑のんな音を発し始める。

「あ……え？　あの優輝さん一体何がぎゃあああああああああああああ」

　光と音とともに、肩かたにちょっとシャレにならない強きよう烈れつな刺し激げき。

「あっちょっと待ってこれ何だこれこの槍なんでこんな痛いのなんだこれその穂先にどんなギミックがぎゃああああああああちょっとマジ痛い止めてとりあえず止め」

「だから言ったでしょ電気」

「あっちょっとそんな重要な設定をこんな場面で明かすんですかちょっとあっ痛い痛いマジでこの槍痛いってちょっと電気は本当はシャレにならんからマジでこんな事すると神経とかに後遺症残るからマジでやめよう痛ちょっと痛いってあぎゃあああ」

「大だい丈じよう夫ぶ。これ人間界の電気じゃないから。天界電気だから」

「なんじゃそりゃあああああああああああああああああああああああ！」
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　止まった。

「で？」

　優輝は光の槍を持ったまま、にっこりと笑った。

「なんか言った？」

　うわああああああ怖こわいですこの天使さん怖いですよおおお。

「いえ……その」

　槍の柄つかに添そえられた優輝の手を注視しつつ、亨は口を開いた。

「あの、本人が、話し合おうって言ってますし……」

「ほお」

　ああああああ優輝が怖いよおおおお正座してる足も痛いよおおおお。

「ちよっと……話を聞いてもいいかなー……って」

「わたしもその、今日は話し合いに……」

「三日前は殺しに来たくせに！　都合がよすぎるのよ！」

「…………ごめんなさい……」

「おい泣かすな。少女を泣かすな」

「あぁん？　なんか言ったかクズ！」

　うわあん居候にクズって言われたあ。

「…………えっと……その」

　恐きよう怖ふの獄ごく卒そつに対し、気き丈じようにもベルセルメルゼルは口を開いた。

「実はわたし、」

　あっ。今気付いたけど優輝の槍はこっちの肩に載ったまんまだ。どうもこれは、この子が優輝の機き嫌げんを損そこねたら電でん撃げきはおれの方に来るシステムみたいです。凄すごい理不尽。

「今日は、『もう一つの方法』を、亨さんに提案しに……」

「『もう一つの方法』」

　亨は槍から意識を外し、正座しつつそっちを向いた。

　そう『もう一つの方法』やっぱり、あるんだ。

　それなら、殺されなくても死ななくても『世界の卵ユグドラシル』を、取り外せるんだ。

「その方法って、一体？」

「…………あの」

　ベルセルメルゼルは頬を赤らめ、言葉を続ける。

「『世界の卵ユグドラシル』の所持者が天使や魔ま族ぞくと接触すると、ＭＰが流れ込みます」

　言いながら目を逸らし、そっぽを向く。

「その量は……接触の……ええと、濃のう度どに比例します」

「そうらしいね」

　亨は、初日優輝に聞いた事を思い出した。近づけば近づくほど、接触面積が広ければ広いほどＭＰ流入の効率は上がる。『接触の濃度』っつう単語はアレだけど。

「………そして……」

　その声が、どんどん上うわ擦ずっていく。

「最終的には……その、究極の形は…………」

「ふむふむ」

　そういえば考えなかったけど。接触よりもっと上の方法があるんだろうか。

「ええと……」

　おかっぱの後ろ姿が、言葉を重ねてゆく。

「『世界の卵ユグドラシル』所持者と、天使や魔族が、男と女の……つまりその」

　上擦ったような、熱に浮うかされたような言葉が、台所に響く。

「……結ばれれば、いいんです」




　は？




　おかっぱスクール水着少女は、そっぽを向いたままぽつぽつと言葉を続ける。

「この……服装は、その為の…………」

　脳天から湯気を噴ふきそうな勢いで、思い切ったように言葉を続ける。

「その、『もう一つの方法』を、スムーズに行う為って、上司に渡されて」

　あっちょっと上司さんと一回会って話してみたいなあ。

「で……」

　スクール水着の少女は、ふっ、と熱っぽい息を吐いた。

「『世界の卵ユグドラシル』の所持者と、天使や魔族が……つまり、亨さんとわたしが…………その、男と女の結びつきをす、すると……『世界の卵ユグドラシル』は、亨さんとわたしの、両者の共有となるんです。……殺して奪うばうより、とても効率的にＭＰを取り出せて……」

「あの」

　亨は、優輝を見上げた。

「その、優輝さん」

　槍を持った天使は、無言で震ふるえていた。

「なんか貴方あなた、今」

　顔を真っ赤にして、物凄い顔であらぬ方を凝視。

「物凄く怒って……」

「うるさい」

　槍が光った。

「あっ。あのそのちょっとなんかさっきとは比べ物にならんほど光ってあっちょっと貴方やっぱり物凄く怒ってますねやめてあのなんで怒ってるのごめんなさい反省しましたやめて虐待禁止ですっああ成なる程ほどこれがいわゆる抽ちゆう象しよう化かされた暴力表現ってやつですか鼻の軟なん骨こつへし折るとかのリアリティ人体破は壊かいを感じさせず現実的な後こう遺い症しようや治ち療りよう期間も存在せずしかし着実にダメージを与あたえる技でそれ故ゆえにその暴力上限も瞬しゆん間かん的てき無制限に設定できるというなんとも便利な概がい念ねんでああいやすいません調子乗りました木こっ端ぱの分際で喋りすぎました優輝さんっちょっと強いマジ出力強い痛い痛いちょっとマジ痛いっあああああああああああああああああああああああああああああ」







八章　乱入の黒くろ部べ理り香か







「はじめまして……みなさん」

　四月十六日、月曜日。日曜日の次の日。

　その転校生は、教きよう壇だんに立つ寒村先生の横で、丁寧にお辞じ儀ぎをした。

　低い背丈が更に低くなり、黒く艶つややかな髪が肩にさらさらと流れる。

「わたしは……その、」

　転校生は頭を深々と下げつつ、自分の名前を言った。

「ベルセルメルゼル…………あ、いえ、その、」

　静まり返るクラス全員の前で、転校生はたどたどしく自己紹しよう介かいを続ける。

「黒部理香……です」

　ベルセルメルゼルは、黒部理香と名乗った転校生は、頭を上げた。

　それが合図であったかのように、クラス中が静かにざわめき始める。

　優輝に続いて二人目の転校生かよ。誰だあの子は。中学生か。それにしちゃあスタイルが反則過ぎる。そもそもなんで中学生が高校に転校して来るんだよ。

　そんな感じの言葉が、水の上の漣さざなみのごとく広がってゆく。特に熱心なのは男子生徒だ。そりゃそうだ。健全な男子高校生としては、騒がない方がおかしい。

「おお」

　勿もち論ろんその一人、亨も例外ではない。

「本当に来たんだ、あの子」

　だが、亨の感激は他の連中とはいささか種類が違ちがう。他の連中が衝しよう撃げきのファーストインパクトだとしたら、こちらは内部まで響く重量級のヘビーインパクトだ。驚くべき事が予告され、そしてそれが違たがえず目の前で実行された衝撃。

　本当に来た。この子。本当に人の戸こ籍せきを手に入れて（現世干渉だっけ？　まあそういうモンです）そして、本当に転校してきやがった。これはどうも本気みたいですよ。

「おい、亨ちゃん」

　後ろの席から声がした。

「あの子、前に河か川せん敷しきで見た魔族ちゃんじゃん」

　声の主は、勿論部長。

「どういう事だ。説明したまえ」

「いや、あのその」

　亨はなぜか焦あせりつつ振り返り、必死で言葉を探さがす。

「ちょっとした事情がありまして」

「魔族の事情かね？」

「ま、まあそうです」

「ほうほう！」

『取材用ノート』を取り出し、にやりと笑った。

「後で、全てを話すように。分かったな火魅部員」

「あ、あの」

　あの子は、おれと『男女の関係』になる為に、ここへ来たんです。

　その手段として、まずは近づく為にこの学校に乗り込んできたんです。

　……なんて事を、この人にどう説明すればいいんだよ。

「どうした。何をうろたえている火魅部員」

「いやあ、はっはっはっは」

　とりあえず笑って誤ご魔ま化かす。ああおれっていざとなると弱い。

「何油断してんのよ、バカ」

　隣の席から、物凄く不ふ機き嫌げんな声がした。

　声の主は、優輝。物凄く不機嫌に眉み間けんに皺しわを寄せている。

「アイツは敵なのよ？　アンタの『世界の卵ユグドラシル』を狙ねらってるのよ？」

　そんなに物凄く皺を寄せたら、癖くせになっちまうぞ。

「ちょっと見た目可愛かわいいからって、デレデレしてんじゃないわよみっともない！」

「ちょっと待て。見た目の可愛さが何か天魔バトルに影えい響きようするのか火魅部員？」

「いや、はっはっはっは」

「ジャパニーズスマイルがうまくなったな火魅部員」

「いやっはっはっはっは」

　などという事を、三人でヒソヒソやっていると。

「おい。そこの三人」

　寒村先生に指差された。

「お前ら、転校生の黒部と知り合いなのか？　友達か？」

「あ」

　亨は前を向き、顔を教壇の方に向けた。

　ベルセルメルゼル……人間界名黒部理香と、モロに目が合ってしまった。

「まあ、その、ええと」

　真まっ直すぐでつぶらなその瞳ひとみに見つめられ、焦って口を開く。

「し、知り合い……です」

　そのつぶらな瞳が、ちょっと潤うるんだ。

「と…………友達……です」

　そのつぶらな瞳が、心底安心したように綻ほころんだ。

　うわあ可愛いですよこの子。亨は思わず頷うなずいた。本当に反応が素す直なおで、そう他の連中とは全然違う。この子はちょっと殺人未み遂すいしたけど本当はいい子なんですよ！

「ま、前に、おれの家に遊びに来た事ありまして」

　どよっ、とクラス中がどよめいた『女の子が、男の家に遊びに来た』。高校の教室で口にするにはちょっとばかり破は壊かい力りよくの強すぎる台詞だったかもしれない。より正確には『女の子が、男の家に男女の関係になりに来た』んだけど。

　寒村先生はそれに構わず、ロボのような動きで人差し指を移動させ、その指先をそのまま黒部理香に向ける。

「よし、じゃあ黒部」

「は、はいっ」

　箱内高校の制服に身を包んだ少女は、先生の言葉にビクッと身をこわばらせた。

「じゃあ、暫しばらくは亨に面めん倒どう見て貰もらえ。学校の事を教えて貰え」

「は……」

　黒部理香は突然の言葉に瞬きをし、そして恥はずかしそうに頷いた。

「はい……」

　頷いたままはにかんで、頬をかすかに染めてそっと呟く。

「よ、よろしくお願いしますっ」

　低い位置から！

「色々、教えてください……」

　上目遣いで！

「……わたしに」

　頬をかすかに染めて、蚊かの鳴くような囁ささやき声！

「お任せください寒村先生」

　亨は宣言し、立ち上がった。

「直々の御ご下か命めい謹つつしんで拝領させていただきますこの火魅亨に全てをお任せください」

「どうした亨。別に立ち上がる必要は無いぞ」

「いえ不ふ肖しよう火魅亨、寒村先生のお考えにいたく感動し是ぜ非ひとも起立したく」

　立ち上がったままきりりと教壇を見上げ重々しく頷きつつ、宣せん誓せいを続ける。

「魔族にも友情は存在しますよねサムソンティーチャー！」

「いやいや先生まだ二十歳はたちちょいなんで世代が違うんで」

「この火魅亨、未熟な存在ではありますが粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚悟でこの大任を」「おい亨」

「はっ」

　横からの冷れい酷こくな声に、亨は立ったまま振り返った。

　横に座る少女の翼が、煉れん獄ごくの真しん紅くに輝いていた。

「亨」

　血の色の翼を背せ負おった天使は、机の上で腕うでを組んだままにっこり笑った。

「電気好きか？」

「いえ」

　亨は立ったまま、首を横に振った。

「そう」

　赤い翼を持った少女は、にっこりと微笑んだ。

「なら、座れ」

「はい」

　パブロフの犬のように、大人しく座る。

「おい、どうした亨」

　寒村先生は、不ふ審しんそうな声を出した。

「具合でも悪いのか。なら即座に保健室へ行け教室で死なれると先生の責任になるぞ」

「イイエ、ナンデモアリマセン」

　亨は座ったまま、口を動かした。

「凄い冷や汗だぞ。過去のトラウマでも蘇よみがえ　ったか」

「イイエ、ナンデモアリマセン」

「喋り方かたが機械的だぞ。虐待を伴ともなう洗脳でもされたか」

「イイエ、ナンデモアリマセン」

「まさかイジメか？　イジメは困るぞ先生イジメは困るぞおお」

「いえいえ、とんでもないです先生」

　優輝は机の上で腕を組んだまま、にっこりと微笑んだ。

「イジメなどとんでもない。ちょっとした友人同士のおふざけです」

　優ゆう雅がに微笑んで、断言した。

「どうぞ、お気になさらず」

「そうかそうか友人同士のおふざけかあそれなら安心だ。先生安心したぞ」

「勿論ですわ。うちのクラスにイジメなど存在しません。ねえ亨さん」

「ハイ、ソノトオリデス」

「いやあ良かった。うちのクラスにイジメは確かく認にんできない良かった良かった」

　あっこの先生今保身してます。全力で保身してます。なんてヤツだ。

「それじゃあ、亨の事はとりあえず置いておいて」

　うわっ目を逸そらしたぞ問題から目を逸らしたぞこの野や郎ろうなんて教師だ。

「大道反。お前が担当な、色々教えてやれ」

「あ、はい」

　指差された大道反彩華は、まるで優等生みたいに即座に頷いた。

「分かりました、先生」

　静かに立ち上がり、左手でメガネをクイッと上げつつ右手を転校生の方に伸ばす。

「え、えっと」

　黒部理香は、伸ばされた手をおずおずと握にぎり返した。

「よ、よろしく……お願いします」

「こちらこそ。黒部さん」

「は。はい……ありがとうございますぅ……」

「ところで」

　部長は手を握ったまま、にっこりと笑った。

「入部届けの書き方って分かるかしら、黒部部員？」




　昼休み、部室の戸を開けると中には誰もいなかった。

「なんだ」

　戸を開けた姿勢のまま、火魅亨は呟いた。

「部長、まだ来てないのか」

「さっき、職員室の方へ行ったよ」

　後ろから続けて入ってきた優輝が言った。

「ベルセルメルゼルの入部届けを、先生の所に持っていくってさ」

「なんて手て際ぎわがいいんだ」

　転校してきて、僅わずか四時間弱で勧かん誘ゆう完かん了りよう。早すぎる。

『新入部員の勧かん誘ゆうは早い者勝ちなのだよ火魅部員！』って言うな、きっと。

「余計な事、しなくていいのに」

「お前そういうこと言うな」

　優輝は、ジトっとした目でこっちを見上げた。

　そのまま、ふん、と鼻を鳴らして目を逸らし、そっぽを向く。

「おい優輝、ちょっとお前」

「……」

　腕を組んだまま斜ななめ前方を見つつ、こっちに視線すら寄よ越こさない。

「ふん」

　うわ。こりゃあちょっとかなりイラついてますよ。まあ、魔族が同じ学校へ来てしかも同じ部活へ入ってくるっていうんだからイライラするのも無理はないんだけど、でもなんでおれに怒おこる。八つ当たりは正直やめて欲ほしいです。

「…………ねえ」

　あらぬ方を見たまま、優輝は唐とう突とつに、小さく声を出した。

「アンタ、今日、昼ごはん持ってないでしょ？」

「何かと思えば、またメシの話か」

「質問に答えなさい！　昼ごはん持ってないでしょって聞いてんの！」

　怒られた。なんでそんなイラついてるんだ。

「持ってないよ」

　というか、知ってるはずだろ。亨は思った。

　忙いそがしい日、特に月曜日の朝は弁当なんか作っている暇ひまは無い。

「じ、じゃあさ、」

　優輝は鞄かばんを脇わきに置き、何故なぜか焦った口調で喋る。

「はい」

　そして、鞄の中から小さな四角いものを取り出した。

　布に包まれた箱。お使い包みにされた布の結び目に、ハシが斜めに刺ささっている。

　弁当箱。

「え」

　予想外の事態。目の前に出現した予想外のものに、思わず声を出す。

「何だこれ」

「何だこれ、じゃないでしょ」

　優輝は右手で弁当箱をこっちに押し付つけつつ、左手を腰こしに当て、偉えらそうに言った。

「弁当よ、弁当」

　いや。そりゃあ見れば分かりますが。

「今朝、私が作ったの」

「え」

「あげる」

　ふん、と不機嫌そうに斜め上うえを見上げつつ、弁当箱を更さらにこっちに押し付ける。

「…………」

「…………」

　暫く見み詰つめ合って、そして思わず両手で受け取る。

「……なんでまた」

「ふざけてんの？　アンタ」

　そっぽを向いたままのその背中の翼が、ビカッと光った。

「あのさ、」

　優輝は弁当から手を離し両手を腰に当て、しかしやはりそっぽを向いたまま言った。

「毎日その、ご飯作ってくれてありがとう」

　そっぽを向いたまま瞬きして、チラっとこっちを見た。

「昨日まで気付かなくてごめん。感謝してる」

「あ……」

　不意の言葉に虚きよをつかれ、我ながら思いっきりうろたえる。

　両手で受け取った弁当箱に目を落としつつ、何とか口を開く。

「そ……その」

　物凄く上ずった声が出た。自分自身のその声に余計照れて、空から咳せきをして誤魔化す。

「あ、いや別に、そんな大した事した訳じゃ」

　両手で弁当箱を持ったまま、上うわ滑すべりしそうになる口を何とか押しとどめ、どうにか意味の通った言葉を必死で組み立てる。

「あ、いや、その、別にいつも一人でやってた事だし、」

　おい。どうした自分。どうしてこんなにうろたえてるんだおい。

「あのほら、おれ、この一年間ずっと一人でこうやって過ごしてたし、」

　ちょっと落ち着け自分。落ち着いていつもみたいに軽く流そうよおい。

「他人と一いつ緒しよにメシ食うとかあまりなかったし、休日の朝なんかずっと一人だったし、」

　どうした自分。今朝もさっきも、平気でへらへらしてたじゃないか。

「えっと……」

　空気が固まった。
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「…………」

　向こうも固まった。

「…………」

　うわどうすんだこれ。硬こう直ちよくした空気の中で思う。言葉途と切ぎれるなって。何か言え自分。

「…………その……」

　おい沈ちん黙もくが訪おとずれたじゃないか。ちょっと待て。どうすんだこの空気。

「あ、あのさ優輝、その」

「なに？」

「その……」

　その続きの言葉を口にしようとした、その瞬間、

　部室の戸が、いきなり開いた。

「ああすまんすまん遅おくれたぞ申し訳ない。火魅部員と白瀬部員！」

「ぎゃああああああああああ！」

　心臓が止まるかと思った。

「あああああああ！」

　叫びつつ、部室に突然入ってきた人物の顔を見る。

「あああああ！」

　勿論、部長だった。

「何を叫んでいるんだ、火魅部員」

「い、いえあのその別に大した事はないですねえ優輝君はははははは」

「そうそう別に問題ないよあははははははははははははははやあねえ亨くんはもう」

「なんだかよく分からんが、問題がないなら別に構わんが」

　あっさり言い切った。

　そして振ふり返り、部室の入り口、自分の後ろに立っていた少女を示す。

「では改めて、この場で紹介しよう」

　部長のあとについて、部室へ入ってきた少女は――

「四人目の部員、黒部理香君だ」

　ベルセルメルゼル、黒部理香。今日からの転校生。

「手際いいですねえ」

「新入部員の勧誘は早い者勝ちなのだよ火魅部員！」

　あ、やっぱり言った。

「さてでは黒部部員、改めてこの場で自己紹介を」

「……あ、あの」

　黒部理香は、おずおずと頭を下げた。

「よろしく……お願いします」

　頭を上げ、こちらの顔を見上げつつ、

「火魅、亨さん……」

　名前を呼んだ。

「ありがとうございます部長」

「どうした火魅部員。何故深々と礼をする」

「いえ不肖火魅亨、部長殿どのの聡そう明めいなる頭脳と類たぐい稀まれなる行動力に感服と敬意を」

「なるほど」

　優輝が、背後から冷酷に呟いた。

「今日は電圧上げるから」

「いやあああああああああああああ」

「火魅部員が恐怖に支配されている！　一体何が」

「イエ、ナンデモアリマセン」

「ほら本人もこう言ってますし。何でもないですよおほほほほ」

　ああ元に戻もどったよかったよかった。亨は密ひそかに心の中で思う。

　全く、さっきはなんであんな風になっちまったんだ。一生の不覚。

「そもそも！」

　背中の翼をピカッと輝かがやかせつつ、優輝はびしっ！　と理香を指差した。

「なんでアンタがここにいるのよ！　どの面下げて来たのよ！」

「あ、あの……」

「おい。新入部員いびりはこの部長が許さんぞ。白瀬部員」

「部長ー！　あのねえ、コイツは」

「四人目の部員だ。つまり仲間だぞ。他に何か必要か？」

「色々と必要よ！　なんでこんなヤツ四人目とかに加えちゃうのよ信じらんないわ！」

「四人いると、部合宿に学校から予算が認められるからな」

「あっ話ずれた！　入部させる事が前提になった！　あのね。私は……」

「白瀬部員は付いてこないのかね？　合宿」

「行くわよ！　行かない訳ないでしょ！　こんなヤツと亨を一緒に行動させたらどんな間ま違ちがいが起きるか分かったモンじゃないわ！　ちゃんとくっ付いていくわよ悪いか！」

「間違いって何だ？」

　部長は、真顔で聞き返した。

「え？　何って、あの……」

　優輝は大おお振ぶりパンチを空振ったみたいに、いきなり勢いをなくした。

「え、えっとその、間違いってのはつまり男女の」

　その顔を物凄く赤くして、きまり悪そうに口ごもる。

「ほら、色々とその、まあ亨は実行に移す度胸なんか無いだろうけど、」

　あっ無礼な事言いましたこの人。いやおれはいつでもやりますよ道具一式さえ揃そろえば。

「けどそれでも万が一って事もあるしさ、もしコイツが……えっと、」

　優輝は口ごもったまま、ブツブツと口の中で呟くように言葉を続ける。

「？」

　部長は、心底不思議そうにそれを見返した。

「…………やっぱ、いい」

　優輝は、そっぽを向いた。

「あの」

　いきなりトーンダウンした二人に向け、理香がおずおずと口を挟はさんだ。

「何！　ちょっと黙だまってなさいアンタは！」

　復活した。

「おい優輝。新入部員をいじめるな」

「なんか言ったか亨！　文句あんの？」

「あの優輝、ちょっとお前、今日やけに口が悪い」

「バカ！」

　いきなり怒ど鳴なられた。

　怒鳴り声ごえの主はその勢いでどすっ、とパイプ椅い子すに座り込み、立たて膝ひざ姿勢のまま露ろ骨こつな不機嫌動作で鞄から紙パックジュースを取り出し、そして荒あら々あらしくストローをぶち込んで齧かじるように口をつける。

「何見てんのよ」

　ストローを咥くわえつつ、こちらを横目睨にらみ。これ不良の動作ですよ優輝さん。

「いや、あのさ優輝」

　亨は、それに向けて口を開いた。

「何よ。いいよ別に無理して話しかけてくれなくてもいいですよーだ。えーえー。どうせ私はあっちに比べて大した事ないですよーだ。アンタは精々、あっちの魔族と……」

「あの、弁当ありがとう」

　よしやっと言えた。頑がん張ばった自分！

「…………」

　優輝はストローを咥えたまま、瞬きした。

「ふ……ふん」

　ストローを咥えたまま、更にそっぽを向いた。

　立て膝のまま身体も捻ひねって壁かべを睨み、こっちに後頭部しか見せない姿勢。パイプ椅子の上でその姿勢は辛そうです。パンツ見えそうです。

「たっ、大した事じゃないからっ」

　壁を睨んだまま、後ろ姿で言った。

「あ、あんまり、気にしなくていいから。あの、気まぐれだから」

「うん」

「今回のは、あ、挨あい拶さつ代わりだから。次は本気出すからね！」

「うん」

　ふっ、と安あん堵どの息をつきつつ、思う。

　ちゃんと言えて、よかった。

　弁当箱のフタを、開ける。

「…………」

　真っ白のご飯の中に、梅干。

「……」

　日の丸弁当。片かた隅すみに鎮ちん座ざする焦こげまくった卵焼きが、さらに哀あい愁しゆうを誘さそう。

「…………」

　フタを開けた姿勢のまま、しばし硬直。そりゃあまあ梅干好きって言ったけど。

　つい、優輝の顔を見る。

「あ」

　振り返りちょうどこっちをガン見していた優輝と、ばっちり目が合ってしまった。

「い、いやあの、別に」

　優輝は誰に何を言われるより前に、さっと目を逸らした。

「別に気になった訳じゃなくて、その、たまたまアンタの方を見たその瞬間に」

　なんか知らんが、言い訳を始めた。

「どうした白瀬部員。なにをうろたえている」

　部長が不思議そうにツッコミを入れる。

「別に何でもないっ。コイツどんな顔してメシ食うのか観察したかっただけ！」

「人を動物園のゴリラみたいに……」

「うっさい。とっとと食えバカ！」

　言われなくてもとっとと食う。割わり箸ばしを取り、割って弁当の中に突っ込む。

　敷しき詰つめられた白いご飯をメリッと剥はがし、梅干の欠片かけらとともに口の中へ。

「……お、なかなか…………」

　真っ当な白ご飯と、梅干の味。

　他人が作ったご飯を食べるのは、何年ぶりだろう。

「む？」

　部長が興味深げに覗のぞき込んできた。

「ああ、今日の火魅部員の弁当はひょっとして白瀬部員が」

「なっ……ちょっとっ私そんなのっ知らないからっ余計な事言うな彩華バカー！」

　部長にまでバカって言った。

「あ……しまった。優輝さん、そういう方法で、わたしの狙いを……」

「そこの魔族っ何納なつ得とくしてんのよっ。別にそういうアレじゃなくて単にいつもの感謝で」

「『別にそういうアレ？』どういう意味だ白瀬部員」

「あああああもおおおおおおおおおこの人はもおおおおおおお」

「いえ……それがですね、……実はわたしと優輝さんは、その」

「ふむふむ」

「ベルセルメルゼルっちょっと顔貸しなさい今ここで天てん魔ま大戦を」

「つまり、亨さんを対象にして争そう奪だつ戦せんを……」

「その減らず口を閉じろー！　今すぐ表に出ろおらー！　これ以上喋しやべるなー！」

「え……いえ、こんな所で戦うと、学校の方に迷めい惑わくがかかりますし…………」

「すまん白瀬部員。今は取材中なので、天魔バトルはそれからにしてくれ」

「うわーん！　知らないからっもう私知らないから魔族のバカー！」

「いや」

　亨は、一人パニックになりかけの優輝に向けて、無心で呟いた。

「いやその、優輝」

　他人が隣でパニックを起こすと、自分は落ち着く。

「何よー！　知らないからもう私全部知らないからっ。アンタなんか魔族と……」

　亨は、卵焼きを口の中に入れた。

「弁当、うまいって」

　別にお世辞じゃない。

「う」

　優輝はむくりと顔を起こし、叫び涙目をこっちに向けた。

「……本当？」

「うん」

「…………あっ……そ」

　優輝は息のように返事をし、そして顔を壁に向けた。

「どうした白瀬部員。なぜ一人で壁を睨んでいる何があったおい」

「……し、知らない…………」

「まさか魔ま法ほうか？　精神作用の魔法か？」

「あのちょっと今、マジでまずいから……その、か、顔見ないで」

「……そして黒部部員、一体何をメモっている？」

「いえ、少し、今後の作戦について準備手順を」

「？」

「優輝さんに一歩リードされました。このままではわたしは上司に折せつ檻かんされます」

「何言ってんのよこの魔族があああああああああ！」

　亨は、無心で弁当箱のフタを閉じた。

　また食いたい。素直に思った。

「…………」

　……いや、勿論その。

　自分の思った事の破壊力に自分で驚おどろいて、そして自分で確認する。

　あくまでこれは、ちょっとした気の迷いみたいなモンでして。

　この先一生食いたいとか、そういう事じゃ無いですよ？　念のため。




「あ……そういえばあの、ええと」

　優輝の新人いびりから解放された理香は、部長に向かって声をかけた。

「あの、部長さん、さっきの話なんですけど」

「何だね黒部部員？」

「あの、さっき伺うかがったんですが……この部活、夏は合宿行くんですか？」

「行くとも」

　部長は、深く頷いた。

「何処どこかへ、出かけるんですか？」

「『何処か』ではないぞ。行く場所はすでに決定している」

　うわこれコミケだ。亨は食い終わった弁当箱を片しつつ確信する。

　合宿にかこつけてコミケ行く気だ。学校の予算でコミケ行く気だこの部長は。

「ええと……わたし」

　理香はそれに向け、おずおずと、しかし何かを決意したように口を開く。

「わたし、海へ行きたいです」

「海？」

　部長は言葉を受け、天を向いた。

「海か。ああ海もいいな。コミケの会場は海辺の施し設せつだからな。終しゆう了りよう後、海へ行く時間もあるかもしれない。……ところで一応聞くが、黒部部員は海で何をするんだ？」

「ええと……」

　理香は、チラ、とこっちに視線を送った。

「男女の仲を縮めるには海がいいって、上司さんが」

「ぶはっ！」

　優輝はジュースを吹ふいた。

「そして目標を速すみやかに連れ出して岩いわ陰かげで男女の「わーわーわーわーわー!!」

　ジュースを噴出したその勢いで立ち上がって叫び、理香の台詞せりふ後半を遮さえぎる。

　そしてそのままくい、と首を捻り、理香の顔を見下ろして怒鳴る。

「何言ってんのよアンタはっ！」

「だって……」

「だってじゃない！　『世界の卵ユグドラシル』は私達のものなんだから！」

「今は……亨さんのです」

「よっし表出ろこの魔族！　今ここで決着つける！」

「おっ早くも天魔バトルかっちょっと待ってっ今記録映像をっ」

「ああもう……」

　女三人が姦かしましく始める片隅で、亨はこめかみを押さえつつ座った。

　なんか……どんどん、取り返しのつかない方向へ進んでいるような。

「だいたいね、なんでいきなり学校なんか来てるのよ魔族の癖に！」

「むっその反論はおかしいぞ白瀬部員。現に天使である白瀬部員もここに」

「わ……私はいいのよ！　私は亨と一緒にいなけりゃいけないんだから！」

「何でですか？」

「それは……ほら亨言ってやって！　この魔族にビシッと言ってやってよ、ほら！」

「いやまあ、別に」

　いきなり振られてきた話を、亨は華か麗れいに回かい避ひした。

「『いやまあ、別に』じゃないでしょ！　ほら亨！」

「いやまあ、別に」

「よしちょっと基本に戻って考えるわよ亨！　まずコイツはアンタを殺人未遂した魔族、んで私はアンタを守りに来た天使！　さあ以上の事実を踏ふまえた上で今ここでどっちの味方をすべきなのか考えなさいほら！」

「いやまあ、別に」

「火魅部員の防ぼう御ぎよ力りよくがどんどん上がっていくぞ」




　そして、帰り道。

「あっ理香ちゃん。ちょっとその携けい帯たい電話もしかして最新モデルじゃないっすか！」

「そうです……きのう、上司と一緒に買いに行きまして、その……」

「うわ。羨ましーっすねー。確かこれ、五百万画素の写真が撮とれて」

「し……写真？　電話とカメラとどんな関係が……？」

「あっ優輝ちゃん。知らないんすか。さすが天使さん」

「知ってるわよ！　魔族が知ってて天使が知らない事なんてある訳無いっ！」

「ほら、ここをこうすればテレビが見れるんですよ」

「うっ……何これこんなちっちゃい画面で……家のテレビ意味ないじゃん……」

「今度、一緒に買いに行きましょうか」

「買いに……私の手にもこれと同じのが手に入る……いつでもカメラとテレビが……

　いやっ魔族なんかに世話にならないっ。亨に案内してもらうから別にいらないっ」

「わたしも行きます」

「なんで付いてくるのよ！」

「二人で行ってその帰りに男女の関係になられたら、わたしは上司にお仕置きされます」

「なっ……そんなことある訳無いでしょっちょっとアンタ何考えてんのよっ」

　なんで女同士ってのは、こんなにあっさり仲良くなるんだ。

　わいわいと会話する三人の横を歩きつつ、亨はしみじみ思った。

「わたしは『もう一つの方法』を実行するまでは魔ま界かいには帰りませんから」

「何言ってんのこの魔族！　大体私のほうが先せん輩ぱいなんだから敬語使えおらー！」

「こら白瀬部員。我わが部活に上下関係は無いぞ。一丸となってコミケに向けて」

「わたし、多少大きな荷物でも運べますから。当日はきっと役に立てます」

「必ひつ殺さつ技わざを日常で普ふ通つうに使うのは反則よ！　そういう発想を野や暮ぼっていうのよ！」

「いえ、これはその、私の力ですし……」

「じゃあ水戸黄門はいきなり印いん籠ろう見せれば全部解決じゃないの！」

「あ、あの…………」

「ドラえもんだって開始直後タンマウォッチ発動で無敗の筈はずなのに使わないでしょ！」

「……優輝さんが何を言っているのか、いまいち……」

「優輝ちゃん、なんか昼からテンションがおかしいっすねー」

　彩華は少し考え、そして言葉を続ける。

「……なんか、いい事あったっすか？」

「なっ……何言ってんのよっ。えと……別に嬉しくなんかなかったわよバカー！」

　ふう、とため息をつき、亨は視線を前に向けた。

　その瞬間、




　ぴろりーん。天使の翼つばさが、警報音を放った。

　これまでとは比べ物にならない、大きな音。




『臨時ニュースです』

　理香の携帯電話のテレビから、突然アナウンサーの切せつ羽ぱ詰つまった声が響いた。

『東京八はち丈じよう島じま沖おきに、謎なぞの巨きよ大だい物体が発生しました』

「え」

　亨は、振り返った。

　深刻な顔で理香の携帯電話を覗き込む優輝の顔が、目に入った。

『生なま中ちゆう継けい』の文字がかかったテレビ画面。

　ヘリコプターの中で、レポーターが興奮した口ぶりで何かをまくし立てている。

　その下、一面の海の中に、そいつがいた。




　優輝と理香が、異口同音に叫んだ。

「ルキッフ！」




　テレビの画面の中、水の巨きよ人じんがざばざばと吠ほえる。

　ヘリコプターのすぐ下、島を見下ろす水の巨人が、

　こっちを、見た。







九章　決戦の主人公







　闇やみの中、黒い箱グリモアの前で、妖よう精せいが座っている。

　妖精は口を開き、言葉を吐はいた。

「さて、いよいよ最後の戦いです。我らが王よ」

　性別不詳の幼い顔立ち、漆しつ黒こくの服装、背中に生えた昆こん虫ちゆうのような翅はね。

「最後の敵は、我が戦士ルキッフ」

　妖精の手には、水色のソフトビニールのような人形が握られている。

「かつて余力によってセフィエルを傷つけた戦士の、その全力にございます」

　ソフトビニール人形の手には、暗黒の剣けんが握られている。

　光を切きり抜ぬいたような、闇をこり固めたような、真っ黒の剣。芝しば居いじみた凶きよう器き。

「ルキッフの力『忘我水軍エール・ネフイリム』。名の通り、その真しん髄ずいは水」

　水色のソフトビニール人形を捧ささげつつ、妖精は解説を始める。

「その力は水の硬こう化か。それをその身に纏まとう事で、常識外れの大きさと力を手に入れました」

　黒い箱グリモアの向こう、正面に座る『モノ』に向け、妖精は呟つぶやき続ける。

「現在、その身は東京沖おき三百キロメートル、伊い豆ず諸島神かみ代しろ島付近。……このまま徐じよ々じよに北上上陸し、そして箱内市を、箱内市に住む目標を破壊するつもりのようです」

　妖精は、その手のソフトビニール人形を、目の前の黒い箱グリモアに向けた。

「その身体構成の殆ほとんどは海水。よって火器による攻こう撃げきは殆ど効果はなく、また、海上ではほぼ不死身の能力を誇ほこります……さて、少々強力すぎるかもしれませんが」

　妖精は、ソフトビニール人形を、黒い箱グリモアの中に投げ込んだ。

「けれども、物語は止まりません」

　黒い箱グリモアを前にして、妖精は恭うやうやしく頭を下げた。

「全ては、貴方の望みのままに。我らが王よ」







　足が地面から浮き上あがった感覚。世界が攪かく拌はんされる感覚。

　なんともいえない浮ふ遊ゆう感の中で、視界が黒く渦うず巻まく。世界の全ての色しき彩さいが、ぐるぐると目前の中心へと凝ぎよう縮しゆくされてゆく。世界が、黒い渦うずへと変化していく。

「うおお……」

　夢む幻げんの光景の中で、亨は呻うめいた。目の前に形作られてゆく黒い渦を見つつ、左手に立つ理香の方へと、この渦の製作者の方へと視線を向ける。

　空間を跳とぶ魔族は目を閉じ、その両耳のイヤリングが闇の中で輝いている。

　その更に向こう、理香の左手には優輝がいる。理香の黒渦ワープはかなり大きな荷物でも輸送できる。人間の二人くらいは余よ裕ゆうで運べる。そう事前に聞いてはいたものの、実際その「大きな荷物」になってみると、ちょっと緊きん張ちようする。

　そんな事を考えているうちに、世界の全てが黒く染まった。全ての絵の具をぶちまけて混ぜ合わせたような、暗黒の世界。黒一色の世界の中で、自分たち三人だけが色を持つ。何もなくなった世界の中、自分たち三人だけがここにいる。

「ね。理香」

　暫くそんな状態で、そして流石さすがに不安になり思わず声をかけようとしたその瞬しゆん間かん、

　また、光が生まれた。

　ぶちまけられた絵の具が、逆回しのようにそれぞれ色彩を持ちそれぞれの場所へと納まってゆく。空の色、土の色、樹きの色、そして海の色、波の色、砂すな浜はまの色。

　目の前に、海辺の光景が広がってゆく。

　暗黒だった世界が、真っ黒だった光景が、とある海辺の光景へと変化してゆく。

「……空間接続、完かん了りようします」

　理香は、目を開いて言った。

　同時に全身を包つつんでいた浮遊感がいきなり消失、世界に重力が復活する。

　忘れていた重力に引かれ、すたっ、と足が地面に着く。

　足の裏に、砂地の感覚。亨は瞬まばたきした。

　目の前に、海の景色。

　白い砂、青い海、コンクリートの堤てい防ぼうとその先の灯台、少し沖の海に顔を出す小さな岩場とそこに生える痩やせ細ほそった松の木、遥か彼方の水平線に小さな岩場の影。

　島の光景だ。亨は確認した。昨日の夜、ガイドブックで予習したのと同じ光景。

　今さっき、理香の黒渦を潜くぐるまでは自分の家にいたのに。東京都箱内市にいたのに。

　箱内市の自宅の庭で、「行ってらっしゃーい」って、部長に見送られていたのに。

「時計がずれています」

　イヤリングの輝きをなくし、同じく地面に着地した理香は呟いた。

「黒渦内と現実世界では、時間の経過速度が違うんです」

　そういえば。亨は天を見上げた。東の太陽は、海面よりかなり上じよう昇しようしている。

「午前十時くらい……か？　今？」

「そのくらいですね」

　確か、出発したのは午前七時くらいだったのに。亨は思い出した。四月二十二日、日曜日の午前七時だった。黒い渦の中での体感時間は多めに見積もっても精々二十分くらいだったのに、『現実時間』では既すでに三時間も過ぎている。

　どういう理り屈くつでこうなるんだろう。携帯電話の時間をあわせつつ思う。

　多分、現代の科学では図はかれない領域なのだろう。

「うん、無理無理」

「何がですか？」

「いえいえ」

　考えるのを放ほう棄きし、とんとん、と足で砂地を踏む。

　まだ実感は無いけど、確かに自分は空間移動してきた。

　ここは東京沖おき合あいの伊豆諸島の一つ、神代島だ。

　海の向こう、遥か沖をもう一度見み渡わたしてみる。見える景色は先ほどと同じ。白い砂、青い海、コンクリートの堤防とその先の灯台、少し沖の海に顔を出す小さな岩場とそこに生える痩せ細った松の木、遥か彼方の水平線に大きな岩場の影。

　あの更に沖に東京があり、そしてその向こうに部長のいる箱内市がある。

「凄いな……本当に」

「えへへ」

　空間移動を操あやつる魔少女黒部理香は、照れたように笑った。

　今日の彼かの女じよの服装は黒い長なが袖そでのＴシャツとやはり黒のミニスカート、そしてこれまた黒のタイツ。いつもに比べかなり軽装だ。これからの戦いに備え、動きやすい服装を準備してきたという事なのだろう。その割にはミニスカだけど。

　……お。ちょっと待てよ。

　亨は海辺の景色の中、中心にいる理香を見つつふと思う。

　これってつまり、事情はともかく、おれは今女の子と南の島へ出かけているわけで。

　つまりその。戦いの前にこんな事を言うのは大変不ふ謹きん慎しんなのですが。

　デートといっても決して言い過ぎでは無いのでしょうか？

　という呑のん気きな考えは、

「うえええええええええ！」

　優輝の激しい空えずき音によって遮られた。

「おい何やってんだ。そこ」

　思わずそっちを見る。

　優輝は地べたに蹲うずくまり、幽ゆう鬼きのような視線でこちらを見上げた。

「と、亨……」

　顔が真っ青だ。物もの凄すごい冷ひや汗あせをかいている。

「……なんで……平気なの……？」

　優輝は蹲うずくまったまま、死人のように同じ言葉を吐いた。

「平気って何が？」

　理香の顔を覗き込み、訊たずねてみる。

「さあ……なんででしょう」

「うおえええええええええ！」

　こちらの返事を待たず、蹲ったまま、また空えずき。

「あ、そうか」

　亨は、思い当たった。

　乗り物酔よいだ。ワープで乗り物酔いだ。

「そりゃまあ、ちょっとは揺ゆれたけど」

「ちょっと揺れた……って、」

　蹲ったまま喉のどを押さえつつ、ぐっ、とまた下を向く。

「そんな……生易しいモンじゃなかったでしょ……」

「そうだっけ」

　昔から、乗り物にはちょっと強い方だ。

「や…………やばい、私……ゲロが」

「女の子がゲロとか言うな」

「もうダメ……出ちゃう…………うっぷ」

「女の子が出ちゃうとか言うな」

「だって……」

「はいはい」

　蹲るその横に座すわって、その背中をさすってやる。

「あ……ありがと、うええ……」

　冷や汗に濡ぬれた髪かみ越ごしに、潤んだ目で見上げてくる。

「う……ふぅ…………背中、もっと……」

　ああ弱ってる。コイツ弱ってる。弱ってる女の子って可愛いなあああああ。

「あ、ちょっと楽になったかも……ありが」「でも帰りもアレで帰るんだけどな」

「！」

　弱った少女は、目を見開いた。

「アレじゃないと帰れないからな」

　目を見開いて、殆ど泣きそうな表情で、首を力なく振る。

「いや……いやだ、私いや……」

「だって、ここは島だぜ。東京から三百キロ、絶海の孤こ島とうだ。泳いで帰れないだろ？」

「いやああああああ……」

「これからルキッフを倒して、そしてアレでまた帰るんだよ」

「いや……もういや、私……いやああ」

　ああああ涙なみだ目です涙目で力なく首を振ってますよこの子。どうですかこの爽そう快かい感。

「でも仕方ないなあ。それしか方法は無いからなあ」

　ああああ弱ってる女の子って可愛いなあ弱ってる子をいじめるのって楽しいなあああ

「いやー！」

　優輝は最後の力を振り絞しぼるように叫さけんだ。

「いやー！　私、帰らないー！」

「おいちょっと何言ってんだお前」

「いやー！　私ここで死ぬう私帰らないここで死ぬうう」

「おいコラそういうこと言うな今から戦うのにそんな」

「いやあああああ私ここで死ぬここで戦ってそして死ぬううううう」

　なんて後ろ向きな決死の覚かく悟ごだ。というかシャレにならんから止めろ。

　まったく……

　背中をさすりつつ亨は思う。黒い渦をくぐる前はあんなに元気だったじゃないか。『水の巨人は楽勝必殺よ！　勝利の手段はシンプルに一つ』とか言って張り切ってたじゃないか。ひょっとしてキメ台詞にするつもりなんだろうか。

「おい、しっかりしろ」

「うっさい……死ぬ……私死ぬ……いっそ殺せ」

　うわ。目が据すわってきた。

「な、しっかりしろ」

　蹲るその背中の翼が、だれーんと垂れている。その身を包むのは活発な可愛い半はん袖そでＴシャツと、短いホットパンツ。涼すずしげで元気一いつ杯ぱいの服装なのに、雰ふん囲い気きで台無しだ。

「あの……」

　理香が、横からおずおずと声をかけてきた。

「す、すいません……わたしの黒渦で」

「いや、キミが謝あやまる必要は無いよ」

　亨はその背中をさすりつつ、理香の方へと笑え顔がおを向けた。

「この蚊か蜻蛉とんぼが弱っちいのが悪いんだ」

「カトンボって言われた……うう」

「あ」

「ひっく……亨が私をカトンボって呼んだ……私、こんなに辛つらいのに……う……」

　うわ。泣いた。

「あ、あのちょっと優輝さん？」

「う……うぇええええええええん……ええん」

　マジ泣きした。うわちょっと何それ反則だろ。卑ひ怯きようだろおい。

「ごめんちょっと悪かった。調子に乗り過ぎたんだってほら少し言い過ぎた」

　背中をさすりつつ謝る。

「あの、ちょっとほらゴメンっだからさ優輝、別に悪気があって言った訳じゃなくて」

「ひっく……う…………えぇ」

「だからほら。泣くな泣くなっちょっとほら泣かないでっ優輝さんっ。ほらそんなのすぐ治るからっ一時間もすれば治るからっ。すぐ楽になるから泣かないでお願いっ」




　海の上にあった太陽が、真上に昇のぼった。

「っしゃあああああああああ！」

　正午の日差しを受けつつ、優輝は叫んだ。

「会敵必殺うううううううう！」

　その背中の翼が、元気なハエみたいにぎらぎらと輝いている。

　復活しやがった。

「あの……」

　海に向かって力ちから瘤こぶを作るその背中に、理香が声をかける。

「優輝さん、もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大丈夫！」

「もう少し、大丈夫じゃなくても良かったのに……」

「なんか言った？」

　ばっ、と振り返かえり、こっちを見み据すえてくる。

「いえ、別に。この蚊蜻蛉が」

「何ですってえ！」

　うん、元気だ。

「さあて！」

　優輝はばっ、と髪かみを靡かせ、再びその視線を沖に向けた。

「敵てき影えい確かく認にん！」

「へ」

　反射的に、その指先に視線をやる。

　光景は、さっきと同じ。白い砂、青い海、コンクリートの堤防とその先の灯台、少し沖の海に顔を出だす小さな岩場とそこに生える痩せ細った松の木、そして、

　遥か彼方の水平線に大きな島の影。

「え？」

　亨は、口に出した。

　やっと、気付いた。

　風景が、違う。

　風景の一部が、見るたびに違っている。

　白い砂、青い海、コンクリートの堤防とその先の灯台、少し沖の海に顔を出す小さな岩場とそこに生える痩せ細った松の木、そして、

　最初は沖の彼方にあった小さな岩、それが、どんどん大きくなっている。

「え……？」

　今は、大きな島くらいになっている。

　やっと、理解した。

　動いている。小島が、動いている。

　あの小島は、小島じゃない。

「…………」

　亨は、沖を見たまま唇くちびるを舐なめた。

　あの小島が、敵だ。

　あれが、ルキッフの作った、水巨人だ。




　去る四月十六日夕刻、東京沖おき八はち丈じよう島じま付近に突とつ如じよ発生した「謎の巨大物体」。

　巨大な青い人形のようなそれは、時を追うごとにその場でどんどん大きくなり、そして四月二十日の夜、ついに移動を開始し始めた。水の巨人が、北上を始めた。

　……が、それと同時期ごろにテレビは突とつ然ぜん一いつ斉せいにその報道を止やめ、一いつ般ぱん市民の目や耳にその情報は入らなくなってしまった。他の国の構造物かもしれないから下手に言い立てると面めん倒どうな事になるかもしれない、国民にあんなものを伝え続けていると社会不安を引き起こす恐おそれがある、対処の方法もないのに危機を煽あおられ続けると今の内閣の支持率が下がる、そろそろ皆みなそのニュースに飽あきて視し聴ちよう率りつを思うように稼かせげなくなった。以上のうちどの理由なのかは分からないが（もしかしたら全すべてなのかもしれない）マスコミはある瞬間を境に一気に、まるですっかりそれを忘れてしまったようにその報道をしなくなった。

　とある民放の『このままのコースで北上すると、東京の、この臨海施設を破は壊かいするルートを辿たどります。では引き続きＣＭの後は明日、四月二十一日の天気予報です』という検証を最後に、どのチャンネルも突とつ然ぜんそれに触ふれなくなってしまった。

「『東京の、この臨海施設』……って、」

　部長は、『二十一日の天気は、全国的に快晴の模様です』の前で叫んだ。

「それ、コミケの会場じゃないの！」

　この期ごに及およんでまだそれですか。

「この期に及んで、じゃない！　私、最初からそう言ってただろうが！」

　部長は部室で、理香のテレビに向かって叫んだ。

「夏コミには気合い入れるって、私は私の夢を捨てないって、そう言ってきただろ！」

　叫んで、そしてばっ、と身を翻ひるがえし、こちらを指差した。

「こうなれば、手段は一つ」

　何を言い出すかは、分かりきっていた。

「退治してきなさい。我が武装部員たち」

「誰だれが武装部員だ」

　などという抗こう議ぎは、勿論受け入れられなかった。

「いいから行くんだよ」

　問答無用。

「ヤツを侵しん攻こう途と中ちゆうで退治し、コミケの開かい催さいを守る！　ついでに東京と箱内市を守る！」

　部室の棚たなから日本地図を引っ張り出し、ばん、と叩たたきつつ部長は宣言した。

「さっきの移動方向、速度から考えると……ここよ！」

　その指先が、とある小島を指差した。

「神代島！　ここへ行って、そして最後の魔族を退治してきなさい！」




「じゃあ、作戦の内容を発表するわよ！」

　神代島の砂浜で、文化発表部武装決戦課課長（いつの間にこんな役職が出来たんだ……）、白瀬優輝は元気よく叫んだ。

「作戦？」

　亨は動く小島から目を離はなし、優輝の顔を見た。

　あんなの、どうやって倒たおすんだよ。口に出すのは止める。

「まず！」

　優輝はびしっ！　と、動く小島を指差す。

　その小島は、水の巨人はさっきと位置を変えている。大きくなっている。既にその形状や大きさまでこの位置から充じゆう分ぶん把は握あく出来る。凶きよう悪あくそのものの巨きよ体たいが動いている。東京に向かって。箱内市に向かって。そこにいるはずの目標……つまり、おれに向かって。

「形状からすると、やつはデカい！」

「そのまんまですね」

　理香が突っ込みを入れた。

「だから、正面から戦っても勝てない！」

「そりゃそうだな」

　あんなのと戦っても、勝てるわけがない。

「だから、弱点を突つく！」

「弱点なんか……あるのかよ。アレに」

「あの巨人は、ルキッフの能力の集大成よ」

　優輝は、自信満々に胸を張った。

「ヤツの『水を硬こう質しつ化かする能力』それで海水をこり固めて張り合わせ、そしてあんな巨大ロボっぽい外見にまでなってる。……けど、ルキッフ自身が人間界の存在である以上、その身体は……少なくともその頭部は、あの巨人から露ろ出しゆつしているはず。そうしないと水の中で窒ちつ息そくしちゃうからね。

　これまでのニュースでの情報、画像分ぶん析せきによると、露出場所はずばりあの巨人の額！

　巨人の額から、ヤツ自身の上半身が生えている格好ね。テレビのヘリがかなり危険な場所まで近寄ってもそこから本体を動かす気配がなかった様子からすると、多分その場所は巨人操作の要かなめか魔ま力りよくの集中点。どちらにせよ、ヤツ自身はあそこから動けない！　つまり弱点はそこ！　正確には、そこで露出している頭部のその両イヤリング！　それがあの巨人の弱点よ！　以上の分析から、勝利の手段はシンプルに一つ！」

　また言った。こりゃあ本気でキメ台詞ぜりふ狙ねらってるっぽいなあ。

「……というワケで、そこのワープ魔族！」

　その勢いで、びしっ！　と理香を指差す。

「ＭＰは既に回復したわね？」

「は……」

　理香は、頬ほおを染めて頷いた。

「はい……回復しました」

　優輝がワープ酔いでゲロ吐いてる隙すきに回復した。

「その、亨さんのおかげで」

『世界の卵ユグドラシル』である自分がじっくりとその身体を触さわりまくったら、回復しました。

「む？　なんで頬を染めてるのよ」

　優輝は、不審そうに言った。

「べ、別にその……」

　理香は焦あせったように目を逸らし、自らの身を両りよう腕うでで抱だく。

「変な事は、されてない……です」

「そうだぞ。言いがかりは止めろ優輝」

　目を逸らしたまま頬を染め、こちらをちらちらと窺うかがう。

「…………」

　あっ。優輝さん猜さい疑ぎの表情になったっ。

「あくまでも戦略的な目的に基もとづいた作戦行こう為いを」

「――の下から、――の中に……」

「…………」

「早さつ急きゆうにＭＰ回復の必要がありそのために迅じん速そくな判断を」

「そして、手を……」

「…………」

「現場の判断によって効率的な兵へい站たんの充じゆう実じつとその維い持じを」

「後ろから……見えない所から、予想できない所に……指を」

「…………」

「古来より兵站は前線決戦それ自体よりも高度な戦略的価値が」

「…………うまく鳴けたら、褒ほめてくれる――って」

「…………」

「あっそう言えば優輝決戦課長っ。状じよう況きようは一刻を争あらそうかと具ぐ申しんしますが」

「そうだった！　時間は無む駄だに出来ないわ。作戦行動中は一刻一命！」

　実に有史以来、軍人ってのは非常に扱あつかいやすい連中ですなあ。

「理香が黒渦を発生させ、私達がそれでヤツの弱点至近に移動！　直後全力撃げき破は。以上！　何か質問は？」

「でもお前、酔うんじゃないのか？」

「！」

　沖へ向かって指差した勇ゆう敢かんな姿勢のまま、ぴたり、と動きが止まった。

「…………」

　そのまま、全身から汗をダラダラっと流し始める。

「………………」

　作戦立案時には気付いてなかったらしい。

「…………」

　そのまま暫く硬直し、そしていきなり叫んだ。

「Ａ案破は棄き！」

「おい！」

「いやあああああああああああ私いやあああああの黒渦はもういやあああああ」

　あ、トラウマになってる。

「あの……」

　理香は、遠えん慮りよがちに口を挟んだ。

「このくらいの距きよ離りなら、揺れずに移動できますが……」

「本当？」

　涙目で見上げた。

「本当です……」

「よかったああ」

　ああつまんねえチクショオおおおお。

「じゃあ作戦行動開始！　作戦名『阿あ鼻び叫きよう喚かんのアリア』発動！」

「いやその作戦名はどうかと」

「そう？　やっぱ『銃じゆう撃げきと爆ばく音おんのシンフォニー』の方がいいかな」

「ああもうそれでいいよバッチリだ」

「決定！　黒部理香二等兵！　準備！」

「いつの間にわたし、二等兵に……」

　理香はぼやきつつ、そのイヤリングを輝かせ始める。

　その形のいい口が、澄すみ渡わたったような言葉を紡つむぎ出す。

「『金枝ミストル：・世界閉鎖クロウズ・ワールド』」

　確定された楽器のような響ひびきとともにその右みぎ腕うでに黒いカマが出現し、そこから闇が溢あふれ出す。今朝も見た風景。滲にじみ出す闇が、まるで自らの意思を持つかのように空間にじわじわと広がり始める。全ての色彩を飲み込んで、形のある黒を形成し始める。

「……できました」

　空間移動する魔ま族ぞくは、黒渦を前にして言った。

「空間座標固定、目標は巨人の額付近。移動主観時間はコンマ八秒、客観時間は五コンマ二秒。移動時の対象振しん動どうは除外されており、特とく殊しゆ空間内に存在しません」

「よし！」

　優輝はそれを見て、大きく頷いた。

「続いて火魅亨補給兵！」

「誰が補給兵だ」

「行くわよ！　準備して！」

「待って。まだ心の準備が」

「兵士に心は無用！」

　優輝がこちらの襟えり首くびを掴つかみ、目の前の黒い渦に飛び込もうとした、その瞬間。

　巨人が、くるっ、と向きを変えた。

　こっちを、見た。

　そして、その口が異常な大きさに開かれ、

　その中には、砲ほう台だいがあった。

「え…………」

　気づいた時は、水色の砲ほう弾だんが既に目前にあり、

　そして、炸さく裂れつした。




「亨さん！」

　はっ、と目を覚ます。

　目に入ったのは、こちらを覗き込む理香の顔。背中に、砂の感かん触しよく。

　倒れている。自分は砂浜に倒れている。砂浜に倒れて理香に覗き込まれている。

　ばっ、と身を起こす。

「何が……」

　何が起こったんだ。口に出そうとして思い出す。

　あの巨人に、撃うたれた。

　黒渦に飛び込もうとしたその瞬間、巨人の口からいきなり水の砲弾が発射されて、

　そして……

「その……わたし、」

　辺りを見回してみる。足元は砂だ。自分は変わらず砂浜にいる。しかし場所が微び妙みようにずれている。ちょうど、何か恐るべき衝しよう撃げき波はを間近で食くらって、それに有う無むを言わせず吹き飛とばされたかのように。

「寸前で、どうにか黒渦で防いだんですけど……その、」

　亨は、振り返った。

　振り返って背後、自分がさっきまで立っていた場所を、見た。

「衝しよう撃げきは、消せなくて」

　砂が、抉えぐり取とられていた。

「それだけで……ここまで、吹き飛ばされて、」

　さっきまで、ほんの数秒前まで自分が立っていた箇か所しよが、抉り取られていた。

　砂浜の砂が派手に捲めくれ上がり、まるで隕いん石せきでも墜つい落らくしてきたかのようなクレーターが形作られている。深い穴に海水がどぶどぶと流れ込み、新しい池を作り始める。

「固めた水を……超ちよう圧あつ力りよくで噴出し、着ちやく弾だん点で炸裂させたんです」

　理屈なんてどうでもいい。亨は振り返ったまま意味なく考える。

　まともにこれを食らったら、無事じゃすまない。

　今いま更さら……本当に今更、実感する。
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『負けたら死ぬ』

「こ……」

　痺しびれたような脳みその一部が、やっとかすかに稼か動どうした。

「こ、こっちの存在に、気付いたのか……？」

　本能的な動作で、慌あわてて沖に視線をやる。

　巨人は、もうこっちを向いていなかった。

　元の方向を、向いていた。

　本来の目的地へと、東京へと、ざばざばと海を進んでゆく。

　遠ざかってゆく。恐るべき水の巨人は、遠ざかってゆく。

「……気付かれて……」

　亨は、息をついた。

「ない」

　ここに、まさに至近距離におれが……目標がいることに、気付いていない。

　ここに魔力を感じたからとりあえず一発撃ってみたのか、それともひょっとしたら魔力に反応する自動操縦なのかもしれない。とにかく……助かった。息をつく。

　息をついて……

「！　そういえば……」

　やっと、思い当たった。

「優輝は！」

　慌てて周りを見回す。抉り取られた白い砂、青い海、コンクリートの堤防とその先の灯台、少し沖の海に顔を出す小さな岩場とそこに生える痩せ細った松の木、遥か彼方の水平線に小さな岩場の影。そして動き出す水の巨人。

　優輝の姿がない。優輝がいない。

「あの……わたし、」

　理香は、消え入りそうな声で呟いた。

「弾だん丸がんを逸らすのが、精せい一いつ杯ぱいで」

　――！

　いた。

　亨は、気付いた。

　優輝はいた。沖にいた。

　少し沖の海に顔を出す小さな岩場。そこに生える痩せ細った松の木。その根元にいた。

　優輝は、沖の岩場の上で倒れていた。

　じっとりと湿しめった全身で、力なく目を閉じて……

　そして、岩場の痩せ細った松の木に引っかかるように、倒れている。

「衝撃波は……消せなくて」

　おれたちはその衝撃でここまで、そして優輝はあそこまで吹き飛ばされた。

　ざばざばざば。巨人は、海を進んでゆく。

　本州に向かって。東京に向かって。おれがいるはずの箱内市に向かって。

　そして、その目の前、進行方向の目前に――

　亨は、唇を舐めた。

　優輝は、そこにいる。

　優輝の岩場は、巨人の前方、すぐ目の前にある。

「……あの巨人の砲ほう撃げきは、」

　口が勝手に、機械的に言葉を吐いた。

「自動発はつ砲ぽうかな？」

　魔力を感知したら、自動的に発砲するシステム？

「それとも、魔力を確かく認にんしたからとりあえずぶっ放したのかな？」

　近くに何かがあったら、とりあえず何も考えず発砲する発想？

　どっちでもいい。機械的な脳みそで考える。

　どう転んでも――あの巨人が、どちらだろうと。

　優輝は、あの場所から動けない。

　優輝は、助からない。

　巨人があの岩場に近づいた瞬間、優輝に気付いた瞬間、全てが終わる。

　倒れたままの優輝に向けて、またさっきの弾丸が発射され、そして。

「…………あ」

　亨は、ごくり、と唾つばを飲み込んだ。

　巨人が、進んでゆく。

　岩場へと、近づいていく。

　既に、近い。……あと少しの時間が経過すれば、もう終わり。

「ね……ねえ、理香、さん……」

　白瀬優輝が、死ぬ。

　数秒後に巨人に撃たれて、そして――消えうせる。

「…………」




　別に、いいじゃないか。

　心の中で、声がした。




　別に、いいじゃないか。

　声は、再び響いた。

　なんで、いけないんだよ。このまま数秒間突っ立たっていれば、全てが終わる。

　このまま呆あつ気けに取られているフリをしていれば、勝手に全てが終わる。

　それで、なんでいけないんだよ。

　そもそも、おれは最初からそう言ってたじゃないか。もうこんな事に巻き込まれたくないんだよ。天魔バトルになんか参加したくないんだよ。言ってただろうが。

　その挙句、何だよこの状況は。何だよこの空気は。まるでおれが今から決死の覚悟で優輝を助けに行かなきゃいけないみたいじゃないかよ。なんだよそのアニメみたいな展開は。なんだよこのラヴリィアイの四話クライマックスシーンみたいな展開は。冗じよう談だんじゃないんだよ。そんなもん押おし付つけられても、ただただスゲー迷惑なんだよ。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。

　そりゃあここで自分の命を顧かえりみず助けに行けば確かにカッコいいさ。まさにラヴリィアイ世界のヒーローそのまんまだよ。けどそれがどうしたってんだよ。ここはラヴリィアイの世界じゃないんだよ。おれはラヴリィアイの主人公じゃないんだよ。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。

　なにがラヴリィアイだよ。あんなもん他人の物語じゃないか。架か空くうの世界で架空の人物が戦うだけの物語じゃないか。他の世界で他人が戦ってただけじゃないか。おれはそれをただ眺ながめてただけじゃないか。元々何の関係も無い世界の物語だったんだよ。ここは現実世界なんだよ。そして、おれはおれなんだよ。おれはおれの世界にいるんだよ。架空の世界で架空のヒーローがどうだろうと、おれの世界にもおれ自身にも何の関係もないんだよ。三年生の先輩は、だからああして去って行ったんだろうが。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。白瀬優輝は、消える。

　別に死ぬ訳じゃないさ。亨は、思った。

　あのネズミと一緒だ。身体が透すけて消えるだけだ。そして天界とやらに戻ってセフィエルだか何だかに戻るんだろ。それだけの話じゃないか。それで全て終わりだ。

　それでこの話は終わりだ。それでおれのこの物語は終わりだ。浮うかれた言動もふざけた態度もそろそろ幕切れって事だ。確かにまあ、そこそこに楽しかったよ。で、物語もそろそろ閉幕だ。いい機会じゃないかいい切っ掛けじゃないかこれで縁えんを切ろう。後は普通に生きるだけ。別に大した事じゃない。三年生の先せん輩ぱい達たちもそうしたじゃないか。

「……どうしたん、ですか」

　理香が、声をかけてくる。

　亨は、その顔を見た。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。

　そして……最後にオマケも付いてくるじゃないか。亨は、思った。

　優輝が消えたら、最後にこの女と『男女の関係』に……いやもう、別にそんな遠まわしな言い方をする必要もない。この物語はもう終わるんだよ。これでサヨナラなんだよ。誰に気を使う必要もないだろうが。『男女の関係』とかなんとかバカバカしい言い方しなくてもいいんだよ。ずばり言ってしまえ。言ってやる。セックスだ。向こうから言ってきてるんだよ美味おいしい話じゃないか。高校生のうちに女に慣れておけばよかった。山田先輩もそう言ってたじゃないか。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。

　この女は『世界の卵ユグドラシル』とやらを抱かかえて、魔界とやらへあと腐くされなく消えてくれるだろう。ルキッフとかいうヤツも……まさかあの程度で東京が壊かい滅めつするなんてありえない。上陸地点の臨海施設くらいはぶっ壊こわすかもしれないが、それで終わりだ。被ひ害がいが出たらいくらなんでも日本政府も本気になるさ。自衛隊かミサイルか。とにかくイヤリングさえ破壊すればいいんだ。楽勝だろうが。それで全てが綺き麗れいに消えうせる。後は魔界と天界で取り合いなりなんなり適当にやってくれればいい。おれの知った事か。

　ざばざばざば。巨人が、優輝の岩場へと近づいていく。

　施設が破壊されれば、夏コミなんてやっていられるはずがない。中止だ。

　部長……いや、彩華だって目が覚めるはずだ。全部捨てる筈だ。夢も創作作業も架空の世界も全部捨てて、普通の女の子になる筈だ。そして何事もなく普通の高校生活が始まります。めでたしめでたし。それでいいじゃないか。こんな終わり方でも別にいいじゃないか。何でいけないんだよ。繰くり返すけど、これはラヴリィアイの世界じゃないんだよ。他でもない、おれの物語なんだよ。どんな形で終わろうがおれの勝手だし誰に何を言われる筋合いもないんだよ。天魔バトルはまあ確かに楽しかった。そこそこ充じゆう分ぶん楽しんだ。という訳でキリ良くこれで終わりサヨウナラ。それで、なんでいけないんだよ。

　ざばざばざば。巨人は、優輝に向かって進んでゆく。

「そ、その……」

　亨は、理香の顔を見た。

「お、おれさ」

　理香はこちらの言葉を待つように、ただ、じっと見上げてくる。

　その視線を受けつつ、もう一度思う。

　ここは、おれの世界だ。ラヴリィアイの世界なんかじゃない。

　これは、おれの物語だ。ラヴリィアイの物語なんかじゃない。

　誰がどうだろうと、何がどうだろうと関係ない。ここは、おれの世界だ。

　どんな結末を迎むかえようが、おれの勝手じゃないか。

　優輝が消えても、別にいいじゃないか。

　理香がいなくなっても、別にいいじゃないか。

　部長が夢を捨てても、別にいいじゃないか。

　あの部室がなくなっても、別にいいじゃないか。

　ここから一人で家に帰って、あの弁当箱をゴミ箱に捨てて、優輝の痕こん跡せきを全て消して、

　部室が閉鎖されて、彩華と話す事も無くなって、そのうち疎そ遠えんになって――

　一人でご飯を食べて、一人で弁当を作って、一人で学校へ行って、一人で――

　そんな世界で、それで、いいじゃないか。それが、おれの物語だ。

　ざばざばざば。巨人は、優輝に向かって進んでゆく。

　もう一度、思う。

　ここは、おれの世界だ。ラヴリィアイの世界なんかじゃない。

　これは、おれの物語だ。ラヴリィアイの物語なんかじゃない。

　誰がどうだろうと、何がどうだろうと関係ない。ここは、おれの世界だ。

　おれは――




　亨は、口を開いた。

「理香……あの、」

　理香は、ただ、こちらの言葉を待っている。

　もう一度、確信する。

　ここは、おれの世界だ。ラヴリィアイの世界なんかじゃない。

　これは、おれの物語だ。ラヴリィアイの物語なんかじゃない。

　誰がどうだろうと、何がどうだろうと関係ない。ここは、おれの世界だ。

　おれは――




　おれは――おれの世界の、主人公だ。

　おれが、今、優輝を、助けたいんだ。




　ここは、おれの世界だ。ラヴリィアイの世界なんかじゃない。

　これは、おれの物語だ。ラヴリィアイの物語なんかじゃない。

　誰がどうだろうと、何がどうだろうと関係ない。ここは、おれの世界だ。

　ここは、おれの世界だ。

　これは――おれの、物語だ。




　亨は、叫んだ。

「おれを、優輝の近くへ、飛ばしてくれ！」

　あの世界は終わったけれど、終わってしまったけれど、まだ残っている。

　何かが確かに残っていて、そして――

　おれの物語も、そこにある。




　目の前が黒く染まり、そして一いつ瞬しゆんに満たない時間の後、再び色彩が広がる。

　黒い岩、白い砂、緑のコケ、水みず溜たまりの水色、痩せた松の木。岩場の光景。

　ざばざばざば。巨人の足が、近づいてくる。

　巨人が、岩場へと近づいてくる。

　亨はその前で、黒渦から上半身を逆さに出した状態で、叫んだ。

「優輝！」

　目の前に、倒れ伏ふした女の子。

　すぐ近くに、魔の巨人。

　歩みを進めるその遥か先に、部長の夢。

　これが、おれの世界だ。

「目を覚ませ！」

　上から手を伸のばしつつ、亨は叫んだ。

「目を覚まして……」

　役目を終えた黒渦が、消失した。

　重力が復活し、身体が虚こ空くうへと投げ出される。

　空中から、それでも優輝に手を差し出しつつ、亨は叫んだ。

「おれの手を、おれの力を使うんだよ、優輝！」

　ここは、おれの世界だ。

　他の誰のでもない、おれの世界だ。

　これは、おれの物語だ。

　他ほかの誰のものでもない、おれ自身の物語だ。

　優輝がそこにいて、理香があそこにいて、そして部長が向こうにいる。

　それが、おれの物語だ！

　他人の世界や他人の物語なんか、知った事か！

　亨は、優輝に向かって、叫んだ。

「戦うぞ！」

　これが、おれの力だ。

「合体して戦うんだよ、白瀬優輝！」




　巨人の額のルキッフは、五日ぶりに目を覚ました。

　自動操縦では対処不能の事態に遭そう遇ぐうした巨人は、司し令れい塔とうの意識を覚かく醒せいさせた。

「ほお……」

　目を覚ました魔族は、すぐに状況を確認した。

　目の前、巨人の足元に、目標の少年がいる。

　そして、その隣となりには、天使が。
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「これは――」

　そこに……

　光が、生まれた。

　創生の光のような、邪じや悪あくを打うち払はらう聖せい雷らいのような、神こう々ごうしい輝きが世界を照らす。

　輝きの残ざん滓しのような光の欠片が、天使の翼が、ひらひらと天空を舞まう。

「――光の翼」

　巨人の額で、魔族は呟いた。

「成なる程ほど」

　光の欠片が降り注ぐ闇の中で、魔は、少年の方を見た。

「これが、『彼かれの世界』……」




「ぎゃああああああああ！」

　風の中で、亨は叫んだ。

　見えるのは澄み切ったような青い空、感じるのは爽さわやかに澄んだ海の風。

　遥か眼下に神代島の全ぜん貌ぼうと、そして遠く、水平線の彼方に白い雲。

「と」

　女の子の……白瀬優輝の腰こしにしがみついたまま、亨は必死で呟く。

「飛んだ……？」

　世界が、輝かがやきに満ちている。

　世界は、光に満ちている。

　優輝の背中の翼が、光に煌きらめいている。

　大きくて広くて美しい翼が……その背中から、生えている。

　光の翼で天を切り裂さき、天使の少女が大空に舞う。

「……お前」

　亨は、優輝の間近で言った。

「飛べたのかよ」

「バカ言ってんじゃないわよ」

　白瀬優輝は、いつもの調子で言った。

「ただの人間が、空なんて飛べるわけないでしょ」

　真まっ直すぐに前を見て、優輝は言葉を続けた。

「でも……」

　その右腕を掲かかげ、翼のある少女は断言した。

「今のアンタなら、飛べるかもね！」




　魔の巨きよ人じんを前にして、光の天使が天を舞う。

「『金枝ミストル！』」

　風を切り裂く右腕を掲げたまま、優輝は力の限り叫んだ。

「『空想創生アイン・ソフ・オール』光翼降臨フレースベルク！」

　黄金の少女のその右腕に、光ひかり輝く槍やりが出現した。

　背中の翼が槍の光に反応し、日の下もとできらきらと神々しく輝く。

「行くわよ…………」

　光の槍を掲げ、少女は前を見た。

　ひょおおおおおお、と元気のいい風が耳元を駆かけ抜けていく。

　海と空の狭はざ間まで、光を纏った少女が天を舞う。

　その目前には――

　対たい峙じするは、破壊を纏った魔の巨人。

　恐るべき力をその身に宿し、この世界の夢と希望を打ち砕くだこうとする、魔の眷けん属ぞく。

　こういう時に言うべき事は、一つだ。

　亨は、優輝の顔を見た。

　優輝は、笑って頷うなずいた。

「『世界を！』」

　二人で槍を掲げる。風を切り裂いて、光の槍が突っ込んでゆく。

　水の巨人が、こっちを見た。

　その冗談じみた太い右腕が黒い影を纏い、変形する。

　出現したのは、闇そのもののような色をした巨大な剣。

　巨人は、魔ま剣けんを振ふり上げ、吠ほえた。

　魔ま人じんの前で、亨は叫んだ。

「『救うんだよ！』」




　そして、

　光の槍が、魔の剣を、

　貫つらぬいた。







エピローグ　横暴のクラエルロウゼル







　都内箱内市、箱内市立高校の片隅、とある部室。

　その一室で、火魅亨は今日も座っている。




『四月二十二日に東京沖おきで突然消失した謎の巨大物体の正体は、一夜が明けた今もなお掴めておりません。巨大物体消失地点の近くである神代島住民の目もく撃げき情報によると「突然その全身が水になって形を失い、滝たきのように一気に崩くずれ流れ去った」という事でありますが、記録映像などは一いつ切さい残っておらず、今後の検証を……』

「ふむ」

　携けい帯たい電話のテレビ画面を消し、部長は呟いた。

「では、状況を説明してくれ。火魅部員」

　膝の上に『取材用ノート』を置いて、ずい、と顔を突き出してくる。

「ええと……」

　正面のパイプ椅子に座ったまま、心持ち身をそらしつつ亨は呟いた。

「その」

　横目で、隣のパイプ椅子に座る優輝の方を見る。

「つまり、」

　優輝は『任せるわ』みたいな顔をして、頷いた。

「つまりその」

　光の槍が、ルキッフの持つ黒い剣を破壊した。

『金枝ミストル』を……現世干かん渉しよう力発動の触しよく媒ばいを失ったルキッフは魔力を維持していられなくなり、そして水の巨人はただの海水に戻もどってその場で滝のように一気に崩れ去さった。海水の濁だく流りゆうにもまれてルキッフは消え去って――そして、その気配は完全に消失した。

「そういうわけで、つまり」

　亨は、総そう括かつした。

「世界は、守られました」

　部長の世界と、おれの世界と、優輝の世界と、理香の世界。

　つまり、この世界が、守られました。

　以上。物語終了。めでたしめでたし。

「そうか」

　部長は、深く頷いた。

「よくやった」

　頷いて、そしてにっこりと笑顔を浮かべた。

「という事で早さつ速そく、」

　にっこりと笑顔のまま、膝の上の『取材用ノート』を開く。

「次のバトルについての取材だが」

「え」

　呆気に取られたこちらを、全く気にする風でもなく、

「そうよ！　ボーっとしてる場合じゃないわ！」

　優輝は、元気にパイプ椅子から立ち上がった。

「とりあえずの危機は去ったけど、これで解決って訳じゃないからね！」

「……っと、あの、優輝さん」

「そうとも！　とりあえずの危機は去ったが、まだ物語は終わっていないぞ！」

「…………部長？」

「これからも、アンタの『世界の卵ユグドラシル』を狙ねらって、第四・第五の魔族が次々と……」

「あるいは第二の天使がくる可能性もあるというわけだな白瀬部員！」

「そうよ！　覚悟と準備を怠おこたっちゃダメよ火魅補給兵！」

　……………………。

　亨はパイプ椅子に座り込みつつ、言った。

「……ところで、」

　二人とも、お気づきでないかもしれませんが。

「……おれの生活は？」

「ふむ、『火魅部員の生活』とは何だったかな？　分かるかね白瀬部員？」

「いや分かりません部長。きっと次のバトルまでの準備期間のことですね」

「バトルバトルってお前ら」

　亨は、叫んだ。

「お前ら戦せん闘とう民族か！　バトルとか戦争に何の意義があるんだ言ってみろ！」

「バトルは盛り上がる。それ以外に意味が必要かね？」

「次の戦争に勝っておくと、次の次の戦争が有利になるじゃないの！」

　ああ話が通じませんこの二人には話が通じません。

　そういえば理香はどこへ行った。今日はまだ姿を見てないけど。

「そもそも、だな……」

　座ったまま、二人を見上げる。

「『次の魔族』って、本当にそんなものが来るのかどうかすら……」

　更さらに言葉を続けようとした、その瞬間、




　ぴきーん。




「え？」

　天使の翼が、鋭するどく音を立てた。警報音のようなカン高い音。

　ぴりりりりりりりりりり。同時に、鞄かばんの中の携帯電話が鳴った。

「…………」

　無心で電話を取り、その画面を見る。見慣れない番号。

　ぴりりりりりりりりり。電話は鳴り続ける。

　天使の翼が警報を放った直後に、見知らぬ番号がおれの携帯電話に着信。

「もしもし？」

　何か色々なものを諦あきらめきった心境で、しかし一いち縷るの望みにすがって電話に出る。

「やあ」

　受話器の向こうから、聞きなれない声がした。

「お初に。『世界の卵ユグドラシル』くん」

　高い、舌足らずな声。幼い女の子のような声。

「わたしは……」

　幼い女の子のような声は、凛りんとした口調で話し始めた。

「クラエルロウゼル」

　電話の向こうの相手は、自分の名前を言った。

「上級星型魔族ツアーカブであり、ベルセルメルゼルの上司だ。以後お見知りおきを」

　電話を切ろうとして、部長に物凄く睨にらまれた。

「今回、ベルセルメルゼルは天使に加担する形となり、」

　受話器の向こうの相手は、あくまでマイペースに淡たん々たんと言葉を喋る。

「我としては、それに処しよ罰ばつを加えなくてはいけなくなった」

　電話の向こうで、少女が冷れい酷こくに話し続ける。

「というわけで、」

　ふ、と息を吐き、クラエルロウゼルは言葉を続けた。

「我は、ベルセルメルゼルの右イヤリング、魔炉セフイラを没ぼつ収しゆうした」

　確定のように、宣言。

「は……？」

　電話を耳に当てつつ、思い出す。

　たしか……ええと、右イヤリング魔炉セフイラがＭＰの製造機で、左イヤリングはそれを精製して現世干渉を発生させる魔路クリフア……だっけ？　で、その右を失ったって事は……

　チラ、と優輝の方を見る。

「何よ」

　この天使さんは、魔炉セフイラを失っておれと同居する羽目になった。

　ＭＰ生成が出来なくなり、おれと物理的に近くにいなくてはいけなくなった。

　つまり……

「という訳で、後の事は、君が責任を取ってくれたまえ」

　クラエルロウゼルは、断言した。

「は…………」

　亨は、頭上を見上げた。




　頭上に、黒い渦うずが出現していた。




　黒部理香が、天から降ふってきた。

　何だか柔やわらかいものに顔面直ちよく撃げきされ、それと一いつ緒しよにパイプ椅い子すから転がり落ちる。背中と後頭部に鋭い痛み、そして直後、上半身の上に重量感。いつもとまったく同じ姿勢。

「どうも……」

　頭上から、いつもの声がした。

「遅おそくなりました……」




「ちょっとアンタなにそんなモンで登校してんのよちゃんと歩いて登校しなさいよ！」

「で、でも……その、今日は荷物を纏まとめてて遅くなって」

「荷物？　荷物って……なっこれ何よこの大荷物っまさかアンタ、私の家にっ」

「おい誰が『私の家』だ。ちょっとお前聞き捨てならんぞおい」

「だってそうしないと、わたし、消えてしまいますし……」

「ぐええええなんて卑ひ劣れつで凶悪な手段をっこの魔族はっ」

「だって優輝さんだってやってるじゃないですか！」

「くっ……私はいいのよ私は！」

「なんでですか？」

「ああ言えばこう言うじゃあバトルで決着つけましょう表にでろおらー！」

「あ、わたし今ＭＰが無いですから……亨さんに補給してもらってから」

「了りよう解かいしたじゃああの薄うす暗ぐらい所とか行こうか理香すぐにＭＰを回復させるから」

「なるほどこうしてバトルが続いていく訳かああああ実に参考になるぞおおおおお」

「ぐっ……この部長はっ……亨、なんか言ってやってほら！」

「あっおれ忙いそがしいからじゃあ行こうか理香さんあっ部長と優輝はついてこないで」

「こらあああああああああああああああああああああ！　どこ行く亨！」




　物語は、ひょっとしたら、まだまだ続くのかもしれない。







章外　黒い箱グリモアの道化クラウン







　創生の光のような、邪悪を打ち払う聖雷のような、神々しい輝きが世界を照らす。

　輝きの残滓のような光の欠片かけらが、天使の翼が、ひらひらと天空を舞う。

「――光の翼」

　巨人の額で、魔族は呟いた。

「成程」

　光の欠片が降り注ぐ闇やみの中で、魔は、彼の王を見た。

「これが、『彼の世界』……」




　光ひかり輝かがやく神話の中で、魔は、真の闇を見た。

「……『我らが王』の、世界か」

　救われぬ闇を、見た。




『彼』は変わらず、箱の外にいる。




「――さて」

『彼』の前で、翅はねを持つ妖よう精せいは、恭うやうやしく頭を下げる。

「今回の物語は、これにて一いつ旦たん終しゆう了りようでございます。我らが王よ」

　箱の中から、壊れた水色のソフトビニール人形を取り出す。

「彼らの虚きよ構こうによって彼らの現実が救われ、彼らの隣りん人じんたちは救われた。

　――しかし、その現実すらも虚構だとしたら？

　救われたはずの『彼ら』を観察する、更に上のモノがいるとしたら？

　――いえ、」

　翅を持つ妖精は、ソフトビニール人形から中身を取り出し、闇へと仕し舞まう。

「失礼を。ただの悪わる巫ふ山ざ戯けにございます」




　黒い箱グリモアが閉ざされ、幕が降りる。




「願わくば、また会いましょう。我らが王よ」







あとがき
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